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一
、
本
稿
は
、
『
省
察
』
が
、
一
帥
ω
。
凶
o
ロ
。
。
α
。
ヨ
騨
巷
ξ
ω
δ
5
と
し
て
、
成
立
す
る
か
、
い
な
か
、
が
、
吟
味
さ
れ
る
さ
い
の
・
一

つ
の
予
備
作
業
と
し
て
、
『
省
察
』
に
含
ま
れ
る
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
（
論
理
上
の
虚
偽
）
を
、
問
題
と
し
て
摘
出
す
る
も
の
で
あ
る
・

　
一
、
注
に
略
記
し
た
＞
ー
目
・
く
冒
は
、
『
省
察
』
（
『
反
論
ヤ
『
回
答
』
）
所
収
の
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ダ
ン
、
〔
ポ
ー
ル
・
タ
ヌ
リ
〕
刊
『
デ

カ
ル
ト
著
作
集
』
第
七
巻
（
．
○
①
自
く
（
。
ω
α
。
ω
∪
。
切
。
即
拝
8
薯
σ
ま
8
冒
『
9
包
8
》
魯
日
廊
評
巳
ぎ
目
。
蔓
ヲ
2
0
壕
。
ま
℃
『
争

。。

昇
鉢
δ
戸
℃
巽
旦
く
試
戸
む
冨
．
）
を
、

　
＞
ー
り
＜
H
目
1
一
・
は
、
『
哲
学
原
理
』
所
収
の
・
同
右
・
第
八
巻
・
第
一
部
（
く
ユ
P
一
〇
N
ε
を
、

　
＞
i
り
区
一
・
は
、
『
世
界
。
別
名
、
光
に
つ
い
て
』
所
収
の
・
同
右
・
第
十
一
巻
（
く
ユ
P
一
S
ε
を
、

，
ま
た
、
鵠
r
野
は
、
タ
マ
ス
・
ホ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
所
収
の
『
ラ
テ
ン
語
哲
学
著
作
全
集
』
第
三
巻
（
、
月
ぎ
ヨ
8
田
9
げ
8

－
6
℃
①
声
℃
一
邑
o
ω
曾
一
鼠
。
p
ρ
§
一
践
呂
。
。
R
官
律
ひ
日
コ
一
？
－
…
㌧
曾
猛
δ
。
江
呂
騨
。
o
巳
δ
一
目
竃
o
一
。
箸
。
詳
げ
㌧
く
o
一
’
日
9
ω
Φ
8
一
己

8
甘
言
¢
ω
9
窪
試
曾
一
8
ひ
’
）
を
、
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ト
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研
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2

　
国
■
・
伊
は
、
『
省
察
』
に
た
い
す
る
・
ホ
ブ
ズ
の
『
反
論
』
と
、
デ
カ
ル
ト
の
『
回
答
』
と
を
収
め
た
（
℃
や
N
お
I
N
茸
．
）
右
『
哲

学
著
作
全
集
』
第
五
巻
（
ω
o
一
雪
ユ
勲
一
8
9
）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
、
示
す
。

一・

省
察
●
笙
』
奮
ぴ
『
第
二
』
に
つ
い
て
の
農
（
本
稿
二
、
お
よ
び
二
）
は
、
本
『
人
文
撃
研
究
．
2
。
』
に
、
『
省

察
’
第
三
』
に
つ
い
て
の
陰
（
本
移
三
）
は
、
『
社
会
学
研
究
退
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
撃
る
．
『
省
察
．
第
四
』
、
『
第
五
』
、
『
第

六
』
に
つ
い
て
の
吟
味
は
、
『
社
会
学
研
究
』
、
『
人
文
科
学
研
究
』
の
各
続
巻
に
分
載
す
る
。

　
　
　
　
　
一
1
1
　
〈
方
法
と
し
て
の
疑
い
〉
　
　
そ
れ
の
構
造
と
意
味
（
『
省
察
．
第
一
』
第
一
ー
第
三
パ
ラ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
フ
）

　
『
省
察
●
笙
・
あ
ら
た
め
て
疑
い
の
中
に
引
き
入
れ
え
る
！
の
で
き
る
性
質
竃
つ
事
煙
つ
い
て
』
の
訟
醐
旨
を
、
ま
ず
、
た

ど
っ
て
み
る
ロ

　
自
分
は
、
「
い
つ
の
日
か
諸
科
学
に
あ
っ
て
、
あ
る
・
確
固
と
し
た
も
の
、
そ
し
て
、
う
つ
ろ
い
去
ら
ぬ
も
の
を
、
う
ち
立
て
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

欲
求
」
し
て
境
（
笙
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
・
「
あ
る
・
確
実
奮
の
を
、
見
い
だ
そ
う
と
意
志
」
し
て
い
る
（
筆
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
．

　
「
う
ち
立
て
」
「
見
い
だ
す
」
た
め
の
手
段
は
・
年
若
い
頃
旨
分
が
、
「
真
実
な
事
柄
と
認
め
る
過
薯
犯
し
た
」
も
の
、
す
な
わ
ち
、

「
ま
こ
と
に
数
多
く
の
・
虚
偽
な
事
柄
」
と
、
「
そ
の
後
そ
う
し
た
・
虚
偽
な
事
柄
の
上
に
自
分
が
積
み
上
げ
た
も
の
」
と
を
、
「
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ

土
台
奮
く
つ
が
え
す
」
こ
と
で
あ
り
・
「
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
第
一
歩
の
基
禦
藷
め
る
」
．
）
と
で
あ
る
（
第
芸
ラ
グ
ラ
フ
）
．



　
で
は
、
「
く
つ
が
え
す
」
方
法
と
は
、
な
に
か
。
そ
れ
は
、
「
明
ら
か
に
虚
偽
な
事
柄
に
た
い
し
て
と
劣
ら
ず
、
ま
っ
た
く
確
実
で
・
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
を
い
れ
な
い
、
と
は
い
か
な
い
性
質
を
も
っ
た
事
柄
に
た
い
し
て
も
、
や
は
り
、
注
意
し
て
同
意
を
慎
む
」
こ
と
で
あ
る
（
第
ニ
パ
ラ

グ
ラ
フ
）
。
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（
5
）

　
「
同
意
を
慎
む
」
と
は
、
「
疑
う
根
拠
（
鉢
葺
0
9
ま
富
＆
判
）
」
が
見
い
だ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
「
し
り
ぞ
け
る
（
鼠
日
同
8
お
）
」

こ
と
で
あ
る
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
「
疑
う
根
拠
」
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
性
質
の
事
柄
は
、
〈
真
実
〉
な
事
柄
で

は
な
く
、
〈
虚
偽
〉
な
事
柄
と
し
て
、
「
し
り
ぞ
け
る
」
〈
拒
否
〉
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
い
ま
ま
で
「
真
実
な
事
柄
と
認
め
」
て
き
た
も
の
を
、
真
実
で
は
な
い
、
虚
偽
で
あ
る
、
と
〈
し
り
ぞ
け
、
拒
否
す
る
方
法
〉

と
し
て
、
「
疑
い
」
が
、
登
場
す
る
。
こ
の
「
疑
い
」
は
、
し
た
が
っ
て
、
〈
く
つ
が
え
し
の
方
法
〉
で
あ
り
、
ま
た
、
〈
真
実
な
も
の
、

確
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
、
見
い
だ
す
方
法
〉
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
こ
の
〈
疑
い
と
い
う
方
法
〉
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
す
で
に
採
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
『
省
察
・
第

一
』
の
冒
頭
に
、
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
「
す
で
に
な
ん
年
も
前
、
私
が
さ
と
っ
た
の
は
、
年
若
い
頃
に
自
分
が
、
ま
こ
と
に

数
多
く
の
・
虚
偽
な
事
柄
を
、
真
実
な
事
柄
と
認
め
る
過
ち
を
犯
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
後
そ
う
し
た
・
虚
偽
な
事
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）

柄
の
上
に
自
分
が
積
み
上
げ
た
も
の
は
ど
れ
も
皆
、
ま
こ
と
に
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
…
…
」
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ

フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
「
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
「
さ
と
っ
た
」
そ
の
間
の
経
緯
を
、
『
省
察
・
第
一
』
と
し
て
、
再
現
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
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ル
ト
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い
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三
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と
こ
ろ
で
、
そ
の
「
疑
い
」
に
は
、
も
と
よ
り
、
「
根
拠
」
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
「
く
つ
が
え
そ
う
」
と
「
意
志
」
し
「
欲
求
」
し
て
い
る
以
上
は
、
こ
れ
ま
で
「
真
実
な
事
柄
と
認
め
」
て
き
た
も
の
の
中

に
、
「
疑
う
根
拠
が
見
い
だ
さ
れ
る
」
か
ど
う
か
、
を
、
吟
味
・
検
証
し
て
み
る
ほ
か
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
で
は
、
ど
こ
か
ら
、
そ
の
吟
味
を
始
め
る
の
か
。
「
土
台
を
攻
撃
す
れ
ば
」
よ
い
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
「
自
分
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

上
な
く
真
実
で
あ
る
、
と
認
め
て
き
た
事
柄
」
か
ら
、
始
め
れ
ば
よ
い
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
そ
れ
は
、
な
に
か
。
「
あ
る
い
は
感
覚
器
官
か
ら
、
あ
る
い
は
感
覚
器
官
を
つ
う
じ
て
、
自
分
が
受
け
と
っ
た
も
の
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ

フ
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
　
一
つ
に
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
で
あ
り
（
こ
れ
は
、
の
ち
に
〈
夢
〉
と
さ
れ
る
）
、
二
つ
に
は
、

〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
、
あ
る
い
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
そ
れ
に
類
似
し

た
・
外
部
に
実
在
す
る
事
物
を
、
原
因
と
す
る
〉
と
い
う
〈
思
考
〉
す
な
わ
ち
く
推
理
V
、
な
い
し
、
そ
の
思
考
の
〈
言
表
〉
す
な
わ
ち

〈
判
断
〉
、
で
あ
る
i
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
見
る
と
お
り
、
デ
カ
ル
ト
は
、
上
の
二
つ
に
、
「
疑
う
根
拠
」
が
見
い
だ
せ
る
、
と
し
て
、
前
者
を
、
「
真
実
」
で
な
い
、
っ

ま
り
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
後
者
、
す
な
わ
ち
、
〈
思
考
〉
が
、
〈
虚
妄
〉
で
あ
り
、
〈
言
表
V
〈
判
断
〉

が
、
〈
虚
偽
V
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
え
て
も
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
が
、
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
デ
カ
ル
ト
自

身
に
よ
っ
て
も
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
事
実
、
デ
カ
ル
ト
自
ら
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
繰
り
返
し
て
、
述
べ
て
い
る
。
「
さ
て
、
観
念
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ひ
と
り
観
念
だ
け



が
、
そ
れ
自
体
で
眺
め
ら
れ
て
、
な
お
ま
た
、
私
が
、
観
念
を
、
ほ
か
の
・
あ
る
も
の
に
、
関
係
づ
け
る
こ
と
も
、
し
な
け
れ
ば
、
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

は
、
本
来
、
虚
偽
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
観
念
」
と
は
、
『
省
察
・
第
三
』
の
第
五
パ
ラ

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ク
ラ
フ
に
挙
げ
ら
れ
た
．
二
つ
の
「
類
」
の
観
念
の
み
を
指
す
も
の
で
な
く
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
叙
述
に
照
ら
し
て
知
ら
れ
る
と
お
り
、

第
三
の
類
の
観
念
、
す
な
わ
ち
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
を
も
、
含
む
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
上
、
デ
カ
ル
ト
は
言
っ
て
い
る
。
「
そ
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
残
る
の
は
、
ひ
と
り
判
断
だ
け
で
あ
っ
て
、
判
断
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

た
っ
て
は
、
私
は
、
虚
偽
を
犯
さ
ぬ
よ
う
に
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
『
省
察
・
第
三
』
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
う
し
て
、
『
省
察
．
第
一
』
で
、
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
自
体
を
、
〈
虚
偽
〉
と
す
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。

『
本
稿
．
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
を
、
内
部
感
覚
内
容
と
と
も
に
、
〈
夢
〉
と
す
る
の
も
、
外
部
感
覚

内
容
が
、
〈
そ
も
そ
も
〉
、
夢
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
〈
し
た
が
っ
て
〉
、
λ
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、

教
え
る
〉
、
と
い
う
思
考
．
推
理
は
、
〈
虚
妄
〉
な
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
言
表
・
判
断
は
、
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
、
と
い
う
立
論
を
と
る
た

め
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
「
疑
う
根
拠
」
が
見
い
だ
せ
な
い
か
、
ど
う
か
、
が
、
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ま
ず
、
右
の
く
思
考
V
と
〈
判

断
〉
と
で
あ
る
。

　
「
疑
う
根
拠
」
は
、
あ
る
。
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も
、
〈
経
験
〉
で
あ
る
。
「
と
こ
ろ
が
、
私
は
、
感
覚
器
官
が
、
し
ば
し
ば
、
ひ
と
に

虚
偽
を
犯
さ
せ
る
こ
と
を
、
見
い
だ
し
た
し
、
そ
し
て
一
般
に
、
私
た
ち
を
一
度
で
も
欺
い
た
も
の
は
、
こ
れ
を
頭
か
ら
信
用
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
、
け
っ
し
て
し
な
い
の
が
、
分
別
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
四
同
巴
o
σ
q
ぢ
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
五
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感
覚
器
官
が
、
〈
し
ば
し
ば
、
ひ
と
に
虚
妄
な
思
考
を
行
な
わ
せ
、
虚
偽
な
判
断
（
断
定
、
断
言
、
言
表
）
を
下
さ
せ
た
〉
と
い
う
〈
経

験
〉
が
あ
る
。
〈
私
た
ち
の
思
考
、
判
断
を
、
一
度
で
も
欺
い
た
V
と
い
う
・
そ
の
〈
経
験
〉
を
〈
想
起
〉
す
れ
ば
、
「
一
般
に
」
外
部
感

覚
内
容
は
、
思
考
・
判
断
に
あ
た
っ
て
、
〈
ま
た
し
て
も
、
欺
き
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
〈
懸
念
〉
が
、
生

ず
る
。
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
が
、
〈
ま
た
し
て
も
、
虚
妄
で
あ
る

か
も
知
れ
ず
V
、
そ
の
判
断
・
言
表
が
、
〈
ま
た
し
て
も
、
虚
偽
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
〈
懸
念
〉
が
、
生
ず
る
。

　
〈
経
験
の
想
起
〉
に
発
す
る
・
こ
の
〈
懸
念
〉
が
、
デ
カ
ル
ト
の
「
疑
い
」
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
疑
う
根
拠
」
の
一
つ
は
、

〈
経
験
の
想
起
〉
で
あ
る
。

　
そ
し
て
・
こ
の
〈
懸
念
〉
「
疑
い
」
が
生
じ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿

を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
・
判
断
は
、
こ
れ
を
、
「
頭
か
ら
信
用
す
る
こ
と
を
、
け
っ
し
て
」
し
て
は
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
思
考
は

〈
虚
妄
〉
と
し
て
、
判
断
は
、
〈
虚
偽
〉
と
し
て
、
「
し
り
ぞ
け
」
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
思
考
・
判
断
を
「
疑
い
」
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
V
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
る
」
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
〈
実
在
す
る
事

物
〉
が
、
こ
の
よ
う
に
思
考
し
判
断
す
る
〈
精
神
〉
か
ら
、
〈
切
断
〉
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は
、
〈
事
物
〉
を
創
造
し
、

事
物
に
〈
実
在
〉
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
事
物
は
実
在
す
る
V
に
し
て
竜
、
右
の
思
考
．
判
断
を
「
疑
い
」
う
る
、
と
い
う
こ

と
は
、
〈
精
神
〉
が
、
外
部
感
覚
内
容
を
、
自
ら
の
中
に
抱
き
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
は
、
〈
事
物
が
実
在
す
る
か
、
ど

う
か
〉
、
〈
実
在
す
る
事
物
の
姿
が
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
〉
に
つ
い
て
は
、
な
に
一
つ
、
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。



　
す
な
わ
ち
、
あ
の
「
疑
い
」
が
成
立
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
思
考
し
・
判
断
す
る
く
精
神
V
が
、
〈
感
覚
す
る
こ
と
の
で
き
る
・

実
在
す
る
事
物
V
〈
物
体
V
か
ら
、
〈
切
断
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
〈
精
神
と
物
体
と
が
、
実
在
の
上
で
、
分
離
し
て
い
る
〉

こ
と
の
論
拠
と
な
る
。
．

　
し
た
が
っ
て
、
『
省
察
』
全
体
の
表
題
、
す
な
わ
ち
、
『
第
一
哲
学
に
つ
い
て
の
省
察
。
こ
の
中
で
、
神
の
実
在
と
、
お
よ
ぴ
、
魂
と
物

体
．
肉
体
と
の
分
離
と
が
、
論
証
さ
れ
て
い
る
』
に
示
さ
れ
た
〈
魂
・
精
神
と
物
体
・
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
論
拠
の
う
ち
、

〈
魂
．
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
論
拠
の
一
つ
は
、
上
の
「
疑
い
」
の
成
立
で
あ
る
。

　
さ
て
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
に
た
い
す
る
「
疑
い
」

を
生
じ
さ
せ
た
く
経
験
V
は
、
ま
ず
、
『
省
察
・
第
六
』
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
し
か
し
、
あ
と
に
な
っ
て
次
第
に
、
数
多
く

の
経
験
が
、
感
覚
器
官
に
自
分
が
寄
せ
て
い
た
信
頼
の
す
べ
て
を
、
ゆ
る
が
せ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
し
ば
し
ば
、
遠
く
か
ら
は
丸

い
と
見
え
て
い
た
塔
が
、
近
よ
っ
て
み
る
と
、
四
角
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
り
、
ま
た
、
塔
の
頂
き
に

立
っ
て
い
る
・
お
そ
ろ
し
く
大
き
な
彫
像
が
、
地
上
か
ら
見
る
者
に
と
っ
て
は
、
大
き
い
も
の
と
は
見
え
な
い
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
私
は
、
そ
の
ほ
か
の
・
数
知
れ
ぬ
・
こ
う
し
た
性
質
を
も
つ
事
柄
に
あ
っ
て
は
、
外
部
感
覚
器
官
が
下
す
判
断
は
、
虚
偽
を
犯
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
い
う
こ
と
を
、
見
い
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
」
（
第
七
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
「
感
覚
器
官
に
寄
せ
て
い
た
信
頼
」
の
内
容
は
、
と
り
わ
け
、
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
デ
カ
ル
ト

が
、
一
つ
に
は
、
外
部
感
覚
内
容
の
生
滅
の
〈
不
随
意
性
〉
の
「
経
験
」
と
、
外
部
感
覚
内
容
の
「
鮮
明
さ
」
と
を
根
拠
に
、
外
部
感
覚

内
容
は
、
自
分
と
は
「
別
個
の
事
物
」
を
く
原
因
V
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
が
感
覚
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
原
因
と
し
て
の

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
ρ
円
巴
o
σ
q
冨
∋
史
一
：
・
：
1
（
1
）
『
省
察
。
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

「
物
体
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
る
〉
、
と
「
思
い
込
ん
だ
」
こ
と
で
あ
る
。

　
二
つ
に
は
、
そ
う
し
た
事
物
に
つ
い
て
も
た
れ
る
の
は
、
外
部
感
覚
内
容
以
外
な
に
一
つ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
事
物
は
、
外

部
感
覚
内
容
に
「
類
似
」
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
逆
に
言
っ
て
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
〉
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
デ
カ
ル
ト
の
「
精
神
の
中
に
は
い
っ
て
」
き
た
こ
と
で
あ
る
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
右
の
二
つ
、
「
思
い
込
み
」
と
、
「
精
神
の
中
に
は
い
っ
て
」
き
た
こ
と
と
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す

る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
な
い
し
、
そ
れ
の
言
表
・
判
断
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ま
ず
、
あ
の
「
経
験
」
が
、
．
）

の
思
考
を
、
〈
虚
妄
な
日
常
意
識
V
と
し
、
判
断
・
言
表
を
〈
虚
偽
〉
と
し
て
、
「
し
り
ぞ
け
」
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
〈
外
部
感
覚
内
容
が
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
は
、
ス
コ
ラ
の
外
相
論
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
、
〈
経
験
〉
な
い
し
く
経
験
に
基
づ
く
推
理
V
に
よ
っ
て
、
当
然
、
排
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
外
部
感
覚
内
容

は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
は
、
外
部
感
覚
内
容
の
〈
生
滅
の
不
随
意
性
〉
の
〈
経
験
に
基
づ
く
推
理
〉
で
あ
り
、
「
思

い
込
み
」
で
は
な
く
て
、
〈
正
当
な
推
理
V
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
さ
き
に
見
た
・
デ
カ
ル
ト
の
「
経
験
」
は
、
前
者
の
思
考
を
拒
否
す
る
根
拠
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
デ
カ

ル
ト
は
、
こ
の
「
経
験
」
を
も
っ
て
、
後
者
の
く
正
当
な
推
理
V
を
も
、
し
り
ぞ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
デ
カ
ル
ト
と
し

て
は
、
こ
の
「
経
験
」
以
外
に
、
他
の
根
拠
を
あ
げ
る
の
で
な
く
て
は
、
後
者
の
推
理
の
正
当
性
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
し
、
し
た
が
っ
て
、
「
感
覚
器
官
に
自
分
が
寄
せ
て
い
た
信
頼
の
す
べ
て
を
、
ゆ
る
が
せ
」
ら
れ
た
、
と
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
か



っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
「
経
験
」
の
み
に
よ
る
「
疑
い
」
で
は
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
論
拠
た
り
え
な
い
。

　
さ
ら
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
腕
や
腕
を
切
断
し
た
ひ
と
が
、
な
お
、
そ
の
・
な
く
な
っ
た
肉
体
部
分
に
痛
み
を
感
ず
る
、
と
い
う
〈
経

験
〉
を
根
拠
に
し
て
、
〈
内
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
〔
肉
体
〕
の
実
在
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
な
い
し
判
断
を
、
し
り
ぞ
け
る
の
で
あ

（
B
）

る
が
、
（
『
省
察
・
第
六
』
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
「
経
験
」
こ
そ
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
外
部
感
覚
内
容
に
つ
い
て
も
、
内
部
感
覚
内
容
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
、

〈
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
を
、
虚
妄
と
し
、
そ
の
判
断
を
、
虚
偽
と
す
る

　
　
　
　
（
1
9
V

根
拠
で
あ
る
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
さ
て
、
塔
が
，
「
遠
く
か
ら
は
丸
い
と
見
え
て
い
た
」
。
丸
い
、
と
い
う
外
部
感
覚
内
容
が
あ
っ
た
。
こ
の
〈
外
部
感
覚
内
容
が
、
事
物

〔
塔
〕
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
〔
塔
〕
の
姿
を
教
え
る
〉
と
し
た
の
は
、
思
考
、
な
い
し
判
断
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
思
考
・
判
断
す
る
の
は
、
な
に
も
の
な
の
か
。
デ
カ
ル
ト
の
言
う
よ
う
に
、
「
外
部
感
覚
器
官
」
な
の
で
あ
る

か
。　

こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
い
な
、
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
外
部
感
覚
器
官
」
が
、
思
考
・
推
理
し
、
そ
の
思
考
内
容
を
言
表
す
る
、
す
な
わ
ち
判
断
す

る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
自
身
、
『
省
察
・
第
四
』
に
あ
ワ
て
、
「
判
断
」
を
、
「
意
志
」
の
つ
か
さ
ど

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
唱
震
巴
o
触
の
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
ζ
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
九
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0
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る
事
柄
と
し
て
い
る
（
第
八
ー
第
十
六
バ
ラ
グ
ラ
フ
。
し
か
し
、
の
ち
に
吟
味
す
る
よ
う
に
、
「
判
断
」
す
る
の
は
、
「
悟
性
」
で
あ
る
）
。
「
外
部
感

覚
器
官
」
が
「
判
断
」
す
る
、
と
言
う
の
は
、
『
省
察
』
内
部
で
も
、
誤
り
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
そ
れ
自
体
で
」
は
、
「
本
来
、
虚
偽
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
丸
い
、
と
い
う
外
部
感
覚
内
容
（
観
念
）
を
、
事
物

〔
塔
〕
に
「
関
係
づ
け
」
て
、
〈
塔
は
、
丸
い
〉
と
思
考
し
、
な
い
し
は
言
表
・
判
断
す
る
の
は
、
あ
る
い
は
、
　
一
般
的
に
、
〈
外
部
感
覚

内
容
は
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
る
〉
と
思
考
・
推
理
し
言
表
・
判
断
す
る
の
は
、
「
悟
性
」
な
の
で
あ
り
、

悟
性
の
・
そ
の
思
考
が
、
〈
虚
妄
〉
で
あ
り
え
、
判
断
が
、
〈
虚
偽
〉
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
し
ば
し
ぱ
、
ひ
と
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
」
も
の
、
「
私
た
ち
を
…
…
欺
い
た
」
も
の
、
外
部
感
覚
内
容
（
「
丸
い
」
）
に
基

づ
い
て
、
〈
塔
は
、
丸
い
〉
と
〈
思
考
〉
し
〈
判
断
〉
し
た
の
は
、
「
悟
性
」
で
あ
り
、
実
は
、
「
悟
性
」
こ
そ
、
「
信
頼
」
「
信
用
」
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
「
外
部
感
覚
器
官
」
を
「
つ
う
じ
て
」
の
「
判
断
」
と
す
ぺ
き
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
丸
い
と
見
え
て
い
た
塔
も
、
近
よ
っ
て
み
る
と
、
四
角
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
」
、
そ
こ
で
、

塔
は
、
丸
い
、
と
す
る
思
考
、
判
断
、
す
な
わ
ち
、
丸
い
と
い
う
外
部
感
覚
内
容
を
、
「
ほ
か
の
あ
る
も
の
」
で
あ
る
塔
に
「
関
係
づ
け

る
」
こ
と
で
あ
る
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
な
も
の
で
は
な
く
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
「
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
」
。

　
し
か
し
、
〈
塔
は
、
丸
い
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
が
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
の
も
の
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
」
た
め
に
は
、
そ
し
て
、

そ
の
思
考
、
判
断
が
訂
正
さ
れ
る
た
め
に
は
、
四
角
い
、
と
い
う
外
部
感
覚
内
容
に
基
づ
く
人
塔
は
、
四
角
い
〉
と
い
う
思
考
な
り
判

断
な
り
が
、
〈
真
実
〉
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
前
提
が
な
く
て
は
、
〈
塔
は
、
丸
い
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
を
、
〈
虚
偽
〉

な
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
。
こ
の
・
新
し
い
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
な
も
の
で
あ
る
。



　
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
こ
の
く
真
実
V
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
・
新
し
い
思
考
、
判
断
も
、
〈
か
つ
て
〉
〈
塔
は
、
丸
い
〉
と
し
た
思
考
、
判

断
が
、
実
は
〈
虚
偽
〉
で
あ
っ
た
、
と
い
う
〈
経
験
を
想
起
〉
し
て
み
る
と
、
〈
ま
た
し
て
も
、
虚
妄
、
虚
偽
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉

と
い
う
〈
懸
念
〉
に
、
ざ
ら
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
〈
経
験
の
想
起
〉
の
〈
連
続
〉
に
よ
っ
て
生
ず
る
〈
懸
念
〉
の
〈
連
続
〉
、
〈
ま
た
し
て
も
、
虚
妄
・
虚
偽
で
あ
る
の
か

も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
〈
懸
念
〉
の
〈
連
続
〉
、
こ
の
「
疑
い
」
の
〈
連
続
〉
が
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
る
」
た
め
の
〈
方
法
〉
で

あ
り
、
こ
う
し
て
、
「
疑
う
根
拠
」
の
一
つ
は
、
絶
え
ざ
る
〈
経
験
の
想
起
〉
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
が
、
『
省
察
・
第
六
』
で
、
「
感
覚
器
官
に
寄
せ
る
信
頼
」
（
実
は
、
「
悟
性
」
に
寄
せ
る
信
頼
）
を
「
ゆ
る
が
せ
」
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
「
疑
い
」
の
く
連
続
V
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
〈
経
験
の
想
起
〉
の
〈
連
続
〉
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
疑
い
」
の
成
立
が
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
・
一
つ
の
論
拠
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
」
、
「
確
実
な
も
の
を
、
見
い
だ
す
」
方
法
と
し
て
の
「
疑
い
」
が
も
つ
意
味
は
、
ど
こ
に
あ
る

の
か
ー
。

　
次
第
に
見
て
い
く
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
第
一
に
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
の
連
続
を
「
根
拠
」
に
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
も
、

〈
ま
た
し
て
鵡
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
「
疑
い
」
と
、
夢
の
〈
経
験
〉
を
受
け
と
め
た
〈
意
識
〉
、
す
な
わ
ち
、
〈
覚
醒
時

の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
、
に
基
づ
い
た
「
意
見
」
、
〈
覚
醒
は
、
夢
で
あ
る
〉
と
い
う
「
意
見
」
と
に

よ
っ
て
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
内
部
感
覚
内
容
を
も
含
め
て
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
す
る
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二

思
考
、
判
断
を
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
る
。
夢
の
〈
経
験
〉
に
基
づ
く
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
、
〈
精
神
と
物

体
・
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
論
拠
の
・
い
ま
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
に
基
づ
く
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
が
、
〈
限
界
V
を
見
い
だ
す
も
の
と
し
て
、
絵
画
の
論
理
が
あ

り
、
合
成
さ
れ
た
感
覚
内
容
の
く
合
成
要
素
V
で
あ
る
〈
単
純
か
つ
一
般
的
な
〉
感
覚
内
容
で
あ
れ
ば
、
〈
感
覚
内
容
は
、
い
な
、
夢
と

い
う
感
覚
内
容
で
さ
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
〈
真
実
〉
な
も
の
と
し
て
、
「
う
ち
立
て
る
」
。

　
第
三
に
、
絵
画
の
論
理
か
ら
〈
演
繹
〉
し
て
、
〈
も
っ
と
も
単
純
、
か
つ
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
V
論
理
的
思
考
・
推
理
で
あ
る
・
算

術
学
、
幾
何
学
上
の
事
柄
（
た
と
え
ば
、
2
＋
3
睦
5
）
を
、
「
明
確
な
真
理
」
と
し
て
、
「
う
ち
立
て
る
」
。
し

　
第
四
に
、
し
か
し
、
〈
全
能
な
神
が
い
る
〉
と
い
う
「
意
見
」
に
基
づ
い
て
、
神
は
、
強
力
な
欺
隔
者
で
あ
る
、
と
く
仮
想
V
さ
れ
、

こ
の
〈
仮
想
〉
に
よ
マ
て
、
右
の
・
二
つ
の
ー
「
真
実
な
も
の
」
に
お
い
て
も
、
自
分
は
、
欺
購
者
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
、
〈
ま
た
し
て
も
、

虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
「
疑
い
」
（
〈
仮
想
〉
に
よ
る
疑
い
）
を
抱
き
、
さ
ら
に
進
ん
で
『
い
な
、
自
分
は
、

悪
意
の
あ
る
霊
〔
神
〕
に
よ
っ
て
、
〈
す
べ
て
に
つ
い
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〉
と
す
る
「
想
定
」
を
、
立
て
、
「
真

実
な
も
の
」
を
、
再
ぴ
、
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
る
」
。
こ
の
「
想
定
」
も
、
あ
の
〈
分
離
〉
の
い
ま
一
つ
の
論
拠
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
け
れ
ど
も
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
「
思
考
」
す
る
・
精
神
と
し
て
の
私
が
、
〈
実
在
す
る
〉
、
と
い
う
論
理
的

思
考
・
推
理
は
、
〈
掴
否
不
能
〉
で
あ
り
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉
で
あ
り
、
〈
し
た
が
っ
て
〉
・
そ
の
把
握
は
、
〈
真
実
V
で
あ
る
・
と

判
断
さ
れ
る
。

　
第
六
に
、
し
か
し
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
は
、
真
実
と
判
断
さ
れ
る
〉
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
ま
だ
「
甜
般
的
指
針
」
と
し
て
」
「
確



定
」
さ
れ
て
は
い
な
い
。
あ
の
「
想
定
」
が
、
「
確
定
」
を
妨
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
七
に
、
そ
こ
で
、
「
想
定
」
を
廃
棄
す
る
た
め
に
、
〈
神
が
、
実
在
し
、
神
は
、
完
全
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
欺
隔
者
た
ろ
う
と
す
る

悪
意
を
も
た
な
い
〉
と
い
う
こ
と
を
、
論
理
的
思
考
・
推
理
に
よ
っ
て
、
論
証
し
、
「
想
定
」
は
、
廃
棄
さ
れ
る
。

　
第
八
に
、
神
の
実
在
証
明
に
よ
る
・
想
定
の
廃
棄
に
よ
っ
で
初
め
て
、
「
一
般
的
指
針
」
は
「
確
定
」
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
私
は
、
思

考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
乏
い
う
〈
明
晰
・
判
明
胤
把
握
〉
と
、
そ
し
て
、
算
術
学
、
幾
何
学
上
の
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉

と
は
、
・
と
も
に
、
〈
真
実
と
判
断
さ
れ
る
〉
こ
と
が
、
「
確
定
」
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
。
八
重
の
手
続
き
の
中
で
見
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
に
基
づ
く
「
疑
い
」
は
、
〈
暫
定

的
に
〉
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
る
」
、
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
そ
し
て
、
〈
強
力
な
欺
隔
者
〔
神
〕
の
想
定
〉
は
、
そ
の
〈
暫
定
的
に

真
実
な
も
の
〉
を
も
、
再
ぴ
、
「
し
り
ぞ
け
」
、
し
か
し
、
「
し
り
ぞ
け
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
、
や
が
て
、
「
一
般
的
指
針
」
に
よ

っ
て
〈
真
実
と
判
断
さ
れ
る
〉
こ
と
に
な
る
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉
（
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
）
が
、
獲
得
さ
れ

る
、
ど
い
う
と
こ
ろ
に
、
意
味
を
む
つ
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
癒
．
い
。
〈
強
力
な
欺
購
者
で
あ
る
．
悪
意
の
あ
る
霊
〔
神
〕
の
想
定
〉
は
、
神
の
実
在
証
明
に
よ
っ

て
、
廃
棄
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
〈
想
定
〉
に
基
づ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
〈
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
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え
る
〉
と
い
う
偲
考
“
判
断
噛
、
〈
虚
妄
V
酒
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
る
」
こ
と
が
、
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
精
神
と
物
体
・

肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
は
、
論
拠
の
一
つ
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
論
拠
と
し
て
残
a
の
は
、
こ
・
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
つ
は
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
に
基
づ
く
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
で
あ
る
。
一

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
陣
『
p
一
〇
噌
ω
日
9
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



こ
の

　
（
1
）

　
（
2
）

　
（
3
）

　
（
4
）

　
（
5
）

　
（
6
）

　
（
7
）

　
（
8
）

　
（
9
）

　
（
1
0
）

　
（
1
1
）

　
（
1
2
）

　
（
1
3
）

　
（
1
4
）

　
（
1
5
）

　
（
1
6
） 　

　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0

「
疑
い
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。
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「
疑
う
根
拠
」
と
し
て
の
・
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
（
『
省
察
・
第
⊆
第
四
、
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

　
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
『
省
察
・
第
一
』
の
叙
述
に
つ
い
て
い
え
ば
、
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
「
虚
偽
を
犯
さ
せ
」
ら
れ
、
「
欺
か
」
れ
た

「
経
験
」
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
を
め
ぐ
る
思
考
・
判
断
に
つ
い
て
の
も
の
に
、
す
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
は
言
う
の
で
あ

る
。
「
だ
が
、
感
覚
器
官
が
、
あ
る
・
微
細
な
も
の
、
ま
た
、
遠
く
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
私
た
ち
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
る

に
し
て
も
、
に
も
拘
ら
ず
、
同
じ
感
覚
器
官
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
に
し
て
も
、
も
し
か
す
る
と
、
疑
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
で
き
な
い
・
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
ほ
か
の
事
柄
が
、
お
ぴ
た
だ
し
く
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
」
（
『
省
察
・
第
一
』
第
四
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
事
柄
で
あ
る
の
か
。
「
た
と
え
ば
、
私
が
い
ま
こ
こ
に
い
る
こ
と
、
媛
炉
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
冬

服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
紙
に
手
で
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
類
似
し
た
事
柄
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
事
実
、

ま
さ
に
こ
の
両
手
が
、
ま
た
、
こ
の
肉
体
が
、
私
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
っ
て
、
否
定
さ
れ
う
る
は

　
　
　
　
　
（
2
V

ず
が
あ
ろ
う
か
」
（
第
四
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
こ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
と
合
成
さ
れ
た
内
部
感
覚
内
容
〉
が
、
〈
事
物

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貸
巴
o
G
q
厨
日
曾
：
…
1
（
1
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第
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第
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つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
る
V
と
す
る
思
考
、
な
い
し
判
断
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
感
覚
内
容
が
、
た
と

え
ば
、
〈
冬
服
の
実
在
〉
と
〈
冬
服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
私
の
実
在
〉
と
を
〈
教
え
〉
、
ま
た
、
〈
実
在
す
る
冬
服
の
姿
〉
と
く
実
在
す

る
私
が
冬
服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
姿
V
と
を
〈
教
え
る
〉
、
と
す
る
思
考
、
判
断
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
デ
カ
ル
ト
は
、
1
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
が
、
〈
虚
妄
〉
な
思
考
を
行
な
わ
せ
、
〈
虚
偽
〉
な
判
断
を
下
さ
せ
、
ひ
と
を
欺
い

た
、
と
い
う
・
あ
の
〈
経
験
の
想
起
〉
は
、
〈
限
界
〉
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
〈
外
部
感
覚
内
容
と
内
部
感
覚
内
容
と
か
ら
合
成
さ
れ
た
も

の
〉
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
は
、
外
部
感
覚
内
容
を
め
ぐ
る
「
疑
う
根
拠
」
を
逃
れ
る
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
あ
の
〈
経
験
の
想

起
〉
は
、
こ
う
し
た
種
類
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
を
「
疑
う
根
拠
」
に
は
、
な
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
思
考
、
判

断
は
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
V
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
」
こ
と
が
、
な
い
、
の
か
も
知
れ
ぬ
ー
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
種
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
に
つ
い
て
、
は
た
し
て
、
「
疑
う
根
拠
」
と
し
て
の
〈
経
験
〉
が
、
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
な
、
〈
夢
の
経
験
〉
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
目
が
醒
め
て
い
て
も
っ
て
い
る
、
と
思
っ
た
・
こ
の
種
の
感
覚
内
容
が
、
〈
そ

も
そ
も
〉
、
夢
で
あ
っ
た
、
と
い
う
〈
経
験
〉
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
〈
そ
れ
ゆ
え
に
〉
、
そ
う
し
た
感
覚
内
容
が
、
〈
事
物
の
実

在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
、
と
す
る
思
考
が
く
夢
想
V
で
あ
り
、
判
断
が
〈
虚
偽
〉
で
あ
っ
た
、
と
い
う
〈
経
験
〉
が

あ
る
で
は
な
い
か
。

　
も
し
、
こ
の
〈
経
験
を
想
起
〉
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
の
種
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
も
、
〈
真
実
性
〉
を
〈
拒
否
〉

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。



　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
、
こ
の
〈
経
験
を
想
起
〉
す
る
な
ら
ば
、
〈
そ
も
そ
も
V
、
あ
の
感
覚
内
容
も
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢
で
あ
る
の
か

も
知
れ
ず
〉
、
そ
し
て
、
〈
し
た
が
っ
て
〉
、
そ
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
も
ま
た
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢
想
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ず
〉
、

判
断
も
ま
た
、
〈
ま
た
し
て
も
、
虚
偽
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
〉
、
と
い
う
〈
懸
念
〉
、
す
な
わ
ち
「
疑
い
」
が
、
生
ぜ
ず
に
は
い
な
い
。
こ

う
し
て
、
「
疑
い
」
を
逃
れ
、
「
疑
い
」
の
〈
限
界
〉
の
外
に
あ
る
、
と
思
わ
れ
た
思
考
、
判
断
に
つ
い
て
も
、
再
ぴ
、
「
疑
う
根
拠
」
と

し
て
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
が
、
あ
る
の
で
あ
る
。
「
さ
き
ほ
ど
の
こ
と
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
否
定
で
き
な
い
、
と
す
る
の
は
、
ま
る

ゼ
沸
私
が
、
夜
に
な
れ
ば
ふ
つ
う
眠
る
人
問
で
は
、
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
目
が
醒
め
て
い
る
・
あ
あ
し
た
気
ち
が
い

に
起
こ
る
の
と
同
じ
事
柄
が
す
べ
て
、
あ
る
い
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
真
実
か
ら
は
遠
い
事
柄
で
さ
え
も
、
ふ
つ
う
夢
の

中
で
起
こ
る
人
間
で
は
、
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
真
実
か
ら
は
遠
い
事
柄
が
、
日
頃
ま
こ
と
に
頻
繁
に
起
こ
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
眠
り
が
、
私
は
こ
こ
に
い
る
、
衣
服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
、
媛
炉
に
あ
た
っ
て
い
る
、
と
説
得
す
る
の
に
、
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
拘
ら
ず
、
私
は
、
衣
服
を
脱
い
で
寝
床
に
よ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
！
」
（
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
う
し
て
、
〈
外
部
感
覚
内
容
と
内
部
感
覚
内
容
と
の
合
成
が
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思

考
、
判
断
に
た
い
す
る
「
疑
い
の
根
拠
」
は
、
再
び
、
「
日
頃
ま
こ
と
に
頻
繁
に
起
こ
っ
た
」
夢
の
〈
経
験
を
想
起
〉
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
〈
経
験
の
想
起
〉
に
よ
っ
て
、
右
の
思
考
、
判
断
は
、
「
疑
い
」
を
抱
か
創
、
〈
夢
想
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
「
疑
い
」
う
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
〈
衣
服
〉
と
〈
衣
服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
私
〉
と
い
う
〈
実
在
す
る

事
物
〉
が
、
右
の
よ
う
に
思
考
、
判
断
す
る
〈
精
神
〉
か
ら
、
〈
切
断
〉
ぞ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
）
の
揚
合
、
感
覚
内
容
の
沖

に
は
肉
体
に
つ
い
て
の
〈
内
部
感
覚
内
容
〉
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
疑
い
」
の
成
立
は
、
〈
精
神
と
物
体
・
肉
体
と

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
声
一
〇
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邑
需
昌
…
：
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（
1
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の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
〈
経
験
の
想
起
〉
に
よ
っ
て
、
あ
の
種
の
感
覚
内
容
が
、
〈
そ
も
そ
も
V
、
夢
で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
〈
し
た
が
っ
て
〉
、

そ
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
が
、
〈
夢
想
〉
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
さ
れ
る
に
し
て
も
、
だ
が
、
夢
で
あ
り
、
虚

偽
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
夢
か
ら
覚
醒
し
た
時
の
感
覚
内
容
は
、
〈
も
は
や
夢
で
は
な
く
〉
、
そ
し
て
、
〈
し

た
が
っ
て
〉
、
覚
醒
し
た
時
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
前
提
さ
れ
て
い
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
は
言
う
の
で
あ
る
。
「
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
い
ま
は
、
私
は
、
間
違
い
な
く
、
目
が
醒
め
た
目
で
、
こ
の

紙
を
見
て
い
る
。
私
が
頭
を
動
か
せ
ば
、
間
違
い
な
く
、
頭
は
じ
っ
と
し
て
い
な
い
。
間
違
い
な
く
、
私
は
、
こ
の
両
手
を
、
そ
れ
と
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

り
つ
っ
、
伸
ば
し
、
ま
た
、
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
判
明
な
事
柄
は
、
眠
っ
て
私
に
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
」
（
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
、
覚
醒
後
の
感
覚
内
容
と
、
思
考
、
判
断
と
に
つ
い
て
も
、
再
ぴ
、
〈
連
続
〉
し
て
あ
の
〈
経
験
を
想
起
〉
す
る

と
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
の
か
。
〈
経
験
を
想
起
〉
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
で
な
い
、
と
思
い
込
ま
れ
、
し
た
が

っ
て
、
そ
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
と
さ
れ
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
〈
経
験
の
想
起
〉
を
〈
連
続
〉
さ
せ
る
以
上
、

〈
そ
も
そ
も
〉
、
覚
醒
時
の
・
こ
の
種
の
感
覚
内
容
も
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
〈
懸
念
〉
と
、
〈
そ
れ
ゆ

え
〉
そ
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
思
考
な
い
し
判
断
も
ま
た
、
〈
ま
た
し
て
も
夢
想
・
虚
偽
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
〈
懸
念
〉

と
が
、
す
な
わ
ち
「
疑
い
」
が
、
〈
連
続
〉
し
て
生
じ
な
い
で
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
〈
経
験
の
想
起
〉
の
〈
連
続
〉
を
妨
げ
る
も
の
は
、

な
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を
こ
め
て
、
言
わ
れ
る
。
「
だ
が
、
あ
い
に
く
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
私
が
、
い
つ
か
夢
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

や
は
り
、
こ
れ
に
似
た
思
考
内
容
に
も
て
あ
そ
ぱ
れ
た
の
を
、
想
い
起
こ
し
て
い
な
い
場
合
と
、
同
じ
な
の
で
あ
る
」
（
第
五
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。



　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
疑
い
の
根
拠
」
と
し
て
の
・
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
の
〈
連
続
〉
に
よ
っ
て
、
〈
そ
も
そ
も
〉
、
覚
醒
時
の
感
覚

内
容
も
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
「
疑
い
」
を
抱
か
れ
、
そ
し
て
、
〈
そ
れ
ゆ
え
に
〉
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢
想
・

虚
偽
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
〈
懸
念
〉
「
疑
い
」
に
ま
と
い
つ
か
れ
た
思
考
、
判
断
、
言
い
か
え
れ
ぱ
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容

は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
し
た
が
っ
て
、
〈
真
実
性
〉
を
〈
拒
否
〉
さ
れ
、

〈
夢
想
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
ら
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
想
起
さ
れ
る
経
験
〉
の
う
ち
、
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
〈
経
験
〉
を
、
〈
覚
醒
〔
時
の
感
覚
内
容
〕
は
、
夢

と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
く
意
識
V
で
う
け
と
め
、
「
…
－
よ
く
心
を
用
い
て
、
思
考
し
て
み
る
時
、
私
に
ま
こ
と
に
明
ら
か
に
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
の
は
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
夢
と
は
、
け
っ
し
て
、
確
実
な
目
印
し
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
：
…
」
と
し
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
そ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
、
「
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
は
夢
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
を
、
固
め
」
る
の
で
あ
る
（
第
五
バ
ラ
グ

ラ
フ
）
。

　
右
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
〈
経
験
の
想
起
〉
の
・
さ
ら
に
く
根
拠
V
は
、
右
の
〈
意
識
〉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

夢
の
〈
経
験
〉
を
、
〈
覚
醒
時
の
外
部
感
覚
内
容
と
内
部
感
覚
内
容
と
は
、
夢
と
識
別
さ
れ
え
な
い
〉
と
い
う
く
意
識
V
で
う
け
と
め
れ

ば
こ
そ
、
デ
カ
ル
ト
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
も
、
夢
の
〈
経
験
を
想
起
〉
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
覚
醒

時
の
感
覚
内
容
が
、
夢
と
識
別
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
夢
で
な
い
、
と
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
〈
意
識
〉
の
中
で
、
覚
醒

時
の
感
覚
内
容
は
く
夢
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
V
と
い
う
「
疑
い
」
が
、
そ
れ
は
〈
夢
で
あ
る
〉
と
い
う
「
意
見
」
に
、
接
近
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
p
声
一
〇
四
。
3
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
○

　
こ
う
し
て
、
〈
そ
も
そ
も
〉
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
が
〈
夢
で
あ
る
〉
以
上
、
〈
し
た
が
っ
て
V
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
・
あ
の
思
考
、

判
断
は
、
〈
明
ら
か
に
夢
想
・
虚
偽
〉
な
の
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
、
〈
真
実
〉
で
は
だ
い
、
と
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
。
（
こ
の
揚
合
の
〈
判
断
〉
の
〈
虚
偽
〉
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
吟
味
す
る
）
。

　
こ
う
し
て
、
〈
精
神
と
物
体
・
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
は
、
一
つ
の
論
拠
を
え
る
。

（
－
）
＞
ー
り

（
2
）
　
＞
ー
り

（
3
）
　
＞
ー
↓
．

（
4
）
＞
1
↓

（
5
）
　
＞
1
月
■

（
6
）
　
｝
－
↓
，

（
7
）
　
＞
ー
日

（
8
）

くくくくく＜＜H　H　同　卜吋　一　H　H
－H■■一■■
やうマつつマ，

本
稿
・
三
1
1

一
Q
o
」
一
，

一
〇
〇
」
｝
、

這
」
一
甲

一
〇
」
一
■

一
〇
」
一
。

一
〇
魎
F

一
P
一
，

、
三
1
2
。

一
〇
I
N
N
■

bo

l
N
g

oo

一
9

一
い
ー
一
丼

鴇
i
一
P

一
〇
I
N
一
。

卜a　
　
『
社
会
学
研
究
・
1
8
』

五
－
一
〇
、
二
六
ぺ
ー
ジ
。

一
1
3
　
ホ
ブ
ズ
に
お
け
る
・
夢
の
理
論

　
し
か
し
、
夢
と
は
、
い
っ
た
い
、

れ
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
に
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
デ
カ
ル
ト
が
し
た
よ
う
に
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
〈
同
一
〉
視
さ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
ホ
ブ
ズ
は
、
『
カ
ル
テ
シ
ュ
ウ
ス
の
省
察
に
た
い
す
る
反
論
。
反
論
・
第
一
』
の
冒
頭
に
記
し
て
い
る
。
「
こ
の
省
察
の
中
で
述
べ
ら
れ

た
事
柄
に
基
づ
い
て
充
分
に
確
実
で
あ
る
の
は
、
私
た
ち
の
み
る
夢
が
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
真
実
の
感
覚
内
容
と
か
ら
、
識
別
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
る
規
準
（
竜
馬
愚
黛
ミ
）
は
、
な
に
一
つ
な
い
、
と
い
う
7
）
と
で
あ
り
、
・
・
．
。
．
、
」
（
傍
点
は
、
ホ
ブ
ズ
．
ラ
テ
ン
語
哲
学
著
作
全
集
に
よ
る
原
文

イ
タ
リ
ッ
ク
）
。
ホ
ブ
ズ
の
・
こ
の
表
現
は
、
『
自
然
法
お
よ
ぴ
政
治
法
の
原
理
（
、
円
ぎ
田
①
ヨ
自
富
9
■
婁
タ
Z
p
ε
轟
一
p
呂
℃
o
一
邑
ρ
、
）
』

（
F
・
テ
ニ
エ
ス
編
。
成
立
は
、
一
六
三
〇
1
三
九
年
と
推
定
）
の
第
三
章
・
最
終
第
十
節
の
中
の
「
と
い
う
の
は
、
そ
の
ひ
と
が
、

ふ
だ
ん
自
分
の
心
に
抱
い
て
い
る
事
柄
を
、
目
が
醒
め
て
い
る
時
に
見
な
れ
た
順
序
で
、
夢
に
み
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
れ
に
加
え
て
、

自
分
が
目
が
醒
め
て
い
た
時
に
い
た
・
そ
の
揚
所
で
、
眠
り
に
落
ち
た
と
す
る
な
ら
ば
、
（
こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
、
起
こ
り
う
る
こ

と
で
あ
る
）
、
私
と
し
て
は
、
そ
の
ひ
と
が
、
そ
れ
が
夢
で
あ
る
の
か
な
い
の
か
を
、
見
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
規
準
（
考
へ
且
ミ
建
）
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
し
目
印
し
（
一
轟
詩
）
を
、
知
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
…
…
」
と
い
う
叙
述
が
、
想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
デ
カ
ル
ト
も
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、
「
…
…
私
に
ま
こ
と
に
明
ら
か
に
わ
か
る
の
は
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
夢
と

は
、
け
っ
し
て
、
確
実
な
目
印
し
（
冒
象
。
ε
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
…
…
」
と
述
べ
て

い
た
し
、
そ
し
て
、
こ
の
〈
意
識
〉
が
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
を
め
ぐ
る
「
疑
い
の
根
拠
」
と
し
て
の
〈
経
験
の
想
起
〉
の
〈
根
拠
〉
で

あ
っ
た
Q

　
右
の
表
現
に
よ
っ
て
み
る
と
、
ホ
ブ
ズ
も
デ
カ
ル
ト
も
、
同
じ
事
柄
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
〈
見
え
る
〉
。
そ
し
て
、
し
た
が
っ
て
、

ホ
ブ
ズ
は
、
デ
カ
ル
ト
の
・
こ
の
所
論
を
承
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
〈
見
え
る
〉
。

　
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
デ
カ
ル
ト
が
、
「
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
夢
と
は
、
…
…
」
と
、
覚
醒
を
く
先
に
V
お
い
て
い
る
の
に

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
畦
巴
品
田
日
魯
：
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

た
い
し
て
、
ホ
ブ
ズ
は
、
『
反
論
』
に
あ
た
っ
て
、
注
意
深
く
、
「
夢
が
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
真
実
の
感
覚
内
容
と
か
ら
…
…
」
と
、

夢
を
〈
先
に
〉
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
相
違
は
、
一
見
、
さ
し
た
る
意
味
を
も
た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
は
、
両
者
の
間
に
あ
る
・
決
定
的
な
相
違
、
す

な
わ
ち
、
ホ
ブ
ズ
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
あ
く
ま
で
夢
で
は
な
い
、
と
し
、
し
か
し
、
に
も
拘
ら
ず
、
夢
が
、
覚
醒
時
の
感
覚
内

容
で
あ
る
〈
か
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
〉
理
由
を
、
理
論
化
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
う
し
た
・
夢
の
本
性
に
つ
い
て

無
知
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
を
夢
と
〈
同
一
〉
視
し
た
、
と
い
う
相
違
を
、
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ホ
ブ
ズ
の
『
法
の
原
理
』
第
二
、
第
三
章
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』
（
．
い
①
≦
暮
訂
戸
．
）
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
語
版
・
一
六
五
一
年
、
ラ
テ
ン

語
版
・
一
六
六
八
年
）
第
一
部
・
第
一
章
『
感
覚
内
容
に
つ
い
て
』
、
第
二
章
『
心
像
に
つ
い
て
』
に
し
た
が
え
ば
、
夢
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
理
論
化
さ
れ
て
い
る
。

　
1
ま
ず
。
膨
張
・
収
縮
の
運
動
を
繰
り
返
す
外
部
対
象
は
、
自
ら
に
隣
接
し
た
・
物
質
の
微
粒
子
を
、
搬
ね
の
け
、
こ
の
運
動
は
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
物
質
の
微
粒
子
の
擾
ね
と
ば
し
と
な
っ
て
、
最
後
の
微
粒
子
が
、
覚
醒
時
の
・
開
か
れ
た
感
覚
器
官
に
、
う
ち
あ
た
る
（
力

学
的
外
部
運
動
）
。
感
覚
器
官
が
う
け
た
・
こ
の
圧
迫
（
内
部
運
動
）
は
、
神
経
を
伝
わ
っ
て
、
脳
髄
に
達
し
、
さ
ら
に
心
臓
に
到
達
す

る
。
心
臓
は
、
こ
の
圧
力
を
脱
す
る
た
め
、
圧
迫
を
搬
ね
返
す
内
部
運
動
を
起
こ
し
、
そ
の
運
動
は
、
再
び
、
脳
髄
を
へ
、
神
経
を
伝
わ

っ
て
、
も
と
の
感
覚
器
官
に
達
し
、
そ
こ
で
「
現
出
像
（
壁
9
亙
℃
鼠
旨
霧
日
や
）
」
と
な
る
。
こ
れ
が
、
外
部
感
覚
内
容
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
覚
醒
時
に
は
、
こ
の
外
部
感
覚
内
容
は
、
「
鮮
明
・
明
白
」
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
。
右
の
内
部
運
動
は
、
脳
髄
の
中
に
残
留
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
運
動
は
、
呼
び
戻
さ
れ
れ
ば
、
再
び
、
感
覚
器
官
に
あ
っ



て
現
出
像
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
外
部
感
覚
内
容
が
、
再
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
・
外
部
感
覚
内
容
の
再
現
が
、
「
心
像
（
目
お
－

冒
呂
自
）
」
、
「
抱
像
（
8
8
名
ユ
自
）
」
、
「
記
憶
（
旨
。
旨
o
蔓
）
」
、
「
想
起
（
ε
ヨ
o
ヨ
耳
塁
8
）
」
、
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
外
部
感
覚
内
容
が
再
現
す
る
時
に
は
、
対
象
は
す
で
に
存
在
し
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
か
ら
、
「
心
像
」
「
記
憶
」
は
、
も

と
も
と
、
〈
事
物
の
実
在
を
教
え
な
い
〉
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
覚
醒
時
に
は
、
感
覚
器
官
を
、
変
化
す
る
こ
と
の
な
い
同
一
対
象
に
向
け
つ
づ
け
る
場
合
を
別
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
感
覚
器

官
を
閉
じ
て
し
ま
う
揚
合
を
別
と
し
て
、
必
ず
一
瞬
の
の
ち
に
は
、
対
象
か
ら
の
・
新
し
い
運
動
が
生
ず
る
し
、
し
た
が
っ
て
、
新
し
い

外
部
感
覚
内
容
が
生
ず
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
覚
醒
時
に
は
、
「
心
像
」
は
、
必
ず
、
新
し
い
運
動
、
新
し
い
外
部
感
覚
内
容
に
よ
っ
て
、
「
蔽
わ
れ
る
」
。
こ
れ
が
、
覚
醒

時
に
は
、
「
心
像
」
す
な
わ
ち
記
憶
内
容
が
、
必
ず
、
「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
（
o
げ
。
。
8
お
）
」
こ
と
の
理
由
で
あ
る
、
o
σ
。
・
。
融
拐
は
、
も

と
も
と
、
古
イ
ン
ド
語
の
。
。
一
畠
轟
註
（
「
蔽
ワ
レ
タ
」
）
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
q
昌
ま
e
（
「
蔽
ウ
」
）
を
へ
た
語
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
覚
醒
時
に
は
、
あ
の
「
鮮
明
・
明
白
」
な
外
部
感
覚
内
容
と
と
も
に
、
多
く
、
「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」
心
像
が
、
存

在
す
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
相
違
と
連
続
と
か
ら
、
〈
時
間
〉
の
感
覚
が
成
立
す
る
。

　
最
後
に
、
夢
は
、
「
心
像
」
「
記
憶
」
の
一
種
で
あ
る
。
た
だ
し
、
不
調
な
内
臓
器
官
の
働
き
が
、
脳
髄
を
揺
り
動
か
し
、
そ
こ
に
残
留

し
て
い
る
・
古
い
・
あ
の
内
部
運
動
を
「
呼
び
戻
し
」
て
、
古
い
外
部
感
覚
内
容
、
す
な
わ
ち
記
憶
が
、
感
覚
器
官
に
再
現
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
夢
は
、
眠
っ
て
い
る
時
に
み
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
感
覚
器
官
も
ま
た
、
眠
っ
て
お
り
、
閉
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
切
貴
巴
o
α
q
一
の
日
o
ロ
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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し
た
が
っ
て
、
覚
醒
時
と
は
こ
と
な
っ
て
、
新
し
い
内
部
運
動
、
新
し
い
外
部
感
覚
内
容
は
、
生
じ
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
脳
髄
の
中
で
呼
ぴ
戻
さ
れ
た
・
古
い
運
動
、
古
い
外
部
感
覚
内
容
の
再
現
が
、
新
し
い
内
部
運
動
、
新
し
い
外
部
感
覚
内

容
に
よ
っ
て
、
「
蔽
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
夢
と
い
う
「
心
像
」
は
、
「
ぼ
ん
や
り
し
て
」
は
お
ら
ず
、
覚
醒
時
の
外
部
感
覚
内
容
と
〈
ひ
と
し
く
鮮
明
・
明
白
〉
で

あ
る
。

　
夢
が
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
で
も
あ
る
〈
か
の
よ
う
に
み
え
る
〉
の
は
、
こ
こ
に
理
由
が
あ
る
ー
。

　
ホ
ブ
ズ
が
、
夢
と
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
を
、
明
ら
か
に
別
個
の
も
の
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
夢
を
〈
先
に
〉
お
い
て
、
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

〈
夢
は
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
真
実
の
感
覚
内
容
と
か
ら
、
識
別
で
き
な
い
〉
と
言
う
根
拠
は
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
デ
カ
ル
ト
が
、
『
反
論
・
第
三
。
付
、
著
者
の
回
答
』
と
し
て
い
る
も
の
。
出
U
・
9
℃
マ
恥
鋒
ー
ミ
∋
＞
1
目
・
＜
H
H
・
℃
や
鴇
一
1
一
8
・

　
　
（
2
）
＝
び
●
堕
や
田
ど
＞
ー
日
≦
一
’
や
く
ド

　
　
（
3
）
　
＝
o
げ
げ
o
曽
、
↓
冨
国
o
ヨ
o
再
・
o
』
い
即
チ
乞
緯
ロ
『
巴
p
＆
℃
o
一
三
〇
、
国
“
ξ
国
日
曾
昆
①
ω
・
9
§
穿
帆
禽
恥
閏
§
讐
罫
9
黛
鴇
誉
・
一
8
0
。
・

　
　
　
℃
り
N
l
一
〇
■
　
＝
o
げ
σ
。
曽
、
H
o
＜
す
夢
彗
。
、
国
P
薯
ρ
国
。
鼠
8
嘗
R
8
p
㌧
恥
識
ミ
醤
9
§
蕎
防
」
S
ど
．
刈
N
・
唱
・
o
。
U
I
零
国
『
o
・
毛
・

　
　
　
軌
i
一
命

一
1
4
　
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
は
　、

「
疑
う
根
拠
」
た
り
う
る
か
（
『
省
察
・
第
一
』
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）



　
す
で
に
見
た
と
お
り
、
デ
カ
ル
ト
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
思
わ
れ
た
も
の
が
、
実
は
、
夢
で
あ
っ
た
、
と
い
う
く
経
験
V
を
、
〈
覚

醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
で
う
け
と
め
、
こ
の
〈
意
識
〉
を
〈
根
拠
〉
に
、
右
の
〈
経
験
を
想

起
〉
し
、
こ
の
く
経
験
の
想
起
V
を
〈
疑
い
の
根
拠
〉
と
し
て
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
も
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉

と
い
う
〈
懸
念
〉
「
疑
い
」
を
抱
く
。
右
の
〈
意
識
〉
は
、
さ
ら
に
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
〈
夢
で
あ
る
〉
と
い
う
「
意
見
」
に
、
デ

カ
ル
ト
を
導
く
。
こ
う
し
て
、
〈
そ
も
そ
も
〉
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
〈
夢
で
あ
る
〉
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
し
た
が
っ
て
〉
、
〈
感
覚
内
容

は
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
・
判
断
は
、
〈
夢
想
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
、
「
し
り
ぞ
け
ら
れ

る
」
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
を
、
夢
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
「
疑
う
」
基
礎
、
つ
ま
り
「
疑
う
根
拠
」
は
、
〈
経
験
〉
で
あ
る

が
、
そ
の
〈
経
験
〉
は
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
を
〈
根
拠
〉
に
、
〈
想
起
〉
さ
れ
た
。
「
日

頃
頻
繁
に
起
こ
っ
た
」
〈
経
験
〉
、
「
夢
の
中
で
…
…
思
考
内
容
に
も
て
あ
そ
ば
れ
た
」
〈
経
験
V
は
、
こ
の
〈
意
識
〉
に
よ
っ
て
く
想
起
V

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
意
識
〉
が
、
「
意
見
」
の
根
拠
で
も
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ば
、
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
の
〈
根
拠
〉
は
、
デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
窮
極
に
は
、
あ
の
〈
意
識
〉
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
一
。
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
そ
の
も
の
の
・
さ
ら
に
〈
根
拠
〉
を
、
デ
カ
ル

ト
は
問
う
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
。
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
〈
意
識
〉
そ
の
も
の
の
く
根
拠
V
を
探
究
せ
ぬ
ま
ま
に
、
そ
の
く
意
識
だ

け
V
を
く
根
拠
V
に
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
に
つ
い
て
、
〈
経
験
を
想
起
V
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
p
β
δ
鴨
ω
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
が
、
「
よ
く
心
を
用
い
て
、
思
考
」
し
た
の
は
、
夢
の
〈
経
験
〉
に
つ
い
て
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
「
思
考
」
の
結

果
、
到
達
し
た
の
は
、
あ
の
く
意
識
V
に
と
ど
ま
り
、
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
の
〈
意
識
〉
の
さ
ら
に
〈
根
拠
〉
を
ま
で
、
「
よ
く
心
を
用
い

て
、
思
考
」
し
た
の
で
は
、
な
い
。

　
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
・
あ
の
〈
意
識
〉
そ
の
も
の
の
〈
根
拠
〉
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
。
そ
れ

は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
夢
と
の
〈
鮮
明
・
明
白
さ
の
ひ
と
し
さ
〉
（
ホ
ブ
ズ
）
で
あ
る
。
両
者
は
、
〈
別
個
〉
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

〈
鮮
明
・
明
白
さ
の
ひ
と
し
さ
〉
ゆ
え
に
、
識
別
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
夢
の
本
性
が
あ
る
。

　
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
を
語
る
・
そ
の
時
、
デ
カ
ル
ト
が
、
「
よ
く
心
を
用
い
て
、
思
考
」
し
た
の
で

あ
れ
ぱ
、
第
一
に
知
ら
れ
た
の
は
、
覚
醒
は
、
実
は
、
な
に
ら
か
夢
と
識
別
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
両
者
を
〈
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
が
、
そ
も
そ
も
、
成
立
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
、
事
実
、
デ

カ
ル
ト
の
・
い
く
つ
も
の
叙
述
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
そ
の
区
別
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
言
わ
れ
る
時
、
そ
こ
に
意
味
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
夢
は
、
〈
事
物

の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
ず
〉
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
も
ま
た
、
同
じ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
デ

カ
ル
ト
と
し
て
は
、
当
然
、
な
ぜ
、
夢
が
、
右
を
く
教
え
な
い
V
の
か
、
そ
の
理
由
を
、
「
よ
く
心
を
用
い
て
、
思
考
」
す
る
こ
と
に
な
っ

た
に
ち
が
い
な
い
o

　
そ
の
「
思
考
」
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
夢
は
、
感
覚
器
官
が
〈
閉
じ
て
い
る
〉
「
眠
り
」
の
中
で
生
ず
る
、
と
い
う
点
で
、
感
覚
器
官

が
〈
開
い
て
い
る
〉
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
〈
こ
と
な
る
〉
も
の
で
あ
っ
て
、
『
省
察
・
第
二
』
の
表
現
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
「
ひ
と
を
た



　
　
　
　
（
1
）

ば
か
る
記
憶
」
（
第
ニ
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
の
一
種
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
夢
は
、
あ
の
こ
と
を
〈
教
え
な
い
〉
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
同
時
に
デ
カ
ル
ト
が
さ
と
っ
た
の
は
、
し
か
し
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
感
覚
器
官
が
く
開
い
て
い
る
V
時
に
生
ず

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
原
因
を
、
私
の
外
部
に
も
つ
〉
、
つ
ま
り
〈
外
来
の
も
の
〉
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
両
者
の
〈
識
別
の
目
印
し
〉

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
言
う
時
に
、
い
ま
一
度
「
よ
く
心
を
用
い
て
、
思
考
」
す
れ
ぱ
、

知
ら
れ
た
の
は
、
却
っ
て
、
両
者
が
、
〈
別
個
〉
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
右
の
よ
う
に
し
て
、
両
者
が
、
〈
識
別
さ
れ
る
〉
に
も
拘
ら
ず
、
し
か
し
〈
識
別
さ
れ
な
い
〉
の
は
、
な
ぜ

で
あ
る
の
か
、
を
「
よ
く
心
を
用
い
て
ふ
思
考
」
し
て
、
両
者
は
、
互
い
に
〈
別
個
〉
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
〈
鮮
明
・
明
白

さ
を
ひ
と
し
く
す
る
〉
、
と
い
う
・
夢
の
本
性
を
認
識
し
え
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
を
、
「
よ
く
心
を
用
い
て
、
思
考
」
す
れ
ば
、
却
っ

て
、
夢
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
の
よ
う
に
〈
見
え
な
が
ら
〉
、
し
か
し
〈
識
別
さ
れ
る
〉
こ
と
を
、
さ
と
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
あ
の
〈
意
識
〉
を
〈
根
拠
〉
に
し
て
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
が
、
生
ず
る
こ
と
も
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
夢
の

〈
経
験
の
想
起
〉
は
、
「
疑
う
根
拠
」
た
り
え
な
い
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
も
と
よ
り
、
あ
の
「
意
見
」
が
、
成
り
立
つ
は
ず
も
な
い
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
デ
カ
ル
ト
は
、
両
者
が
く
識
別
さ
れ
え
な
い
V
と
い
う
根
拠
自
体
に
つ
い
て
、
「
心
を
用
い
て
思
考
」
す
る
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
弩
巴
o
σ
p
δ
∋
9
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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し
な
か
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
が
、
「
よ
く
心
を
用
い
て
思
考
」
し
た
の
は
、
夢
に
「
も
て
あ
そ
ぱ
れ
た
」
と
い
う
〈
経
験
〉
に
つ
い
て
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
「
思
考
」
の
結
果
は
、
た
だ
、
「
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
夢
と
は
、
け
っ
し
て
、
確
か
な
目
印
し
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
〈
意
識
〉
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
デ
カ
ル
ト
に
承
知
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
夢
と
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
が
、
互
い
に
〈
別
個
の
も
の
〉
で
あ
り
な
が
ら
、

滋
か
し
、
両
者
の
〈
鮮
明
・
明
白
さ
が
ひ
と
し
い
〉
か
ら
こ
そ
初
め
て
、
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
V
と
い
う
〈
意
識
〉
が
成
り

立
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
く
ひ
と
し
さ
V
が
、
あ
の
〈
意
識
〉
の
〈
根
拠
〉
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
右
の
〈
意
識
〉
を

〈
根
拠
〉
に
、
〈
経
験
を
想
起
〉
し
え
た
の
で
あ
り
、
こ
の
く
想
起
V
を
く
疑
い
の
根
拠
V
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
デ
カ
ル
ト
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
、
夢
の
本
性
の
無
知
こ
そ
、
自
ら
が
、
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と

を
抱
き
、
毛
た
が
っ
て
、
あ
の
思
考
、
判
断
を
「
し
り
ぞ
け
る
」
・
窮
極
の
〈
根
拠
〉
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
あ
の
く
意
識
V
の
〈
根
拠
〉
で
あ
る
・
夢
の
本
性
に
つ
い
て
の
無
知
に
、
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
に
と
ど
ま

っ
た
の
は
、
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
「
よ
く
心
を
用
い
て
思
考
」
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
「
心
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
（
ヨ
。
岳
赫
菖
」
、
つ
ま
り
省
察
す
る
こ
と
が
、
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ば
、
あ
の
〈
意
識
〉
は
、
両
者
が
く
な
に
ゆ
え
に
V
識
別
さ
れ
え
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
、
〈
意
識
〉
そ
の
も
の
の
く
根

拠
V
を
、
問
わ
ぬ
く
意
識
V
で
あ
り
、
夢
の
本
性
に
つ
い
て
無
知
な
意
識
で
あ
っ
て
、
言
い
か
え
れ
ば
、
〈
日
常
意
識
〉
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
ホ
ブ
ズ
が
、
「
反
論
・
第
一
」
で
、
「
ゆ
え
に
、
私
〔
た
ち
〕
は
、
こ
の
省
察
の
真
実
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

「
…
…
そ
し
て
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
夢
幻
と
を
識
別
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
は
、
世
上
よ
く
（
急
市
o
）
見
う
け
ら
れ
る
と
こ



ろ
で
あ
る
か
ら
、
私
と
し
て
は
、
新
し
い
諸
考
察
を
施
す
・
こ
の
上
な
く
卓
抜
な
著
者
に
、
こ
う
し
た
・
古
臭
い
説
を
公
表
し
て
も
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
傍
点
は
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）
と
述
べ
て
い
る
・
そ
の
〈
日
常
意
識
〉
で
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
自
身
、
「
習
い

性
と
な
っ
た
意
見
」
、
〈
自
然
の
教
え
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
た
」
〈
日
常
意
識
〉
の
一
つ
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
が
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
と
〈
別
個
〉
の
も
の
と
し
て
の
夢
の
本
性
に
、
想
到
す
べ
く
し
て
、
想
到
し
え
な
か
っ

た
の
は
、
な
に
に
よ
る
の
か
、
を
、
吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
さ
き
に
見
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
に
、
も
し
、
1
夢
は
、
「
記
憶
」
の
一
種
で
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
私
の
中
に
〈
造
出

者
〉
を
も
つ
「
思
考
内
容
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
夢
は
、
そ
も
そ
も
、
事
物
に
つ
い
て
、
〈
実
在
も
、
姿
も
、
教
え
は
し
な
い
〉
。
と

こ
ろ
で
、
感
覚
内
容
も
ま
た
、
「
思
考
内
容
」
と
し
て
、
夢
と
〈
同
種
〉
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
〈
造
出
者
〉
を
、
私
の
中
に
も
つ
も
の

で
あ
る
ー
と
い
う
見
解
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
「
思
考
」
は
、
も
と
も
と
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
さ
れ

な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
を
、
そ
の
〈
根
拠
〉
へ
む
か
っ
て
、
こ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
夢
の
本
性
と
し
て
語
り
出
さ
れ
る
も
の
は
、

な
に
も
な
く
、
あ
の
〈
鮮
明
・
明
白
さ
の
ひ
と
し
さ
〉
が
、
想
到
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
夢
と
覚
醒
と
は
、
〈
互
い
に
識
別
さ
れ
る
V
と

い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
、
「
思
考
」
が
進
む
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
見
解
が
、
デ
カ
ル
ト
に
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
感
覚
内
容
の
〈
外
来
性
〉
、
〈
感

覚
内
容
は
、
原
因
を
、
外
部
に
実
在
す
る
事
物
に
、
も
つ
〉
と
い
う
思
考
・
判
断
に
た
い
す
る
反
論
と
し
て
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
ま

だ
、
充
分
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
も
し
か
す
る
と
、
・
私
の
中
に
は
、
別
の
能
力
も
ま
た
、
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
能
力

が
、
あ
の
観
念
〔
感
覚
内
容
〕
の
造
出
者
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
が
夢
を
み
て
い
る
時
、
外
部
に
あ
る
事

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
巽
巴
品
あ
e
窪
・
…
：
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

物
の
助
け
を
、
ま
っ
た
く
、
か
り
な
く
と
も
、
観
念
〔
思
考
内
容
〕
が
、
私
の
中
に
形
づ
く
ら
れ
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
い
つ
も
必
ず
、
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ら
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
」
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
1
夢
は
、
記
憶
内
容
の
一
種
（
ホ
ブ
ズ
）
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
私

の
中
に
「
造
出
者
」
を
も
つ
。
し
か
る
に
、
夢
と
感
覚
内
容
と
は
、
「
思
考
内
容
」
「
観
念
」
と
し
て
、
〈
同
種
〉
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
感

覚
内
容
も
ま
た
、
「
造
出
者
」
を
、
私
の
中
に
も
つ
ー
。

　
『
省
察
・
第
一
』
に
あ
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
に
、
あ
の
〈
意
識
〉
〈
日
常
意
識
〉
を
こ
え
さ
せ
な
か
っ
た
も
の
、
夢
と
覚
醒
時
の
感
覚
内

容
と
の
く
区
別
V
と
、
夢
の
本
性
と
に
、
想
到
さ
せ
な
か
っ
た
も
の
は
、
右
の
見
解
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
の
ち
に
、
『
省
察
・
第
三
』
に
つ
い
て
吟
味
す
る
時
に
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
夢
と
感
覚
内
容
と
の
ア
ナ
・
ジ
ー
を

含
め
て
、
感
覚
内
容
の
〈
外
来
性
〉
に
た
い
す
る
・
デ
カ
ル
ト
の
反
論
は
、
成
り
立
ち
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
証
拠
に
、
デ
カ
ル
ト

は
、
『
省
察
・
第
六
』
に
い
た
っ
て
、
こ
の
〈
外
来
性
〉
を
、
神
は
欺
瞳
者
で
な
い
こ
と
に
基
づ
い
て
、
し
か
も
〈
日
常
意
識
〉
の
ま
ま

に
、
承
認
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
も
『
省
察
・
第
三
』
に
つ
い
て
見
る
と
お
り
、
少
な
く
と
も
、
〈
感
覚
内
容
は
、
外
部
に
実
在
す
る
事
物
を
、
原

因
に
も
つ
V
と
す
る
・
デ
カ
ル
ト
の
〈
思
い
込
み
〉
は
、
実
は
、
〈
思
い
込
み
〉
で
は
な
く
、
感
覚
内
容
の
〈
不
随
意
性
〉
に
基
づ
い
た
、

〈
正
当
な
推
理
〉
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
二
』
で
、
視
覚
内
容
・
触
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
密
騰
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

物
体
が
、
実
在
す
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
十
三
、
第
＋
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
そ
の
上
、
夢
に
つ
い
て
は
、
夢
を
み
て
い
る
の
と
同
時
に
、
夢
の
〈
不
随
意
性
〉
に
基
づ
い
て
、
夢
の
原
因
の
〈
推
理
〉
は
、
行
な
わ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
夢
の
ほ
う
は
、
か
り
に
、
ひ
た
す
ら
私
の
中
に
「
造
出
者
」
を
も
つ
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
し
か



し
、
感
覚
内
容
の
〈
不
随
意
性
〉
に
基
づ
い
て
は
、
原
因
（
造
出
者
）
の
外
部
実
在
の
〈
推
理
〉
が
、
行
な
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
さ
れ
え
な
い
〉
と
い
う
く
意
識
V
〈
日
常
意
識
〉
は
、
踏
み
こ
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
踏
み
こ
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
、
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
、
感
覚
内
容
に
つ
い
て
の
・
あ
の
思
考
、
判

断
の
〈
拒
否
〉
と
の
、
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
間
題
・
第
二
。
ひ
と
が
、
あ
る
外
部
感
覚
内
容
を
も
ち
、
そ
こ
か
ら
〈
直
ち
に
〉
、
す
な
わ
ち
、
外
部
感
覚
内
容
の
も
つ
〈
不
随
意
性
〉

に
基
づ
く
〈
推
理
〉
に
よ
ら
ず
に
、
事
物
・
対
象
が
、
外
部
に
実
在
す
る
、
と
思
考
、
判
断
す
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
、
〈
日
常

意
識
〉
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ホ
ブ
ズ
も
ま
た
、
こ
の
〈
日
常
意
識
〉
を
し
り
ぞ
け
る
。
「
反
論
・
第
一
」
の
中
で
、
ホ
ブ
ズ
は
、
「
こ
の
省
察
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
事

柄
に
基
づ
い
て
充
分
に
確
実
で
あ
る
の
は
、
…
…
目
が
醒
め
て
い
て
そ
し
て
感
覚
し
て
い
る
私
た
ち
が
も
つ
現
出
像
〔
外
部
感
覚
内
容
〕
は
、

…
…
そ
う
し
た
・
外
部
の
対
象
が
も
ち
ろ
ん
実
在
す
る
こ
と
の
根
拠
に
は
、
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
、

、
　
、
　
（
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

別
に
推
理
を
施
さ
ず
に
私
た
ち
が
、
私
た
ち
の
も
つ
感
覚
内
容
に
つ
き
し
た
が
う
揚
合
に
は
、
私
た
ち
と
し
て
、
あ
る
も
の
が
実
在
す
る

か
い
な
か
、
を
、
疑
い
た
く
な
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
私
は
、
こ
の
省
察
の
真
実
性
を
認
め
る
も
の

　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

で
あ
る
」
と
述
ぺ
て
い
る
（
「
省
察
」
の
傍
点
は
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。
他
は
引
用
者
）
。

　
感
覚
内
容
が
、
〈
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
、
ス
コ
ラ
の
外
相
論
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
く
日
常
意
識
V
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

確
か
に
、
ホ
ブ
ズ
が
、
『
法
の
原
理
』
第
二
章
で
論
証
し
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
第
一
章
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

『
方
法
叙
説
』
に
先
行
す
る
『
世
界
。
別
名
、
光
に
つ
い
て
』
で
論
証
し
て
い
る
と
お
り
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、
ホ
ブ

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
碧
包
o
噌
ω
ヨ
o
ロ
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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大
学
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0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ニ

ズ
が
、
外
部
感
覚
内
容
の
原
因
は
、
外
部
に
実
在
す
る
事
物
〔
物
体
の
微
粒
子
の
運
動
〕
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
〈
推
理
〉
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
ホ
ブ
ズ
が
認
め
た
〈
外
部
感
覚

内
容
は
、
外
部
に
実
在
す
る
事
物
を
、
原
因
と
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
も
、
「
思
い
込
み
」
〈
日
常
意
識
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」

る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
右
の
思
考
は
、
実
は
、
感
覚
内
容
の
〈
不
随
意
性
〉
に
基
づ
く
〈
正
当
〉
な
、
そ
れ
ゆ
え
〈
真
実
〉
な
〈
推

理
〉
で
あ
る
。
（
上
の
・
ホ
プ
ズ
の
言
葉
に
は
、
そ
の
意
味
が
、
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
）
。

　
し
か
し
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
感
覚
内
容
は
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
と
と
も
に
、
〈
そ
れ
は
、
事
物
の
実
在

を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
を
も
、
ま
た
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
る
」
背
後
に
は
、
論
証
さ
れ
る
べ
き
〈
精
神
と

物
体
・
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
立
場
が
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
立
揚
か
ら
、
実
は
、
〈
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
も
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
も
、
教
え
な
い
〉

と
、
す
べ
て
く
日
常
意
識
V
と
し
て
、
「
し
り
ぞ
け
」
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
し
り
ぞ
け
」
よ
う
が
た
め
に
、
「
疑
い
」
に
よ
っ
て
、

〈
そ
も
そ
も
〉
、
感
覚
内
容
は
、
〈
夢
幻
〉
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
疑
い
」
の
成
立
は
、
〈
精
神
と
物
体
・
肉
体
と
の
・

実
在
上
の
分
離
V
の
立
揚
の
支
え
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
感
覚
内
容
を
夢
と
す
る
根
拠
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
く
日
常
意
識
V
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
、
一
つ
の
く
日
常
意
識
V
を
〈
拒
否
〉
す
る
根
拠
に
、
他
の
〈
日
常
意
識
〉
を
、
お
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
だ
が
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
「
け
れ
ど
も
、
常
人
以
上
に
知
ろ
う
と
し
て
い
る
者
は
」
、
常
人
の
〈
日
常
意
識
〉
か
ら
「
疑
い
を
探



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

し
出
し
た
こ
と
を
、
恥
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
の
で
は
な
い
か
（
『
省
察
・
第
二
』
第
＋
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
問
題
・
第
三
。
デ
カ
ル
ト
が
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
〈
経
験
〉
を
基
礎
に
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ー
覚
醒
時
に
も

た
れ
る
の
は
、
，
〈
鮮
明
〉
な
感
覚
内
容
と
、
お
よ
ぴ
〈
ぽ
ん
や
り
し
た
〉
感
覚
内
容
、
す
な
わ
ち
「
心
像
」
「
記
憶
」
と
の
二
つ
で
あ
り
、

そ
し
て
悟
性
は
、
両
者
を
識
別
す
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
て
、
夢
は
、
〈
鮮
明
〉
な
心
像
で
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

再
び
、
悟
性
は
、
覚
醒
と
夢
と
を
識
別
す
る
ー
と
言
い
う
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
の
い
う
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
し
え
な
い
〉
と
い
う
こ
と
は
、
上
の
両
者
を
識
別
し
な
い
・
悟
性
の
怠
慢
な

い
し
欠
如
を
、
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
・
一
1
1
で
述
べ
た
・
塔
の
形
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
の
揚
合
と
同
じ
く
、
「
信
頼
」

を
お
け
な
い
の
は
、
「
悟
性
」
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
の
上
で
の
み
、
デ
カ
ル
ト
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
成
立
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
四
。
『
省
察
・
第
六
』
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
が
、
夢
と
ひ
と
し
く
、
〈
外
来
の
も
の
V
で
な
い
こ
と
の

立
証
を
、
つ
ぎ
の
複
合
推
論
に
よ
っ
て
、
行
な
お
う
と
し
て
い
る
。
1
大
前
提
。
覚
醒
時
に
感
覚
す
る
、
と
信
じ
た
も
の
を
全
部
、
ひ

と
は
、
い
つ
か
は
夢
の
中
で
感
覚
す
る
。
小
前
提
。
夢
の
中
で
感
覚
さ
れ
る
も
の
は
、
私
の
外
部
に
お
か
れ
た
事
物
か
ら
、
や
っ
て
く
る

も
の
で
は
な
い
。
帰
結
。
そ
れ
ゆ
え
、
覚
醒
時
に
感
覚
す
る
も
の
も
ま
た
、
そ
う
し
た
事
物
か
ら
、
や
っ
て
く
る
、
と
は
信
じ
ら
れ
な
い

（
1
1
）

1
（
第
七
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
右
の
〈
大
前
提
〉
に
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
デ
カ
ル
ト
が
、
こ
こ
で
も
、
実
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
を
夢
と
〈
区
別
〉
し
て
い
る
、

と
い
う
点
、
ま
た
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
を
〈
す
べ
て
〉
、
い
つ
か
は
夢
に
み
る
こ
と
が
、
〈
経
験
〉
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
点
、
そ
し
て
、
右
に
よ
れ
ば
、
夢
は
、
や
は
り
「
記
憶
」
の
一
種
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
は
、
別
に
し
て
も
、
右

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
声
δ
四
切
旨
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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の
〈
前
提
〉
か
ら
〈
帰
結
〉
が
出
て
く
る
た
め
に
は
、
当
然
、
〈
大
前
提
V
は
、
〈
覚
醒
時
に
感
覚
す
る
も
の
を
全
部
、
ひ
と
は
、
い
つ
か

は
夢
の
中
で
感
覚
す
る
〉
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
〈
全
部
、
夢
の
中
の
感
覚
内
容
で
あ
る
〉
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
右
の
複

合
推
論
自
体
が
、
〈
虚
偽
〉
で
あ
り
、
そ
し
て
、
正
し
く
推
論
を
は
こ
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
、
〈
大
前
提
〉
を
正
し
く
立
て
て
、
そ
れ
を
証
明

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
が
証
明
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
こ
の
複
合
推
論
は
、
不
要
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
右
の
〈
小
前
提
〉
は
、
デ
カ
ル
ト
の
言
葉
ど
お
り
で
は
、
「
…
…
夢
の
中
で
感
覚
す
る
と
自
分
に
思
わ
れ
る
も
の
は
、
私
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
て
、
自
分
の
外
部
に
お
か
れ
た
対
象
か
ら
、
自
分
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
、
と
は
信
じ
な
い
…
…
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
夢
は
、

「
記
憶
」
の
一
種
と
は
さ
れ
ず
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
〈
夢
の
造
出
者
は
、
ひ
た
す
ら
私
の
中
に
あ
る
〉
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
夢
に
は
、
原
因
と
な
る
・
外
部
の
対
象
が
存
在
し
な
い
、
と
知
る
の
は
、
誰
で
あ
る
の
か
。
覚
醒
者
で
あ
る
。
覚
醒
と
は
、
夢

に
つ
い
て
、
夢
に
は
対
象
が
実
在
し
な
い
、
と
知
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ひ
と
は
、
夢
か
ら
さ
め
て
、
夢
で
あ
っ
た
、
と
言
う

の
で
あ
る
。
覚
醒
と
は
、
夢
に
〈
欺
か
れ
〉
〈
も
て
あ
そ
ば
れ
た
V
こ
と
を
、
知
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
知
る
に
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
の
対
象
は
、
実
在
す
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
こ
と
が
、
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
に
は
、
対
象
が
実
在
す
る
点
で
、
夢
と
は
〈
識
別
さ
れ
る
〉
こ
と
を
、
知
っ
て
い
れ
ば
こ

そ
、
夢
に
は
、
対
象
が
実
在
し
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
理
由
で
も
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
が
、
夢
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
は
、
で
き
な
い
。

　
問
題
・
第
五
。
も
と
よ
り
、
デ
カ
ル
ト
は
、
右
を
知
っ
て
い
る
覚
醒
者
の
・
そ
の
感
覚
内
容
も
、
〈
ま
た
も
や
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知

れ
ぬ
V
と
す
る
く
懸
念
V
「
疑
い
」
を
抱
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
覚
醒
は
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
「
疑
い
」
、
そ
し
て
、



〈
覚
醒
は
、
夢
で
あ
る
V
と
い
う
「
意
見
」
こ
そ
、
覚
醒
の
〈
し
る
し
〉
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
夢
の
中
で
は
、
こ
れ
が
、
覚
醒
時
の
感

覚
内
容
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
、
い
や
、
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
、
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
疑

い
」
と
「
意
見
」
と
が
あ
り
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
夢
な
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
、
い
や
、
そ
う
で
あ
る
〉
と
い
う
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
を

も
つ
・
そ
の
時
の
感
覚
内
容
は
、
少
な
く
と
も
、
夢
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
、
常
に
抱
か
れ

う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
却
っ
て
、
こ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
、
根
拠
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
問
題
・
第
六
。
の
ち
に
知
る
と
お
り
、
『
省
察
・
第
三
』
に
よ
っ
て
、
神
の
実
在
が
証
明
さ
れ
た
、
と
さ
れ
、
実
在
す
る
神
は
、
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

な
存
在
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
善
意
な
存
在
者
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
欺
隔
者
の
想
定
は
、
廃
棄
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
廃
棄
は
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
・
他
の
論
拠
の
廃
棄
を
、
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
や
は
り
、
夢
で
あ
っ
て
、
「
外
来
の
も
の
」
で
は
な
い
、
と
す
る
見
解
は
、
変
更
さ
れ
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

精
神
は
、
物
体
の
実
在
に
つ
い
て
は
、
語
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
～
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
六
』
で
、
神
は
欺
隔
者
で
な
い
、
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
感
覚
内
容
は
、
「
外
来
の
も

の
」
で
あ
り
、
外
部
に
あ
る
事
物
を
、
原
因
と
す
る
、
と
い
う
〈
日
常
意
識
〉
を
、
そ
の
ま
ま
に
正
当
化
し
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
神

は
、
欺
隔
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
感
覚
内
容
は
、
原
因
を
、
実
在
す
る
事
物
に
も
つ
、
と
「
信
じ
て
」
い
る
私
の
・
そ
の
信
、
〈
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翼
）

常
意
識
V
を
、
裏
切
る
は
ず
は
な
い
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
＋
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
の
よ
う
な
訪
弁
と
論
理
上
の
破
産
と
に
デ
カ
ル
ト
が
追
い
込
ま
れ
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
一
方
で
は
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
畦
巴
お
『
ヨ
呂
：
－
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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六

在
上
の
分
離
〉
と
い
う
立
揚
か
ら
、
感
覚
内
容
が
、
物
体
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
物
体
の
姿
を
教
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
、
疑
惑
の

目
を
む
け
な
が
ら
、
し
か
し
、
他
方
で
、
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
物
体
の
実
在
の
重
み
を
、
感
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
物
語

っ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
一
方
で
は
、
物
体
の
認
識
の
世
界
と
、
物
体
の
実
在
の
世
界
と
は
、
別
個
の
秩
序
に
属
す
る
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
、
他
方
で
は
、
物
体
を
創
造
し
、
実
在
さ
せ
た
神
が
、
善
意
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
物
体
の
実
在
を
教
え
な
い
は
ず
は

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
が
、
右
の
・
論
理
上
の
破
産
と
な
っ
て
、
現
わ
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
・
い
く
つ
か
の
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
に
照
ら
す
な
ら
ぱ
、
〈
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉

と
い
う
〈
意
識
〉
は
、
〈
根
拠
〉
を
も
た
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
〈
意
識
〉
を
〈
根
拠
〉
に
し
た
・
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉

は
、
「
疑
う
根
拠
」
た
り
え
な
い
。
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
が
、
ま
た
し
て
も
夢
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
「
疑
い
」
も
、
ま
た
、
そ

れ
は
、
夢
で
あ
る
、
と
す
る
「
意
見
」
も
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
に
基
づ
い
て
、
少
な
く
と
も
、
〈
感
覚

内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
〉
、
〈
実
在
す
る
事
物
を
原
因
と
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
〈
夢
想
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け

る
」
こ
と
も
、
と
も
に
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
〈
精
神
と
物
体
・
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
V
も
、
こ
こ
か
ら
は
、
論
証
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
〈
日
常
意
識
〉
に
基
づ
い
て
〈
経
験
〉
を
〈
想
起
〉
す
る
こ
と
は
、
〈
心
理
的
に
は
V
、
デ
カ
ル
ト
の
自
由
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
〈
論
理
的
に
は
〉
、
そ
れ
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
を
、
夢
と
見
な
さ
せ
る
カ
は
な
い
の
で
あ
り
、
あ
の
思
考
、
判
断
を
、
〈
虚
妄
V

〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
さ
せ
る
カ
も
な
い
。
要
す
る
に
、
デ
カ
ル
ト
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
、
薄
弱
な
も
の
な
の
で
あ

る
。



　
そ
れ
が
薄
弱
で
あ
る
証
拠
は
、
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
が
、
絵
画
の
論
理
に
た
ま
ま
ち
惑
わ
さ
れ
て
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉

は
、
い
や
、
ほ
か
な
ら
ぬ
〈
夢
〉
で
さ
え
、
そ
れ
が
、
夢
の
合
成
要
素
で
あ
る
な
ら
ば
、
〈
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
、
と
す
る
と

こ
ろ
に
、
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
〈
経
験
の
想
起
〉
は
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
」
「
確
実
な
も
の
を
、
見
い
だ
す
」
方
法
で
あ
る
「
疑
い
」
の
「
根

拠
」
た
り
え
な
い
。

　
い
な
、
こ
の
「
疑
い
」
は
、
却
っ
て
、
「
真
実
な
も
の
」
を
、
デ
カ
ル
ト
に
見
逃
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
〈
精
神
と
物
体

と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
立
揚
を
支
え
る
・
あ
の
「
疑
い
」
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
は
教
え
る
〉
と
い
う
・
〈
正
当
〉

な
、
し
た
が
っ
て
〈
真
実
〉
な
〈
推
理
〉
を
も
、
レ
洗
い
流
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
二
』
に

あ
っ
て
、
視
覚
内
容
・
触
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
蜜
臆
と
い
う
物
体
を
、
「
実
在
す
る
」
、
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
物
体
が
「
実
在
す
る
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
覚
醒
時
の
感
覚
内
容
は
、
夢
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

〈
事
物
の
実
在
を
教
え
る
〉
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
に
見
た
よ
う
に
し
て
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
が
、
「
疑
う
根
拠
」
た
り
え
な
い
こ
と
は
、
事
実
、
デ
カ
ル
ト
自
ら
、
『
省
察
・
第

六
』
の
最
終
・
第
二
十
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
自
分
は
、
「
も
と
よ
り
、
肉
体
の
都
合
の
よ
さ
に
か
か
わ
り
の
あ
る
事
物
を
め
ぐ
っ
て
は
、

す
べ
て
の
感
覚
器
官
が
、
虚
偽
な
事
柄
よ
り
は
、
真
実
な
事
柄
を
、
ず
っ
と
し
ば
し
ば
、
告
げ
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、

　
　
　
　
（
1
5
）

知
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
単
一
感
覚
器
官
を
多
面
的
に
、
複
数
感
覚
器
官
を
統
合
的
に
、
使
用
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
、
記
憶
、
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

性
と
を
、
併
合
的
に
使
用
し
て
、
「
事
物
を
検
証
す
る
」
と
い
う
方
法
を
と
る
な
ら
ば
、
「
私
と
し
て
、
当
然
、
も
は
や
、
日
々
私
に
感
覚

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
貰
巴
譲
す
ヨ
9
…
・
i
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
三
七
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（
∬
）

器
官
か
ら
示
さ
れ
る
も
の
が
、
虚
偽
で
は
な
い
か
、
と
、
お
そ
れ
て
は
な
ら
ず
」
、
と
い
う
こ
と
と
を
、
根
拠
に
、
「
こ
の
数
日
の
・
行
き

す
ぎ
た
疑
い
は
、
一
笑
に
付
す
ぺ
き
も
の
と
し
て
、
追
い
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
、
「
と
り
わ
け
、
追
い
払
う
べ
き
・
最
大
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
は
、
私
が
、
目
が
醒
め
て
い
る
こ
と
と
識
別
し
な
か
っ
た
夢
に
つ
い
て
の
疑
い
で
あ
る
」
と
述
ぺ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
あ
の
「
疑
い
」
が
成
立
し
な
い
以
上
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
V
は
、
さ
ら
に
論
拠
の
一
つ
を
、
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
〈
覚
醒
は
、
夢
と
識
別
で
き
な
い
〉
と
い
う
〈
意
識
〉
を
く
つ
が
え
す
に
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
右
の
叙
述
に
つ
づ
い
て
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

っ
て
い
る
よ
う
な
〈
経
験
に
基
づ
く
推
理
〉
を
、
他
に
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
上
で
は
、
デ
カ
ル
ト
自
身
の
犯
し
て
い

る
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
に
よ
っ
て
、
あ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
が
成
立
し
え
な
い
こ
と
を
、
示
し
た
。

　
ホ
ブ
ズ
は
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』
第
二
章
で
、
「
…
…
自
分
は
、
目
が
醒
め
て
い
る
時
に
は
、
夢
の
中
で
の
思
考
作
用
の
背
理
に
気
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

つ
く
が
、
目
が
醒
め
て
い
る
時
の
思
考
作
用
の
背
理
は
、
夢
に
み
な
い
…
…
」
と
言
っ
て
い
る
（
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
背
理
と
は
、
推
理

上
の
虚
偽
の
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ブ
ズ
の
・
こ
の
言
葉
は
、
他
の
デ
カ
ル
ト
非
難
の
叙
述
と
同
じ
く
、
デ
カ
ル
ト
が
、
覚
醒
は
、
夢
で
あ
る
、

と
す
る
の
を
と
ら
え
て
、
1
だ
と
す
れ
ぱ
、
デ
カ
ル
ト
の
推
理
は
す
べ
て
、
夢
の
中
の
推
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
推
理
は
、
数
々

の
背
理
、
虚
偽
（
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
）
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
、
わ
か
る
ー
と
い
う
意
味
を
も
含
ま
せ
て
い
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
1
）
　
＞
1
目
、
く
一
H
り
N
♪
一
甲
嶺
，

　
　
（
2
）
＝
U
、
堕
や
誠
ご
＞
1
日
≦
H
■
℃
」
V
一
■

　
　
（
3
）
》
1
目
，
≦
H
や
郵
昌
」
o
l
一
9
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四
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一
1
5
　
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
を
逃
れ
る
も
の
　
　
　
絵
画
の
論
理
の
採
用
と
適
用
と
は
、
可
能
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
省
察
・
第
一
』
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
自
身
に
と
っ
て
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
夢
の
中
の
感
覚
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
に
も
拘
ら
ず
、
〈
経
験
の
想
起
〉
と
い

う
「
根
拠
」
に
立
つ
「
疑
い
」
を
逃
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
疑
う
根
拠
」
の
〈
限
界
〉
の
外
に
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
「
真
実
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
る
、
と
承
認
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
」
も
の
、
言
い
か
え
れ
ば
、
〈
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
思
考
し
、

判
断
す
る
こ
と
が
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
、
あ
る
種
の
・
夢
の
中
の
感
覚
内
容
が
、
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
。
「
さ

あ
そ
こ
で
、
私
は
夢
を
み
て
い
る
も
の
と
し
よ
う
。
な
お
ま
た
、
自
分
が
両
眼
を
見
開
い
て
い
る
こ
と
、
頭
を
動
か
す
こ
と
、
両
手
を
伸

ば
す
こ
と
、
も
し
か
す
る
と
、
自
分
が
し
か
じ
か
の
両
手
を
も
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
、
こ
う
し
た
・
個
別
的
な
事
柄
も
、
真
実

で
は
な
い
、
と
し
よ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
も
と
よ
り
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
眠
っ
て
い
る
間
の
現
出
像
〔
感
覚
内
容
〕
は
、

あ
る
画
像
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
真
実
な
事
物
を
な
ぞ
っ
て
こ
そ
初
め
て
、
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
、
両
眼
、
頭
、
両
手
、
全
身
と
い
っ
た
、
こ
の
・
一
般
的
な
も
の
は
、
あ
る
・
空
想
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
も
の
で
は
な
く
、
真
実
な
事
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
ー
眠
っ
て
い
る
間
の
現
出
像
（
視
覚
内
容
）
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
う
ち
、
「
一
般
的
な
も
の
」
は
、
真
実
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
真
実
な
事
物
を
な
ぞ
っ
て
い
る
」
。
ゆ
え
に
、
そ
の
「
一

般
的
な
も
の
」
は
、
〈
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
V
で
あ
る
ー
。

　
こ
の
こ
と
は
、
夢
の
く
経
験
の
想
起
V
と
い
う
「
疑
う
根
拠
」
に
基
づ
く
「
疑
い
」
と
、
〈
覚
醒
は
、
夢
で
あ
る
V
と
い
う
「
意
見
」



と
が
、
デ
カ
ル
ト
自
身
に
と
っ
て
、
大
き
な
〈
限
界
〉
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
〈
限
界
〉
を
も
つ
の

は
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
、
や
は
り
、
そ
れ
な
り
の
〈
根
拠
〉
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
く
根
拠
V
と
は
、
な
に
か
。
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
叙
述
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
は
、
絵
画
の
論
理
で
あ
る
。
絵
画
の
論
理
と
は
、

ー
〈
合
成
さ
れ
た
〉
と
い
う
意
味
で
「
個
別
的
」
な
・
あ
る
絵
画
が
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
示
さ
ず
、
「
仮
空
の
も
の
、
虚
偽
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
あ
る
と
し
て
も
、
に
も
拘
ら
ず
」
、
そ
の
絵
画
を
「
合
成
」
し
て
い
る
〈
要
素
〉
、
言
い
か
え
れ
ば
、
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
視
覚
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

容
〉
（
た
と
え
ば
、
動
物
の
五
体
、
少
な
く
と
も
色
彩
）
は
、
「
仮
空
の
も
の
（
嘗
ぎ
冒
幹
〈
人
間
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
〉
）
」
で
は
な
く
、
「
真
実

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
事
物
を
な
ぞ
っ
て
」
い
る
ー
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
奇
怪
な
〈
ぬ
え
〉
の
絵
は
、
人
間
が
「
つ
く
り
出
し
た
も
の
、
仮

空
の
も
の
」
で
あ
り
、
実
在
す
る
も
の
を
、
な
に
ら
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
〈
ぬ
え
〉
の
絵
を
〈
合
成
〉
し
て
い
る
く
要
素
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ぎ

で
あ
る
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
視
覚
内
容
〉
（
獅
子
の
頭
、
山
羊
の
胴
体
、
竜
な
い
し
蛇
の
尻
尾
）
は
、
〈
実
在
す
る
事
物
〉
で
あ
る
・
獅
子

の
頭
、
等
を
、
「
な
ぞ
っ
て
い
る
」
。

　
こ
の
・
絵
画
の
論
理
を
〈
採
用
〉
す
る
デ
カ
ル
ト
は
、
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
で
あ
っ
て
も
、
〈
合
成
要
素
〉
で
あ

る
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
〈
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
て
い
る
〉
と
す
る
〈
思
考
〉
〈
判
断
V
は
、
〈
真

実
〉
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
・
絵
画
の
論
理
を
、
ほ
か
な
ら
ぬ
〈
夢
〉
に
〈
適
用
〉
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ー
〈
夢
〉
そ
の

も
の
に
あ
っ
て
さ
え
、
も
と
よ
り
、
〈
合
成
さ
れ
た
〉
も
の
と
し
て
の
夢
が
、
〈
事
物
の
実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
、

と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
〈
虚
偽
V
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
に
も
拘
ら
ず
」
、
夢
の
〈
合
成
要
素
〉
、
す
な
わ
ち
、
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
唱
貧
巴
夷
冨
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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〈
視
覚
内
容
〉
で
あ
る
「
両
眼
、
頭
、
両
手
、
全
身
」
は
、
〈
実
在
す
る
事
物
V
で
あ
る
「
両
眼
」
等
を
、
「
な
ぞ
っ
て
い
る
」
。
そ
れ
ゆ

え
、
そ
う
し
た
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
は
、
〈
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
て
い
る
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
な
の
で
あ
る
ー
。

デ
カ
ル
ト
が
、
上
で
、
「
…
…
少
な
く
と
も
、
両
眼
、
頭
、
両
手
、
全
身
と
い
っ
た
・
こ
の
・
一
般
的
な
も
の
は
、
あ
る
・
空
想
上
の
事

物
で
は
な
く
、
真
実
な
事
物
で
あ
る
」
と
言
う
の
は
、
右
の
意
味
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
一
。
デ
カ
ル
ト
と
し
て
、
絵
画
の
論
理
を
、
そ
も
そ
も
、
〈
採
用
〉
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
理
の
中
で
は
、
「
単
純

な
・
一
般
的
な
」
「
普
遍
的
な
」
〈
合
成
要
素
V
（
動
物
の
五
体
、
少
な
く
と
も
色
彩
）
は
、
〈
視
覚
内
容
〉
つ
ま
り
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

っ
て
も
、
「
真
実
な
事
物
で
あ
る
」
、
「
当
然
、
真
実
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
、
す
な
わ
ち
、
「
真
実
な
事
物
を
な
ぞ
っ
て
」
い
る
、

と
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
V
は
す
ぺ
て
、
〈
夢
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
、
と
「
疑
い
」
、
い
や
、
〈
夢

で
あ
る
〉
と
い
う
「
意
見
」
を
固
め
た
ば
か
り
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
が
、
た
ん
に
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
合

成
要
素
〉
で
あ
る
ゆ
え
を
も
っ
て
、
こ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
の
く
限
界
V
の
外
に
お
か
れ
る
〈
根
拠
〉
が
、
は
た
し
て
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
言
い
か
え
れ
ば
、
絵
画
の
論
理
を
、
デ
カ
ル
ト
が
〈
採
用
〉
で
き
る
た
め
に
は
、
絵
画
の
論
理
が
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
で
あ
っ
て
も
、

「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
な
ら
ば
、
夢
で
は
な
い
の
で
あ
る
、
と
、
デ
カ
ル
ト
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
を
打

ち
破
る
カ
を
、
も
っ
て
い
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
あ
っ
て
こ
そ
、
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
は
、
絵
画
の
論
理
に
お
い
て
、



自
ら
の
〈
限
界
〉
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
〈
外
部
感
覚
内
容
V
は
、
そ
れ
が
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
に
し
て
も
、
〈
ま
た
し
て
も
、
夢

で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
「
疑
い
」
と
、
〈
夢
で
あ
る
〉
と
い
う
「
意
見
」
と
は
、
依
然
と
し
て
成
り
立
ち
う
る
の
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
、
絵
画
の
論
理
は
、
こ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
を
突
き
破
る
力
は
、
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
い
か
に
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
に
し
て
も
、
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
が
、
「
真
実
な
事
物
を
な
ぞ

っ
て
い
る
」
、
言
い
か
え
れ
ば
、
〈
そ
の
ま
ま
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
て
い
る
〉
、
と
思
考
、
判
断
す
る
の
を
、
〈
真
実
で
あ
る
V
、

と
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
、
ス
コ
ラ
の
理
論
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
デ
カ
ル
ト
自
身
が
、
す
で
に
『
世
界
。
別
名
、
光
に
つ
い
て
』
で
し
り

ぞ
け
、
『
省
察
・
第
三
』
と
『
第
六
』
と
で
、
反
論
し
て
、
「
虚
偽
」
と
呼
ぴ
、
そ
し
て
、
『
省
察
・
第
六
』
で
、
外
部
感
覚
内
容
の
〈
外

来
性
〉
は
認
め
た
も
の
の
、
な
お
排
し
つ
づ
け
た
も
の
で
は
な
い
の
か
（
第
十
、
第
十
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
う
し
て
、
ス
コ
ラ
の
理
論
を
く
拒
否
V
す
る
立
揚
を
貫
き
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
夢
で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
あ
る
い
は
、
夢
で
あ
る
、

と
い
う
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
を
貫
く
限
り
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
絵
画
の
論
理
を
く
採
用
V
す
る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
が
、
た
っ
た
い
ま
（
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
）
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
夢
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
い
な
、
夢
で
あ
る
。

と
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
そ
の
〈
直
後
〉
に
、
絵
画
の
論
理
を
〈
採
用
〉
し
て
、
ス
コ
ラ
の
理
論
に
再
び
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
の

「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
が
、
絵
画
の
論
理
に
た
ち
ま
ち
揺
が
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
「
疑
い
」

と
「
意
見
」
と
の
〈
限
界
〉
は
、
絵
画
の
論
理
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
そ
の
も
の
の
内
部
に
あ
っ
た
、
と
言
わ
な

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
碧
巴
o
噌
切
ヨ
窪
・
　
・
1
（
1
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省
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・
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一
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『
第
二
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い
て
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く
て
は
な
ら
な
い
。

　
問
題
．
第
二
。
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
絵
画
の
論
理
を
〈
適
用
〉
し
て
、
「
単
純
な
・
二
般
的
な
」
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
の
な

ら
ば
、
〈
視
覚
内
容
〉
は
、
そ
れ
が
く
夢
の
中
の
現
出
像
で
あ
っ
て
も
V
、
な
お
、
〈
実
存
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
、
と
い
う
思
考
、
判

断
は
、
〈
真
実
V
で
あ
る
、
と
帰
結
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
絵
画
の
論
理
を
、
〈
夢
の
中
の
現
出
像
〉
で
あ
る
く
視
覚
内
容
V
に
〈
適
用
〉
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
絵
画
の

論
理
が
、
〈
夢
は
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
実
在
と
を
、
教
え
な
い
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
の
真
実
性
を
、
く
つ
が
え
す
カ

を
も
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
っ
て
こ
そ
、
再
ぴ
言
え
ば
、
あ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
が
、
絵
画
の
論

理
に
お
い
て
、
自
ら
の
・
致
命
的
な
〈
限
界
〉
を
見
い
だ
す
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
〈
ぬ
え
〉
の
絵
は
、
「
仮
空
の
も
の
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
視
覚
内

容
〉
は
、
「
真
実
の
事
物
を
な
ぞ
っ
て
い
る
」
、
と
い
う
・
絵
画
の
論
理
は
、
そ
う
し
た
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
〈
視
覚
内
容
〉
が
、
な
お
、

夢
で
あ
る
こ
と
を
、
く
つ
が
え
す
カ
は
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
〈
夢
で
あ
る
・
そ
の
よ
う
な
視
覚
内
容
は
、
実
在
す

る
事
物
に
つ
い
て
は
、
な
に
一
っ
、
教
え
な
い
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
の
真
実
性
を
、
く
つ
が
え
す
カ
は
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
絵
画
の
論
理
は
、
夢
に
〈
適
用
〉
さ
れ
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
の
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
に
照
ら
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
論
理
を
、
〈
採
用
〉
す
る
こ
と
も
、
〈
適
用
〉
す
る
こ
と
も
、
で
き
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

　
間
題
．
第
三
。
デ
カ
ル
ト
が
、
夢
の
中
で
あ
っ
て
も
、
〈
合
成
要
素
〉
と
し
て
の
〈
視
覚
内
容
〉
は
、
「
真
実
な
事
物
を
な
ぞ
っ
て
い



る
」
と
す
る
の
は
、
ホ
ブ
ズ
が
、
『
法
の
原
理
』
の
第
三
章
で
、
金
の
山
の
夢
は
、
実
在
す
る
・
金
の
山
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
し

か
し
、
そ
の
夢
は
、
か
つ
て
覚
醒
時
に
見
た
金
の
心
像
と
、
山
の
心
像
と
を
〈
要
素
〉
に
、
「
合
成
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
解

　
　
　
（
m
）

釈
（
第
四
節
）
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
、
ホ
プ
ズ
に
あ
っ
て
は
、
金
と
山
と
の
心
像
は
、
か
つ
て
は
、
実
在
す
る
対
象
を
も
つ
・
覚
醒

時
の
感
覚
内
容
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ま
、
夢
で
合
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ぱ
、
デ
カ
ル
ト
が
、
絵
画
の
論
理
を
、
夢
に
〈
適
用
〉
し
て
い
る
こ
と
は
、
ホ
ブ
ズ
の
解
釈
と
同
じ
よ
う
に
、
夢
は
、
〈
記

憶
〉
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
意
味
で
、
「
真
実
の
事
物
を
な
ぞ
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
で
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
揚
合
に
は
、
す
で
に
見
た
『
省
察
・
第
三
』
で
の
・
夢
の
規
定
、
す
な
わ
ち
、
夢
は
、
「
外
部
に
あ
る
事
物
の
助
け
を
、

ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ

ま
っ
た
く
、
か
り
な
く
て
も
、
…
…
形
づ
く
ら
れ
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
、
い
つ
も
必
ず
見
ら
れ
て
き
た
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
す
る
規
定

と
、
矛
盾
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
四
。
絵
画
の
論
理
の
中
に
は
、
〈
個
別
的
な
も
の
と
は
、
一
般
的
な
・
普
遍
的
・
単
純
な
も
の
を
要
素
に
、
合
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
〉
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
が
こ
こ
で
言
う
「
目
を
見
開
い
て
い
る
」
、
「
頭
を
動
か
す
」
等
々
は
、
純
粋
に

く
内
部
感
覚
内
容
V
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
ら
が
、
「
両
眼
」
「
頭
」
等
々
の
〈
視
覚
内
容
〉
す
な
わ
ち
〈
外
部
感
覚
内
容
〉
を
、
〈
要
素
〉

と
し
て
、
「
合
成
」
さ
れ
た
「
個
別
的
な
」
事
柄
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
夢
の
中
で
の
「
媛
炉
に
あ
た
っ
て
い
る
」
、
「
衣
服
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
」
等
々
は
、
外
部
感
覚
内
容
と
内
部
感
覚
内
容
と
の
合
成
で

あ
り
、
「
媛
炉
」
「
衣
服
」
と
い
っ
た
〈
視
覚
内
容
〉
部
分
を
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
「
個
別
的
な
も
の
」
と
し
て
の
〈
視

覚
内
容
〉
は
、
さ
ら
に
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
要
素
〉
と
し
て
の
〈
視
覚
内
容
〉
か
ら
、
「
合
成
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
関

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
碧
巴
品
冨
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
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係
は
、
部
分
的
に
は
、
適
用
さ
れ
う
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
目
を
見
開
い
て
い
る
」
、
「
頭
を
動
か
す
」
等
々
は
、
純
粋
に
〈
内
部
感
覚
内
容
〉
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

〈
合
成
要
素
〉
が
、
「
両
眼
」
「
頭
」
と
い
っ
た
〈
視
覚
内
容
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
五
。
繰
り
返
せ
ば
、
絵
画
の
論
理
と
は
、
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
ー
ど
の
よ
う
に
奇
怪
な
絵
画
で
さ
え
、
分
析
し
て
み
れ

ば
、
実
在
す
る
・
動
物
の
五
体
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
「
色
彩
」
を
、
一
般
的
合
成
要
素
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
動
物
の

手
足
、
色
彩
は
、
感
覚
内
容
で
も
あ
る
が
、
ま
た
、
そ
の
ま
ま
、
実
在
し
て
い
る
事
物
を
、
写
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た

「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
合
成
要
素
〉
は
、
「
仮
空
の
も
の
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
〈
人
間
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
は
な
い
〉
。
言

い
か
え
れ
ぱ
、
〈
人
間
が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
V
で
あ
る
i
。
デ
カ
ル
ト
が
、
絵
画
の
論
理
を
く
採
用
V
し
て
い
る
こ
と
は
、

も
と
よ
り
、
こ
の
論
理
を
真
実
と
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
真
実
と
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
な
に
が
生
ず
る
か
、
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
ー
（
一
般
的
な
感
覚
内
容
に
限
ら
れ
る
が
）
感
覚
内
容
（
デ
カ
ル
ト
の
言
う
「
思
考
内
容
」
）
は
、
〈
人
間
が
つ
く
り
出
し
た
も

の
で
は
な
い
〉
、
〈
人
間
が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
〉
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
自
然
の
物
体
（
動
物
の
手
足
、
色
彩
）
に

よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
、
唯
物
論
を
、
真
実
と
認
め
る
こ
と
ー
で
あ
り
、
ま
た
、

ー
人
間
の
「
思
考
内
容
」
は
、
一
般
的
合
成
要
素
の
点
で
は
、
物
体
と
切
り
離
し
が
た
く
結
ぴ
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
真
実

と
認
め
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
、
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
を
否
定
す
る
こ
と
ー
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
と
し
で
は
、
あ
の
・
絵
画
の
論
理
を
く
採
用
V
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
大
の
自
己
矛
盾
に
陥
る
の
で
あ
る
。



　
以
上
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
に
照
ら
し
て
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
あ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
の
〈
限
界
〉
を

こ
え
る
も
の
と
し
て
、
絵
画
の
論
理
を
、
〈
採
用
〉
し
く
適
用
V
す
る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
論
理
の
〈
採
用
〉
と
〈
適
用
〉
と
は
、
却
っ
て
、
あ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
が
、
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
物
語
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
で
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
は
、
論
拠
の
一
つ
を
失
っ
た
反
面
、
本
稿
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
あ
る
が
、
「
真
実
な
も
の
」
が
、
「
う
ち
立
て
」
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
1
1
の
終
り
で
見
た
よ
う
に
、
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デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
舘
巳
o
q
p
邑
焉
コ

・
曾
1

（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て

四
七
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一
1
6

20

一
般
的
合
成
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

第
⊆
第
六
、
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

四
八

「
疑
い
」
を
逃
れ
る
、
と
さ
れ
る
・
他
の
も
の
（
『
省
察
・

　
と
こ
ろ
で
、
「
単
純
な
・
一
般
的
な
」
〈
合
成
要
素
V
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
あ
の
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
の
〈
限
界
〉
の
外
に
あ
る

「
両
眼
、
頭
」
等
漕
が
、
し
か
し
、
再
び
、
空
想
上
の
も
の
で
あ
り
え
た
に
し
て
も
、
と
デ
カ
ル
ト
は
言
う
、
「
に
も
拘
ら
ず
、
少
な
く

と
も
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
に
承
認
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ほ
か
の
・
あ
る
・
も
っ
と
単
純
な
も
の
、
も
っ
と
普
遍
的
な
も
の
は
、

真
実
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
、
「
な
ぜ
な
ら
」
、
「
私
た
ち
の
思
考
の
中
に
あ
る
・
事
物
の
・
こ
れ
ら
の
心
像
〔
両
眼
、
頭
、

等
の
心
像
〕
は
、
そ
の
・
も
っ
と
単
純
な
も
の
、
も
っ
と
普
遍
的
な
も
の
を
、
い
わ
ば
、
真
実
の
色
彩
と
し
て
、
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
デ
カ
ル
ト
は
、
絵
画
の
論
理
を
貫
く
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
そ
の
よ
う
な
類
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
」
、
物
体
一
般
〔
天
空
、
大
地
、
等
〕
、
物
体
の
延
長
、
形
態
、
量
な
い
し
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

さ
、
数
、
揚
所
、
持
続
す
る
時
間
、
お
よ
ぴ
、
そ
れ
ら
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
ー
こ
れ
ら
の
心

像
は
、
両
眼
、
頭
の
「
心
像
」
「
思
考
内
容
」
を
く
合
成
V
す
る
〈
ヨ
リ
一
般
的
な
要
素
〉
で
あ
る
か
ら
、
〈
そ
れ
ら
が
、
実
在
す
る
事
物

の
姿
を
教
え
て
い
る
〉
と
い
う
思
考
・
判
断
は
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
ー
。

　
し
か
し
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
〈
物
体
の
本
性
〉
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
物
体
の
諸
現
象
を
〈
分
析
〉
し
て
、

最
後
に
残
る
も
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
物
体
の
本
性
〉
は
、
「
真
実
で
あ
る
」
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。



　
問
題
・
第
一
。
「
心
像
」
〈
視
覚
内
容
〉
で
あ
る
「
延
長
」
、
「
形
態
」
等
は
、
物
体
の
「
心
像
」
〈
視
覚
内
容
〉
を
〈
合
成
〉
し
て
い
る

く
よ
り
一
般
的
な
要
素
V
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
〈
視
覚
内
容
〉
で
あ
る
「
形
態
」
が
、
ま
た
、
〈
実
在
す
る
事
物
〉
と
し

て
の
形
態
を
〈
教
え
る
〉
、
と
す
る
こ
と
は
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
、
ス
コ
ラ
の
理
論
を
容
認
し
な
い
限
り
、
不
可
能
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
二
。
「
物
体
一
般
」
が
、
物
体
の
「
心
像
」
の
〈
合
成
要
素
〉
で
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
揚
所
」
は
、
〈
関
係
〉
で
あ

っ
て
、
〈
視
覚
内
容
〉
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
「
持
続
す
る
時
間
」
は
、
〈
内
部
感
覚
内
容
〉
で
あ
る
、
等
ル
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
右
に
挙
げ
た
〈
物
体
の
本
性
〉
を
す
べ
て
、
〈
個
別
的
な
心
像
は
、
一
般
的
な
心
像
を
要
素
と
し
て
、
合
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
〉
と
い
う
規
定
の
〈
演
繹
〉
の
中
に
、
〈
無
差
別
に
〉
、
投
げ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
う
し
た
〈
物
体
の
本

性
〉
が
す
べ
て
、
「
心
像
」
〈
視
覚
内
容
〉
で
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
つ
ぎ
に
、
絵
画
の
論
理
か
ら
、
〈
感
覚
内
容
V
と
〈
合
成
要
素
〉
と
い
う
要
因
を
す
て
て
、
た
だ
、
〈
単
純
な
も

の
、
一
般
的
な
も
の
は
、
真
実
で
あ
る
〉
と
い
う
規
定
の
み
を
取
り
出
し
て
く
演
繹
V
し
て
、
算
術
学
、
幾
何
学
の
類
い
の
学
問
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
も
っ
と
も
単
純
な
・
ま
た
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
事
柄
を
扱
う
学
問
」
で
あ
り
、
ま
た
、
対
象
が
「
自
然
界
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

気
に
か
け
な
い
学
問
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
学
間
は
、
「
あ
る
・
確
実
な
も
の
、
そ
し
て
、
疑
い
を
い
れ
な
い
も
の
を
、
含
ん
で
い
る
」

と
す
る
（
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
「
も
っ
と
も
単
純
な
・
ま
た
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
事
柄
」
と
は
、
デ
カ
ル
ト
が
例
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
2
＋
3
”
5
、
あ
る
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

四
辺
形
の
定
義
、
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
頃
碧
巴
o
σ
Q
冨
ヨ
雪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

　
問
題
・
第
三
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
い
ま
、
デ
カ
ル
ト
が
扱
っ
て
い
る
〈
感
覚
内
容
〉
「
心
像
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
〈
悟
性
に
よ
る

把
握
〉
で
あ
り
、
論
理
的
思
考
で
あ
り
、
推
理
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
推
理
は
、
帥
冥
δ
昌
に
行
な
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
は
、
「
自
然
界
」
に
は
存
在
し
な
い
し
、
「
目
を
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ま
し
て
い
る
に
せ
よ
、
眠
っ
て
い
る
に
せ
よ
」
、
変
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
推
理
が
、
陣
冥
δ
昌
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
あ
る
・
確
実
な
・
そ
し
て
、
「
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
を
い
れ
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
」
と
さ
れ
、
「
こ
れ
ほ
ど
に
明
確
な
真
理
」
（
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
・
悟
性
に
よ
る
把
握
・
論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
〈
感
覚
内
容
〉
で
は
、
け
っ
し
て
な
く
、
ま
た
、
〈
合
成

要
素
〉
と
し
て
の
〈
感
覚
内
容
〉
で
も
、
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
〈
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
る
〉
、
と

い
う
思
考
、
判
断
と
は
、
無
縁
で
あ
る
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
叙
述
は
、
先
行
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
、
「
こ
の
理
由
に
基
づ
い
て
」
と
し
て
、
つ
な
げ
ら
れ

　
　
（
9
）

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
、
右
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
間
に
、
先
行
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
語
っ
た
く
単
純
か
つ
一
般
的
な
感
覚
内
容
は
、

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

合
成
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
真
実
で
あ
る
V
と
い
う
・
絵
画
の
論
理
か
ら
、
〈
感
覚
内
容
〉
と
く
合
成
要
素
V
と
を
お
と
し
、
こ
れ
を

〈
悟
性
の
把
握
〉
に
す
り
か
え
て
、
〈
も
っ
と
も
単
純
か
つ
一
般
的
な
・
悟
性
の
把
握
は
、
真
実
で
あ
る
〉
と
い
う
立
論
を
、
〈
演
繹
V
さ

せ
て
い
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
問
題
・
第
四
。
加
え
る
に
ま
た
、
た
と
え
ば
、
2
十
3
”
5
が
、
こ
の
上
な
く
「
明
確
な
真
理
」
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
「
も
っ
と



も
単
純
な
・
ま
た
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
事
柄
」
で
あ
る
か
ら
で
は
、
け
っ
し
て
、
な
く
、
そ
れ
が
、
悟
性
の
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉
、

す
な
わ
ち
、
〈
拒
否
不
能
V
な
論
理
的
思
考
・
推
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
〈
演
繹
〉
に
は
、
い
ま
一
つ
の
す
り
か

え
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
に
照
ら
し
て
、
こ
の
〈
演
繹
〉
は
、
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
本
稿
・
一
1
1
の
終
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、
〈
暫
定
的
に
V
で
あ
る
が
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う

ち
立
て
」
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
次
節
に
見
る
と
お
り
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
真
実
で
あ
る
も
の
に
お
い
て
も
、
強
力
な
欺
晒

者
に
よ
っ
て
、
ま
た
し
て
も
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
「
疑
い
」
、
い
な
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
V
と
い
う
「
想
定
」
か
ら
、
し
か
し
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
〈
拒
否

不
能
〉
で
あ
り
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
V
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
真
実
で
あ
る
」
、
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
で
も
、
〈
暫
定
的
に
真
実
な
も
の
V
と
し
て
の
・
算
術
学
、
幾
何
学
上
の
事
柄
は
、
〈
論
理
的
思
考
・
推
理
〉
で
あ
る
こ
と
を
、

明
言
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

＞
1
日
く
目
。
や
ト
o
ρ

＞
1
目
■
＜
一
一
●
℃
．
N
ρ

＞
1
日
■
＜
目
◆
℃
■
“
o
ρ

＞
ー
日
く
目
●
℃
■
N
ρ

＞
1
日
く
目
．
や
N
ρ

デ
カ
ル
ト
『
省
察
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の

一一

oo

一
■
避

一一

一
ω
1
一
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一
。
b
o
頓
■

一一

N
ひ
I
N
N
，

一
■
N
圃
■

勺
震
巴
〇
四
ω
ヨ
窪
　
　
：
1

（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て

五
一



（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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人
文
科
学
研
究

＞
1
↓
，
＜
＝
■
マ
b
。
b
o
讐

＞
1
弓
。
＜
H
一
，
や
ト
。
P

＞
i
弓
，
＜
一
H
や
8
魎

》
ー
り
く
目
。
℃
。
卜
。
ρ

＝
，
N
o
Q
I
い
O
■

r
b
⊃
Q
o
，

一一

い
O
I
ω
一
。

一
伊
b
D
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五
二

　
　
　
　
　
一
ー
7
　
強
力
な
欺
購
者
に
よ
っ
て
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
「
疑
い
」
と
、
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
「
想
定
」
（
『
省
察
・
第
ζ
第
九
－
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
）

　
上
に
見
た
よ
う
に
し
て
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
夢
の
〈
経
験
の
想
起
〉
に
よ
る
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
を
逃
れ
て
、
「
真
実
で

あ
る
、
と
承
認
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
」
も
の
、
「
あ
る
・
確
実
な
も
の
、
そ
し
て
、
疑
い
を
い
れ
な
い
も
の
」
と
し
て
、
「
物
体
一
般
」
と
、

「
形
態
」
、
「
延
長
」
等
、
〈
物
体
の
本
性
〉
と
、
そ
し
て
、
算
術
学
、
幾
何
学
が
扱
う
「
も
っ
と
も
単
純
な
も
の
、
ま
た
、
き
わ
め
て
一

般
的
な
事
柄
」
と
が
、
残
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
く
真
実
V
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
、
「
疑
う
根
拠
」
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
あ
る
。
「
疑
う
根
拠
」
と
は
、
「
一
切
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
神
が
、
存
在
す
る
」
と
い
う
・
「
私
の
精
神
に
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
」

　
　
　
　
（
1
）

「
古
い
意
見
」
で
あ
る
（
第
九
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
神
は
、
超
絶
的
な
全
能
者
で
あ
る
、
と
い
う
「
意
見
」
を
自
分
が
抱
く
限
り
、
そ
の
神
が
、

強
力
な
欺
購
者
で
あ
る
、
と
〈
仮
想
〉
す
れ
ば
、
そ
の
全
能
者
が
、
私
に
、
「
真
実
で
あ
る
も
の
」
に
あ
っ
て
さ
え
、
〈
ま
た
し
て
も
、
虚



偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
く
懸
念
V
「
疑
い
」
を
、
私
は
、
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
の
「
疑
い
」
は
、
「
物
体
一
般
」
、
お
よ
び
〈
物
体
の
本
性
〉
、
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
ず
、
生
ず
る
。
「
：
・
：
ま

っ
た
く
な
ん
ら
の
天
空
も
、
な
ん
ら
の
・
延
長
を
も
っ
た
事
物
も
、
な
ん
ら
の
形
態
も
、
な
ん
ら
の
大
き
さ
も
、
な
ん
ら
の
揚
所
も
、
ま

っ
た
く
存
在
し
な
い
の
に
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
神
は
、
私
に
、
こ
れ
ら
を
、
い
ま
と
同
じ
姿
で
実
在
す
る
、
と
思
わ
せ
た
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
こ
と
を
打
ち
消
す
す
べ
を
、
私
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
1
全

能
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
神
が
、
実
は
、
欺
隔
者
で
あ
り
、
私
に
、
「
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
」
も
の
を
、
「
い
ま
と
同
じ
姿
で
実
在
す
る
」

と
、
「
思
わ
せ
」
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
、
「
天
空
」
、
「
形
態
」
等
の
〈
感
覚
内
容
〉
は
、
そ
れ
ら
の
〈
事
物
の

実
在
を
教
え
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
実
は
、
全
能

者
で
あ
る
神
が
、
悪
意
の
あ
る
欺
隔
者
で
あ
る
、
と
く
仮
想
V
す
れ
ば
、
神
は
、
そ
う
し
た
事
物
を
す
べ
て
、
実
在
さ
せ
て
い
な
い
の
か

も
知
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
右
の
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
自
体
、
〈
思
い
込
ま
せ
ら
れ
七
い
為
V
も
の

で
あ
り
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
も
の
で
あ
る
の
〈
か
も
知
れ
ぬ
〉
。
こ
の
〈
懸
念
〉
「
疑
い
」
に
は
、
あ
の
「
意
見
」
を
も
つ

以
上
、
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ー
。

　
「
疑
い
の
中
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
性
質
を
も
つ
事
柄
」
は
、
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ひ
と
た
び
「
う

ち
立
て
」
た
「
真
実
な
も
の
」
は
、
実
は
、
〈
暫
定
的
〉
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
も
や
〈
拒
否
〉
さ
れ
る
。
〈
一
般
的
な
合
成
要
素
V
で

あ
れ
ば
、
〈
感
覚
内
容
も
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
る
V
と
い
う
く
真
実
V
な
思
考
、
判
断
が
、
こ
う
し
て
、

ま
た
し
て
も
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
る
な
ら
ば
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
は
、
再
び
、
論
拠
の
一
つ
を
、
取
り
戻
す
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
胃
巴
o
屯
ω
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
算
術
学
、
幾
何
学
上
の
「
明
確
な
真
理
」
に
つ
い
て
も
ま
た
、
同
じ
で
あ
る
。
「
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
が
二
と
三
と
を
同
時
に
結

ぴ
つ
け
る
た
ぴ
に
、
あ
る
い
は
、
四
つ
の
辺
を
数
え
る
た
び
に
、
あ
る
い
は
、
な
に
で
あ
れ
、
ほ
か
の
・
も
っ
と
や
さ
し
い
事
物
を
心
に

思
う
こ
と
が
で
き
る
た
び
に
、
神
は
、
私
に
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
打
ち
消
す
す
べ
を
、
私
は
ど
の
よ
う
な
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

拠
に
基
づ
い
て
、
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
九
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
1
2
＋
3
闘
5
が
、
「
明
確
な
真
理
」
で
あ
る
、
と
す
る
思
考
、

判
断
自
体
、
実
は
欺
隔
者
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
私
が
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
「
疑
い
」
を
、

否
定
す
る
「
根
拠
」
は
、
な
い
の
で
あ
る
ー
。

　
い
ま
や
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
超
絶
的
な
全
能
者
が
い
る
、
と
い
う
「
意
見
」
ゆ
え
に
、
神
を
、
欺
隔
者
で
あ
る
、
と
〈
仮
想
〉

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
〈
仮
想
〉
に
よ
れ
ば
、
〈
経
験
の
想
起
〉
を
「
根
拠
」
に
す
る
「
疑
い
」
と
「
意
見
」
と
の
〈
限
界
〉
の
外
に

あ
っ
て
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
も
の
す
ら
、
す
ぺ
て
、
〈
仮
想
に
立
つ
疑
い
〉
の
中
に
、
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
「
疑
い
」
の
深
さ
は
、
底
知
れ
ず
、
「
疑
い
」
の
範
囲
は
、
無
際
限
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は
、
〈
全
能
者
〉
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
こ
こ
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
自
分
が
、
む
か
し
、
真
実
で
あ
る
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
事
柄
9
？
ち
、
疑
う
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
な
に
一
つ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
こ
と
に
な
る
（
第
＋
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
『
省
察
・
第
一
』
の
表
題
に
語
ら

れ
た
「
あ
ら
た
め
て
疑
い
の
中
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
性
質
を
も
つ
事
柄
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
〈
真
実
で
あ
る
、
と
認
め
て

い
た
も
の
の
す
べ
て
〉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
〈
真
実
〉
で
あ
っ
た
も
の
は
、
こ
と
ご
と
く
、
こ
の
「
疑
い
」
に
よ
っ
て
、
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
「
真



実
な
も
の
、
打
ち
立
て
よ
う
」
と
「
欲
求
」
し
「
意
志
」
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
〈
方
法
〉
と
し
て
の
「
疑
い
」
を
立
て
た
が

ゆ
え
に
、
「
真
実
な
も
の
」
を
、
な
に
一
つ
「
見
い
だ
す
」
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
で
は
、
こ
の
日
、
「
心
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
」
、
省
察
に
よ
っ
て
、
え
ら
れ
た
成
果
は
、
な
に
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
、
二
つ

あ
る
。

　
一
つ
は
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
が
、
あ
る
・
確
実
な
も
の
を
、
見
い
だ
そ
う
、
と
意
志
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ひ
き
つ
づ
き
、
明
ら
か
に

虚
偽
な
事
柄
に
た
い
し
て
と
劣
ら
ず
、
自
分
が
む
か
し
、
真
実
で
あ
る
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
事
柄
に
た
い
し
て
も
、
注
意
し
て
、
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
す
な
わ
ち
、
む
か
し
、
真
実
な
思
考
で
あ
り
、
判
断
で
あ
る
、
と
思
い

込
ん
で
い
た
も
の
を
、
ひ
き
つ
づ
き
、
虚
偽
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
確
か
め
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
い
ま
一
つ
の
成
果
は
、
「
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
柄
に
気
が
つ
い
た
、
と
い
う
の
で
は
、
ま
だ
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、
忘
れ
ぬ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
心
を
く
ぱ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
（
第
十
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
す
な
わ
ち
、
〈
虚
偽
と
し
て
し
り
ぞ
け
つ
づ
け
る
〉
こ
と
を
、
忘
れ
ぬ
よ

う
に
す
る
〈
方
法
〉
の
工
夫
を
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
さ
と
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
そ
の
方
法
と
は
、
「
習
い
性
と
な
ワ
た
意
見
を
、
暫
く
は
、
ま
っ
た
く
虚
偽
で
あ
り
空
想
上
の
も
の
で
あ
る
、
と
捏
造
す
る
」
こ
と
で

あ
る
（
第
十
一
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
で
は
、
捏
造
す
る
手
段
は
、
な
に
か
。
あ
の
「
古
い
意
見
」
に
基
づ
い
て
、
「
あ
る
・
悪
意
の
あ
る
霊
」
「
こ
の
上
も
な
く
力
の
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ず
る
か
し
こ
い
霊
」
を
「
想
定
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
天
空
、
大
気
、
大
地
、
色
彩
、
形
態
、
音
響
、
そ
し
て
、
外
部
に

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貰
巴
品
邑
ロ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

あ
る
も
の
は
全
部
、
夢
〔
悪
意
あ
る
霊
〕
の
か
ら
か
い
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
「
思
い
込
む
」
こ
と
で
あ
り
、
「
自
分
自
身
が
、

両
手
を
、
両
眼
を
、
肉
を
、
血
を
、
あ
る
感
覚
器
官
を
、
も
っ
て
は
い
な
い
者
で
あ
る
、
と
見
な
し
、
自
分
自
身
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

も
っ
て
い
る
、
と
思
い
誤
っ
て
い
る
者
で
あ
る
、
と
見
な
す
」
こ
と
で
あ
る
（
第
十
ニ
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
う
し
て
、
〈
ひ
き
つ
づ
き
虚
偽
と
し
て
し
り
ぞ
け
つ
づ
け
る
〉
こ
と
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
手
段
は
、
「
悪
意
あ
る
霊
」
の
「
想
定
」

で
あ
り
、
そ
の
・
悪
意
あ
る
霊
が
、
そ
れ
の
も
つ
カ
と
、
ず
る
か
し
こ
さ
と
に
よ
っ
て
、
私
に
、
外
界
の
物
体
（
す
な
わ
ち
感
覚
内
容
の

対
象
）
が
、
感
覚
内
容
と
同
じ
姿
で
〈
実
在
す
る
〉
、
感
覚
器
官
の
座
で
あ
る
肉
体
が
〈
実
在
す
る
〉
、
と
思
い
込
ま
せ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
ら
が
〈
実
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
「
想
定
」
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
デ
カ
ル
ト
の
思
考
は
、
全
能
者
に
よ
っ
て
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〉
と
い
う
「
疑
い
」
か
ら
、
深

ま
っ
て
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
る
」
た
め
に
、
〈
む
か
し
、
真
実
と
思
考
、
判
断
し
た
も
の
〉
を
「
し
り
ぞ
け
る
」
こ
と
を
忘
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ぬ
た
め
の
手
段
と
し
て
、
「
悪
意
あ
る
霊
」
は
、
私
に
、
〈
実
在
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
す
べ
て
に
あ
っ
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
〉
と
い
う
「
想
定
」
に
、
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
る
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
を
、
そ
れ
は
、
〈
夢
想
V
で
あ

り
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
と
「
し
り
ぞ
け
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
〈
真
実
〉
あ
る
い
は
〈
夢
想
〉
〈
虚
偽
〉
と
は
、
〈
事
物

の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
〈
思
考
〉
〈
判
断
〉
〈
知
V
の
そ
れ
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
事
物
の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
〈
真
実
〉
な
〈
思
考
〉

〈
判
断
〉
〈
知
〉
を
、
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
『
省
察
．
第
二
』
で
、
ま
ず
、
〈
物
体
の
実
在
V
に
つ
い
て
の
知
と
、
〈
肉
体
と
し
て
の
私
の
実
在
V
に
つ
い
て
の
知
と



が
、
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
た
あ
と
に
、
〈
思
考
す
る
事
物
V
と
し
て
の
く
私
の
実
在
V
の
思
考
、
判
断
、
知
が
、
つ
い
で

『
省
察
・
第
三
』
で
、
〈
神
の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
、
知
が
、
〈
真
実
〉
な
も
の
と
し
て
、
「
う
ち
立
て
」
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
は
、
あ
の
「
想
定
」
、
〈
私
は
、
実
在
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
す
べ
て
に
あ
っ
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と

す
る
想
定
は
、
悪
意
あ
る
霊
の
カ
に
よ
っ
て
、
〈
一
切
の
事
物
の
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
含
む
も
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、
『
省
察
・
第
二
』
に
あ
っ
て
、
「
…
－
私
は
、
世
界
の
中
に
は
、
ま
っ
た
く
な
に
一
つ
存
在
し
な
い
、
な
に
ら
の
天
空
も
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

在
せ
ず
、
な
に
ら
の
大
地
も
存
在
せ
ず
、
な
に
ら
の
精
神
も
存
在
せ
ず
、
な
に
ら
の
物
体
も
存
在
し
な
い
、
と
自
分
に
説
得
し
た
」
と
言

い
表
わ
さ
れ
て
く
る
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
こ
で
、
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
悪
意
あ
る
霊
」
、
「
ず
る
か
し
こ
い
霊
」
を
、
「
神
」
と
は
別
の
存
在
者
で
あ
る
か
の

よ
う
に
、
．
〈
見
せ
て
い
る
〉
。
し
か
し
、
両
者
は
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
の
ち
に
見
る
と
お
り
、
『
省
察
．
第
三
』
　
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
の
は
、
「
神
」
で
あ
る
こ
と
が
、
明
言
さ
れ
て
お
り
（
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
ま
た
、
両
者
が
別
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
神
が
、
実
在
す
る
完
全
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
欺
隔
者
た
ろ
う
と
す
る
悪
意
を
も
た
ぬ
こ
と
を
、

　
　
　
　
（
1
3
）

証
明
し
て
も
、
そ
れ
は
、
無
意
味
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
「
悪
意
あ
る
霊
」
の
非
存
在
を
、
証
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
》
1
日
■
＜
目
■
℃
●
曽
」
一
，
一
l
P

　
　
（
2
）
＞
ー
↓
■
≦
一
■
や
醇
」
一
」
1
ぎ

　
　
（
3
）
＞
ー
↓
，
≦
い
や
曽
」
一
，
0
1
一
一
■

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
娼
胃
巴
濃
冒
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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一
四
－
一
六
ペ
ー
ジ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
、

　
デ
カ
ル
ト
は
、

一
日
に
心
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
成
果
は
、

つ
づ
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
〉

意
あ
る
霊
、

五
八

本
稿
・
三
1
1
。
『
社
会
学
研
究
・
1
8
』

二
i
－
　
実
在
に
つ
い
て
の
問
い
　
　
　
　
　
　
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
（
『
省
察
・
第
二
』

　
　
　
　
　
第
一
－
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

　
　
『
省
察
．
第
一
』
に
あ
っ
て
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
よ
う
」
と
「
欲
求
」
し
「
意
志
」
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
真
実
〉
と
し
て
手
に
入
れ
た
は
ず
の
も
の
を
も
、
〈
虚
偽
と
し
て
し
り
ぞ
け

　
　
　
　
　
　
こ
と
を
、
忘
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
忘
れ
ぬ
た
め
に
、
自
分
は
、
悪

強
力
な
欺
購
者
〔
神
〕
に
よ
っ
て
、
〈
実
在
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
、
知
す
べ
て
に
つ
い
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る



の
で
あ
る
〉
と
す
る
「
想
定
」
を
立
て
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

　
求
め
て
も
、
求
め
る
方
法
を
立
て
た
が
ゆ
え
に
、
却
っ
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
苦
悩
で
あ
る
。
『
省
察
・
第
二
．
人

間
の
精
神
の
本
性
に
つ
い
て
・
人
間
の
精
神
は
、
物
体
よ
り
も
身
近
か
に
知
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
』
は
、
こ
の
苦
悩
の
告
白
か
ら
、

始
ま
る
。
「
き
の
う
心
を
め
ぐ
ら
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
私
が
投
げ
込
ま
れ
た
疑
い
は
、
底
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
－
…
・
ど
の
よ
う

な
方
法
で
、
こ
れ
ら
の
疑
い
が
解
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
、
私
に
は
、
わ
か
ら
な
い
。
い
わ
ば
、
思
い
も
か
け
ず
に
水
の
深
み
に

は
ま
っ
た
よ
う
に
、
私
は
、
も
が
い
た
の
で
あ
っ
て
、
た
め
に
、
私
は
、
水
底
に
足
の
う
ら
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
さ
り
と
て
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

水
の
表
て
に
浮
び
出
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
い
る
」
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
し
か
し
、
「
真
実
な
も
の
を
、
う
ち
立
て
」
よ
う
と
す
る
「
意
志
」
が
、
あ
る
。
そ
の
「
意
志
」
が
、
「
想
定
」
と
い
う
〈
方
法
〉
を
、

立
て
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
自
分
は
、
も
は
や
、
そ
の
〈
方
法
〉
「
道
」
を
突
き
進
む
こ
と
を
、
「
意
志
」
す
る
以
外
に
な
い

で
は
な
い
か
。
苦
悩
の
た
だ
中
に
あ
る
「
に
も
拘
ら
ず
、
私
は
、
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
す
な
わ
ち
、
き
の
う
進
ん
で
き
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
の
・
同
じ
道
を
、
…
…
い
ま
い
ち
ど
、
た
ど
ろ
う
と
お
も
う
」
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
「
真
実
な
も
の
」
「
確
実
な
も
の
」
は
、
そ
れ
を
求
め
る
方
法
を
立
て
た
が
た
め
に
、
な
に
一
つ
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、

そ
う
し
た
も
の
が
、
〈
真
実
に
〉
〈
な
に
一
つ
な
い
〉
と
い
う
こ
と
ま
で
が
、
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
も
の

が
く
な
に
一
つ
な
い
V
と
い
う
こ
と
が
〈
確
実
で
あ
る
〉
、
と
ま
で
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
、
ま
だ
、
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
も
の
が
く
な
に
一
つ
な
い
V
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
、
と
も
か
く
、
そ
の
こ
と
が
く
確
実
で
あ
る
V
「
確
固
不
動
」
な
も
の
で

あ
る
、
と
認
識
さ
れ
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
「
い
さ
さ
か
で
は
あ
れ
、
確
実
で
・
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
を
、
私
が
見
い
だ
す
こ
と
に
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
震
巴
品
冨
ヨ
9
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
一
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究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

抱
か
れ
る
期
待
も
ま
た
、
大
き
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
「
；
・
…
私
は
、
あ
る
・
確
実
な
も
の
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
外
に
な
に
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
確
実
な
も

の
は
な
に
一
つ
な
い
、
と
い
う
・
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
、
確
実
な
も
の
で
あ
る
、
と
認
識
す
る
ま
で
、
さ
ら
に
先
へ
進
ま
な
く
て
は
な
ら

　
　
　
　
　
（
4
）

な
い
の
で
あ
る
」
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
「
確
実
な
も
の
」
と
は
、
な
ん
ら
か
の
〈
事
物
の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
・
確
実
な
〈
思
考
〉
〈
判
断
〉

〈
知
〉
の
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
「
き
の
う
進
ん
で
き
た
・
そ
の
・
同
じ
道
」
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
想
い
起
こ
し
て
み
よ
う
。
「
そ
れ
ゆ
え
、

私
は
、
自
分
が
い
ま
目
で
見
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
、
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
、
と
想
定
す
る
。
私
は
、
ひ
と
を
た
ぱ
か
る
記
憶
が
表
わ
し

出
す
も
の
は
、
一
つ
と
し
て
、
け
っ
し
て
実
在
し
な
か
っ
た
、
と
信
ず
る
。
私
は
、
感
覚
器
官
を
、
ま
っ
た
く
な
に
一
つ
、
そ
な
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
い
の
で
あ
る
。
物
体
、
形
態
、
延
長
、
運
動
、
そ
れ
に
場
所
は
、
奇
怪
な
・
空
想
の
所
産
で
あ
る
」
（
第
ニ
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
「
目
で
見
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
」
と
は
、
覚
醒
時
の
視
覚
内
容
、
夢
と
い
う
「
現
出
像
」
を
、
指
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
〈
真
実
〉

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
・
合
成
要
素
と
し
て
の
視
覚
内
容
（
動
物
の
手
足
、
色
彩
、
形
態
、
延
長
）
（
『
省
察
・
第
一
』
第
六
、
第
七
パ
ラ
グ

ラ
フ
）
を
も
、
指
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
視
覚
内
容
が
す
ぺ
て
、
「
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
、
と
想
定
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
カ
あ
る
欺
隔
者
、
悪
意
あ

る
霊
〔
神
〕
が
、
視
覚
作
用
の
対
象
で
あ
る
〈
物
体
〉
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
お
り
、
し
か
し
、
私
に
は
、
そ
れ
を
〈
知
ら
せ
ず
〉
〈
教
え

ず
に
〉
、
対
象
で
あ
る
〈
物
体
〉
が
〈
実
在
す
る
〉
、
と
〈
思
い
込
ま
せ
て
い
る
〉
、
つ
ま
り
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
〉
、
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
欺
隔
者
が
、
〈
物
体
〉
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
お
り
、
〈
し
か
も
〉
私
が
そ
の
こ
と
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
い
う
こ
と
で



あ
る
。

　
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
一
』
の
・
あ
の
「
想
定
」
、
す
な
わ
ち
、
〈
私
は
、
悪
意
あ
る
霊
〔
神
〕
に
よ
っ
て
、
実
在
に

つ
い
て
の
思
考
、
判
断
、
知
す
べ
て
に
つ
い
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
想
定
、
悪
意
あ
る
霊
は
、
〈
一
切
の
事
物
の
実

在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
む
想
定
に
、
〈
私
は
、
自
ら
、
そ
の
・
実
在
の
払
拭
を
、
知
っ
て
い
る
〉
と
す
る
く
前
提
V

を
、
加
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。

　
あ
の
「
想
定
」
が
、
〈
事
物
の
実
在
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
、
知
に
お
い
て
、
す
ぺ
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
〈
一
切
の
事
物
の
実
在
の
払
拭
〉
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
・
一
ー
7
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
却
っ
て
、
そ
の
「
想
定
」
の
た
だ
中
か
ら
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実

在
す
る
〉
と
い
う
く
真
実
で
確
実
な
思
考
、
判
断
、
知
V
が
、
生
ま
れ
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
〈
欺
購
者
で
あ
る
神
が
事
物
の
実
在
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
に
あ
っ
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
〉
と
す
る
．
こ
の
「
想
定
」

は
、
繰
り
返
せ
ば
、
欺
隔
者
が
、
そ
の
「
こ
の
上
も
な
い
」
カ
で
、
〈
一
切
の
事
物
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
お
り
な
が
ら
、
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
こ
と
を
、
私
に
〈
教
え
ず
〉
〈
知
ら
せ
ず
に
〉
、
や
は
り
そ
の
カ
で
、
私
に
は
、
〈
事
物
は
実
在
す
る
V
と
思
考
、
判
断
さ
せ
て
い
る
、

と
す
る
想
定
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
デ
カ
ル
ト
が
す
る
よ
う
に
、
そ
の
〈
実
在
の
払
拭
〉
を
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
V
の
で
あ
っ
て
は
、
も
は
や
、
〈
虚

偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。
「
私
は
、
自
分
が
い
ま
目
で
見
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
、
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
娼
碧
巴
お
訪
ヨ
目
：
－
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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と
想
定
す
る
」
の
で
あ
っ
て
は
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
こ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
の
ち
に
吟
味
す
る
。

　
さ
て
、
つ
ぎ
に
、
「
私
は
、
ひ
と
を
た
ぱ
か
る
記
憶
が
表
わ
し
出
す
も
の
」
、
す
な
わ
ち
、
過
去
に
感
覚
作
用
の
対
象
で
あ
っ
た
〈
物
体
〉

も
ま
た
、
な
に
一
つ
、
「
実
在
し
な
か
っ
た
、
と
信
ず
る
」
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
、
欺
購
者
〔
神
〕
が
、
対
象
で
あ
る
〈
物
体
〉
の
く
実
在

を
払
拭
V
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
デ
カ
ル
ト
が
そ
の
実
在
払
拭
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
こ
と
を
、
意
味
す
る
。

　
さ
ら
に
、
「
私
は
、
感
覚
器
官
を
、
ま
っ
た
く
な
に
一
つ
、
そ
な
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
は
、
欺
隔
者
〔
神
〕
が
、
感
覚
内
容
を

生
じ
さ
せ
る
要
件
の
一
つ
で
あ
る
・
外
部
の
対
象
（
〈
物
体
〉
）
の
み
で
な
く
、
他
方
の
要
件
で
あ
る
感
覚
器
官
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
、
し

た
が
っ
て
、
感
覚
器
官
の
座
で
あ
る
〈
肉
体
〉
の
〈
実
在
を
も
払
拭
〉
し
て
い
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
が
そ
れ
を
く
自
ら
知
っ
て

い
る
V
こ
と
を
、
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
「
物
体
、
形
態
、
延
長
」
等
も
、
「
奇
怪
な
・
空
想
の
所
産
で
あ
る
」
も
ま
た
、
悪
意
あ
る
霊
〔
神
〕
が
、
こ
れ
ら
の
視
覚
内
容

の
対
象
で
あ
る
〈
物
体
〉
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
お
り
、
か
つ
、
デ
カ
ル
ト
が
そ
の
こ
と
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
、
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
れ
ら
「
真
実
で
あ
る
、
と
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
視
覚
内
容
（
『
省
察
・
第
ζ

第
六
、
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
が
、
〈
ぬ
え
V
同
よ
う
の
心
像
に
す
ぎ
な
い
の
を
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
V
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
欺
購
者
で
あ
る
神
が
、
私
に
〈
知
ら
せ
ず
に
〉
、
〈
物
体
と
肉
体
と
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
、
と

「
想
定
」
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
、
そ
の
〈
実
在
払
拭
〉
を
私
が
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
な
ら
ば
、
「
で
は
、
い
っ
た
い
、
な
に
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

確
実
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
の
か
」
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
〈
な
に
〉
が
、
〈
物
体
と
肉
体
と
の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
「
確
実



な
」
思
考
、
判
断
で
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
「
お
そ
ら
く
、
こ
の
・
た
だ
一
つ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
確
実
な
も
の
は
、
一
つ
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
ま
ず
、
物
体
と
肉
体
と
の
く
実
在
V
に
つ
い
て
の
「
確
実
な
」
思
考
、
判
断
を
、
「
し
り
ぞ
け
る
」
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
〈
物
体
と
肉
体
と
の
実
在
に
つ
い
て
の
・
確
実
な
思
考
、
判
断
、
知
は
、
な
に
一
つ
な
い
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
は
、

物
体
と
肉
体
と
の
く
実
在
払
拭
V
の
「
想
定
」
、
お
よ
ぴ
、
そ
の
〈
実
在
払
拭
〉
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
す
る
〈
前
提
〉
以
外
に
、

根
拠
を
も
っ
て
は
い
な
い
。

　
だ
か
ら
、
〈
実
在
に
つ
い
て
の
・
確
実
な
思
考
、
判
断
、
知
は
、
一
つ
も
な
い
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
〈
肉
体
と
物
体
V
以
外
の
も

の
に
拡
大
す
る
こ
と
に
は
、
根
拠
は
な
い
。
「
だ
が
し
か
し
、
自
分
が
た
っ
た
い
ま
数
え
上
げ
た
も
の
と
は
別
個
の
も
の
が
、
な
に
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
…
…
私
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
三
．
ハ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
そ
れ
ゆ
え
、
肉
体
で
も
物
体
で
も
な
い
も
の
、
た
と
え
ば
「
神
」
が
、
「
存
在
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
し
か
し
、
神
が
存
在
す
る
、
と
言
い
う
る
の
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
た
物
体
と
肉
体
と
に
つ
い
て
の
虚
妄
な
「
思
考
内
容
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

神
が
「
私
の
中
に
送
り
込
ん
で
い
る
」
、
す
な
わ
ち
、
神
が
、
そ
れ
ら
の
「
思
考
内
容
」
の
造
り
手
で
あ
る
、
な
ら
ば
、
で
あ
る
。

　
だ
が
、
神
が
、
こ
う
し
た
思
考
内
容
の
造
り
手
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
存
在
す
る
、
と
い
う
根
拠
は
、
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

お
そ
ら
く
は
、
私
自
身
が
、
上
の
思
考
内
容
の
造
り
手
で
あ
り
う
る
」
か
ら
で
あ
る
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
〈
存
在

に
つ
い
て
の
確
実
な
思
考
、
判
断
〉
は
、
成
立
し
え
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
碧
巴
o
σ
q
ぢ
B
曾
：
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
問
題
・
第
一
。
こ
こ
で
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
お
そ
ら
く
は
、
私
自
身
が
、
上
の
思
考
内
容
の
造
り
手
で
あ
り
う
る
」
と
言
う
背
後
で
、

す
で
に
、
悪
意
を
も
た
ぬ
も
の
と
し
て
の
「
神
」
と
、
悪
意
あ
る
霊
、
欺
購
者
と
を
、
区
別
し
て
、
善
意
の
も
の
で
あ
る
神
が
、
上
の

「
思
考
内
容
」
す
な
わ
ち
、
物
体
と
肉
体
と
い
う
〈
事
物
の
実
在
〉
を
伴
わ
ぬ
・
虚
妄
な
思
考
内
容
を
、
「
私
の
中
に
送
り
込
ん
で
い
る
」

こ
と
は
、
な
い
、
私
を
〈
欺
き
〉
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
V
こ
と
は
、
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
神
」
と
〈
悪
意
あ
る
欺

瞳
者
〉
と
は
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
神
」
が
善
意
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
神
の
実
在
証
明
の
・
第
二

の
手
続
き
に
よ
り
、
神
が
、
〈
完
全
な
存
在
者
〉
と
し
て
実
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
欺
朧
者
た
ろ
う
と
す
る
悪
意
を
も
た
ぬ
こ
と
が
、
論
証

さ
れ
る
ま
で
は
、
言
い
え
な
い
事
柄
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
二
。
繰
り
返
せ
ぱ
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
こ
と
は
、
欺
隔
者
〔
神
〕
が
、
そ
の
カ
に
よ
っ
て
、
事
物
の

〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
お
り
、
に
も
拘
ら
ず
、
私
に
は
、
そ
の
〈
実
在
払
拭
〉
を
、
〈
教
え
ず
V
〈
知
ら
せ
ず
に
〉
、
事
物
は
〈
実
在
す
る
〉

と
、
思
考
、
判
断
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
，
し
た
が
っ
て
、
虚
妄
な
思
考
内
容
の
「
造
り
手
」
は
、
そ
の
欺
隔
者
〔
神
〕
な
の

で
あ
っ
て
、
「
私
自
身
」
で
あ
る
は
ず
が
、
な
い
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
、
『
省
察
・
第
三
』
（
第
二
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
で
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
〈
虚
偽
は
、
私
の
欠
陥
、
不
完
全
さ
か
ら
生
ず
る
〉
と
い
う
・
そ
の
虚
妄
を
、
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
し
か
し
、
〈
物
体
と
肉
体
〉
と
の
く
実
在
が
払
拭
V
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
物
体
と
肉
体
と
に
つ
い
て
の
・
虚
妄
な
思
考

内
容
の
造
り
手
は
、
私
自
身
で
あ
る
、
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
だ
か
ら
私
は
、
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
、
「
あ
る
も
の
」
で
あ
る
、
と
言

い
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
が
、
〈
肉
体
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
：
…
い
ま
私
は
、
自
分
が
な
に
ら
の
感
覚
器
官



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

も
、
な
に
ら
の
肉
体
も
、
そ
な
え
て
は
い
な
い
、
と
否
定
し
た
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
1
欺
瞳
者
が
、
私

の
感
覚
器
官
の
、
ま
た
、
感
覚
器
官
の
座
と
し
て
の
肉
体
の
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
こ
と
を
私
が
〈
自
ら
知
っ

て
い
る
〉
以
上
、
〈
私
が
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
〉
。
そ
れ
ゆ
え
、
〈
私
が
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、

判
断
、
知
は
、
〈
虚
妄
〉
で
あ
り
、
〈
虚
偽
〉
で
あ
る
ー
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
物
体
V
の
〈
実
在
〉
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
、
知
に
つ
い
で
、
〈
肉
体
と
し
て
の
私
〉
の
〈
実
在
〉
に

つ
い
て
の
そ
れ
を
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
る
」
。

－
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
虚
妄
な
思
考
内
容
の
造
り
手
が
、
〈
肉
体
と
し
て
の
私
V
で
あ
る
こ
と
を
、
〈
拒
否
〉
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
無
意
味
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
〈
精
神
と
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
立
揚
を
と
る
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
肉
体
と
し
て
の
私
V
が
、
「
思
考
内
容
」
を
造
り
串
す

こ
と
を
、
認
め
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
〈
虚
妄
V
〈
虚
偽
V
と
し
て
「
し

り
ぞ
け
」
、
つ
い
で
、
〈
私
は
、
精
神
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
も
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
、
し

か
し
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
「
思
考
」
す
る
私
は
、
〈
思
考
す
る
も
の
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
〈
真

実
〉
、
な
も
の
と
し
て
「
う
ち
立
て
る
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
存
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断

を
、
〈
虚
妄
V
〈
虚
偽
〉
の
も
の
と
し
て
お
く
こ
と
は
、
一
つ
に
は
、
手
続
き
が
要
求
す
都
も
の
、
と
デ
カ
ル
ト
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

二
つ
に
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
思
考
す
る
も
の
と
し
て
、
実
在
す
る
私
〉
か
ら
、
予
め
、
感
覚
器
官
と
肉
体
と
を
、
奪
っ
て
お
こ
う
、
と

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
巽
巴
o
の
あ
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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六
六

す
る
配
慮
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
こ
の
点
は
、
の
ち
に
、
問
題
．
第
四
の
中
で
吟
味
す
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
さ
て
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
は
、
存
在
し
な
い
〉
。
「
に
も
拘
ら
ず
、
私
は
ひ
っ
か
か
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
で

あ
る
の
は
、
た
だ
、
〈
私
が
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
す
る
思
考
、
判
断
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
言
い
か
え
れ
ば
、
私
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

肉
体
を
そ
な
え
て
い
な
く
と
も
、
存
在
し
う
る
と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
肉
体
に
「
固
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
」
い
な
い
、
と
す
れ
ば
（
第

三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
つ
ま
り
、
〈
精
神
〉
と
し
て
は
、
〈
存
在
し
う
る
〉
と
す
れ
ば
、
〈
精
神
と
し
て
、
私
は
存
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判

断
は
、
こ
れ
を
、
〈
肉
体
〉
の
く
実
在
払
拭
V
の
「
想
定
」
、
な
い
し
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
い
う
〈
前
提
〉
の
〈
範
囲
外
〉
に
あ
る

も
の
と
し
て
、
〈
真
実
V
と
し
て
、
「
う
ち
立
て
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、

　
「
け
れ
ど
も
、
私
は
、
世
界
の
中
に
は
、
ま
っ
た
く
な
に
一
つ
、
存
在
し
な
い
、
な
に
ら
の
天
空
も
存
在
せ
ず
、
な
に
ら
の
大
地
も
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

在
せ
ず
、
な
に
ら
の
精
神
も
存
在
せ
ず
、
な
に
ら
の
物
体
も
存
在
し
な
い
、
と
自
分
に
説
得
し
た
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
。
傍
点
は
引
用
者
）
。

1
欺
瞳
者
〔
神
〕
が
く
実
在
の
思
考
、
判
断
に
あ
っ
て
、
虚
妄
・
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
V
と
い
う
「
想
定
」
の
中
に
は
、
そ
の
欺
隔
者

が
、
「
精
神
」
ま
で
含
め
て
、
〈
一
切
の
事
物
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
私
は
、
そ
の

〈
精
神
の
実
在
払
拭
〉
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
の
で
あ
る
ー
。

　
と
す
れ
ば
、
私
は
、
「
精
神
」
と
し
て
も
、
〈
存
在
し
な
い
〉
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
〈
私
は
、
精
神
と
し
て
、
存
在
す
る
V
と
い
う
思

考
、
判
断
も
ま
た
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
「
い
な
、
で
あ
る
。
な
に
ご
と
で
あ
れ
、
私
が
自
分
に
説
得
し
た
の
で
あ
れ
ぱ
、
確
か
に
私
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ

フ
。
傍
点
は
引
用
者
）
。
1
欺
購
者
〔
神
〕
が
、
「
精
神
」
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
〈
欺
瞳
者
は
、
精
神
の
実
在
を
払



拭
し
て
い
る
〉
と
ず
る
「
想
定
」
を
立
て
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
欺
隔
者
を
欺
購
者
と
し
て
〈
成
立
さ
せ

か
〉
の
は
、
私
の
「
精
神
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
想
定
を
立
て
た
・
精
神
と
し
て
の
私
〉
は
、
欺
隔
者
の
〈
先
に
〉
、
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

欺
隔
者
の
手
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
に
、
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
1
（
こ
れ
は
、
こ
の
あ
と
見
る
よ
う
に
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

と
〈
思
考
し
て
い
る
私
〉
こ
そ
、
欺
隔
者
を
欺
晒
者
と
し
て
〈
成
立
さ
せ
て
い
る
〉
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
う
く
思
考
し
て
い
る
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

私
は
、
偽
隔
者
の
手
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
す
る
立
論
と
、
同
一
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
想
定
」
を
〈
立
て
た
〉
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
は
、
た
だ
、
〈
か
つ
て
〉
想
定
を
立
て
た
．
精
神
と
し

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

て
の
私
は
、
存
在
し
た
、
と
い
う
思
考
、
判
断
が
、
〈
真
実
〉
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
想
定
を
〈
立
て
た
〉
直
後
か
ら
現
在
な
お
、
欺
購
者
は
、
〈
存
在
し
て
い
て
〉
、
カ
を
ふ
る
っ
て
〈
い
る
〉
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
想
定
を
く
立
て
た
V
が
ゆ
え
に
、
〈
精
神
と
し
て
、
私
が
存
在
し
た
〉
、
と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
〈
真
実
〉
で
あ

っ
た
、
と
の
思
考
、
判
断
は
、
す
で
に
、
〈
虚
妄
で
あ
り
〉
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
い
ま
は
〉
、
そ

の
欺
瞳
者
の
カ
に
よ
っ
て
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
V
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
右
の
経
緯
を
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
け
れ
ど
も
、
誰
か
知
ら
ぬ
が
、
こ
の
上
も
な
く
カ
が
あ
り
、
こ
の
上
も
な
く
ず
る
か
し
こ
く
．
私
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
B
）

い
つ
も
必
ず
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
こ
と
に
、
力
を
傾
け
て
い
る
欺
購
者
が
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
。
傍
点
は
引
用

者
）
と
言
い
表
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
精
神
」
と
し
て
の
私
の
存
在
に
つ
い
て
の
・
真
実
な
思
考
、
判
断
は
、
ま
た
も
や
、
失
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
言
う
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
貰
巴
o
σ
Q
δ
目
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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六
八

　
「
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
そ
の
欺
隔
者
が
、
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
も
ま
た
存
在
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
疑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を
い
れ
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
の
文
章
の
意
味
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
1
私
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
い
か
に
欺
痛
者
〔
神
〕
に

カ
が
あ
っ
て
も
、
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
無
で
あ
る
私
に
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
ー
。
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
も
し
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
〈
存
在
す
る
私
〉
は
、

〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
私
〉
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
私
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
は
、
私
の
く
存
在
が
払
拭
V
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
文
章
は
、
こ
れ
に
つ
づ
く
・
つ
ぎ
の
・
二
つ
の
文
章
と
と
も
に
、
分
析
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
す
な
わ
ち
、
そ
の
欺
隔
者

が
、
カ
の
限
り
を
尽
し
て
、
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
と
し
て
も
、
に
も
拘
ら
ず
、
私
が
、
自
分
は
、
あ
る
も
の
（
魅
言
…
q
）
で
あ
る
、

　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ

と
思
考
し
よ
う
と
す
る
（
8
讐
罫
ぎ
）
限
り
、
そ
の
欺
隔
者
も
、
私
を
無
で
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
、
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
、
十
二
分
に
、
熟
考
し
た
の
ち
（
ひ
ヨ
菖
げ
易
鼠
岳
急
需
お
器
茗
コ
簿
緯
邑
、
つ
い
に
、

『
私
は
、
存
在
す
る
。
私
は
、
実
在
す
る
』
と
い
う
・
こ
の
公
理
は
、
私
が
、
そ
れ
を
言
表
す
る
た
び
に
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
、
精
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
V

に
抱
か
れ
る
た
び
に
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
真
実
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ

フ
。
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
分
析
の
要
点
は
、
三
つ
で
あ
り
、
「
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
と
し
て
も
」
と
、
「
に
も
拘
ら
ず
、
自
分
は
あ
る
も
の
で
あ
る
、
と
思

考
し
よ
う
と
す
る
限
り
」
と
、
そ
し
て
、
「
十
二
分
に
、
熟
考
し
た
の
ち
」
と
、
で
あ
る
。



　
A
。
ま
ず
、
「
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
」
と
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
か
。

　
第
一
。
私
が
、
自
分
は
、
精
神
と
し
て
、
存
在
す
る
、
と
思
考
、
判
断
す
る
時
に
、
〈
虚
妄
を
犯
し
〉
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉

に
は
、
私
と
し
て
、
〈
自
分
が
、
精
神
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
が
、
真
実
で
あ
る
〉
と
〈
思
考
、
判
断
〉
し
て
い
る

こ
と
が
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
欺
哺
者
〔
神
〕
が
、
そ
の
カ
で
、
私
の
精
神
の
実
在
を
払
拭
し
、
に
も
拘
ら
ず
」
そ
の
こ
と

を
私
に
〈
教
え
ず
〉
〈
知
ら
せ
ず
に
〉
、
私
に
、
〈
私
が
、
精
神
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
真
実
で
あ
る
〉
と
〈
思

考
、
判
断
〉
さ
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
〈
私
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
こ
と
が
、
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
欺
晒
と
は
、
真
実
で
な
い

も
の
を
、
〈
真
実
と
思
考
さ
せ
る
〉
こ
と
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
は
『
精
神
と
し
て
の
私
が
、
実
在
し
な
い
の
に
、
〈
私
は
、
精
神
と
し
て
、

実
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
思
考
、
判
断
を
、
〈
真
実
〉
と
〈
思
考
、
判
断
〉
し
て
い
る
。
私
の
〈
思
考
、

判
断
〉
が
、
ま
ず
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
〈
第
一
の
思
考
〉
）
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
精
神
と
し
て
の
私
は
、
〈
実
在
し
な
い
〉
の
で
あ
る
か
ら
、
実
は
、
こ
の
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
〉
も
、
実
は
、
〈
存
在
し
な
い
〉
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
デ
カ
ル
ト
自
身
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
「
…
…
思
考
だ
け
は
、
私
か
ら
、
引
き
離
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
が
で
き
な
い
」
（
こ
二
に
、
実
は
、
デ
カ
ル
ト
の
・
真
実
の
〈
公
理
〉
が
あ
る
）
と
す
れ
ば
、
精
神
と
し
て
の
私
が
、
〈
実
在
し
な
い
V
以
上
、

〈
第
一
の
思
考
、
判
断
〉
を
す
る
私
は
、
〈
存
在
し
な
い
〉
か
ら
で
あ
る
。
（
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
の
ち
に
、
問
題
．
第
三
と
し
て
、
と
り
あ

げ
る
）
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
巽
巴
潟
『
9
曾
…
1
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
く
第
一
の
思
考
、
判
断
V
の
中
へ
は
、
当
然
、
〈
自
分
は
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
〈
思
考
〉
（
〈
第
二

の
思
考
〉
）
は
、
は
い
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
私
の
思
考
は
、
〈
第
一
〉
の
も
の
か
ら
〈
第
二
〉
の
も
の
へ
、
超
越
す
る

こ
と
は
な
い
。

　
第
二
。
そ
れ
ゆ
え
、
〈
私
は
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
「
あ
る
も
の
（
慧
2
こ
）
」
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
が
、
成
り

立
つ
の
は
、
精
神
と
し
て
私
は
実
在
す
る
、
と
思
考
、
判
断
し
、
か
つ
、
そ
の
思
考
、
判
断
を
、
真
実
と
思
考
、
判
断
し
て
い
る
・
そ
の

自
分
は
、
し
か
し
、
〈
虚
妄
を
犯
し
〉
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〉
、
と
〈
思
考
〉
す
る
・
別
の
・
新
し
い
〈
第
二
の
思
考
〉

に
よ
る
の
で
あ
る
。
〈
私
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
に
よ
っ
て
、
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
B
。
第
一
。
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
は
、
〈
意
志
〉
に
よ
っ
て
、
立
ち
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
私
が
、
自
分
は
、
あ
る
も
の
で
あ
る
、

〈
虚
妄
を
犯
し
〉
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
V
、
「
と
思
考
し
よ
う
と
す
る
限
り
」
、
立
ち
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

揚
合
、
〈
意
志
〉
と
は
、
精
神
と
し
て
の
私
が
、
実
在
す
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
真
実
で
あ
る
、
と
思
考
、
判
断
す
る
〈
第
一
の

思
考
、
判
断
〉
の
中
へ
、
い
な
、
そ
れ
は
、
〈
虚
妄
を
犯
し
〉
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〉
と
い
う
〈
第
二
の
思
考
〉
を
、

は
い
り
込
ま
せ
る
カ
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
私
の
思
考
を
、
〈
第
一
〉
の
も
の
か
ら
、
〈
第
二
〉
の
も
の
へ
、
超
越
さ
せ
る
力
で
あ
る
。

　
第
二
。
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
の
中
で
、
〈
観
念
〉
、
「
私
」
と
い
う
観
念
が
、
成
立
す
る
。
一
つ
は
、
私
は
、
精
神
と
し
て
、
実
在
す
る
、

と
思
考
、
判
断
し
、
か
つ
、
そ
の
思
考
、
判
断
を
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
、
と
〈
思
考
、
判
断
〉
す
る
「
私
」
の
観
念
で
あ
り
、
っ
ま
り
、

虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
「
私
」
の
観
念
（
〈
第
一
の
私
の
観
念
〉
）
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
そ
の
「
私
」
は
、
実
は
、

〈
虚
妄
を
犯
し
〉
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
〉
「
あ
る
も
の
」
で
あ
る
、
と
〈
思
考
〉
す
る
「
私
」
の
観
念
（
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ



ら
れ
て
い
る
、
と
思
考
、
判
断
す
る
・
第
二
の
私
V
の
観
念
）
で
あ
る
。

　
C
。
右
の
関
係
を
、
「
十
二
分
に
、
熟
考
」
す
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
・
推
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
働
く
。

　
第
一
。
右
の
〈
第
二
の
思
考
〉
、
す
な
わ
ち
、
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
を
す
る
・
第
一
の
私
は
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
〉
と
す
る
〈
思
考
〉
、
〈
第
二
の
私
の
思
考
〉
は
、
再
び
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
。
い
な
、
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
意
志
〉
に
発
す
る
・
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
こ
そ
、
〈
自
分
は
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉

こ
と
を
、
初
め
て
成
立
さ
せ
る
〈
思
考
〉
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ぱ
、
欺
隔
者
自
身
を
成
立
さ
せ
る
く
思
考
V
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
が
な
け
れ
ば
、
〈
私
は
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
〈
第
二
の
思
考
V
が
、
欺
隔
者
を
欺
隔
者
と
し
て
成
立
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
が
、
欺
隔
者
の

〈
先
に
〉
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
も
は
や
、
欺
購
者
の
手
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
〈
第
二
の
思
考
〉
は
、
欺
隔
者
に
よ
っ
て
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
は
〈
い
な
い
〉
の
で
あ
り
、
だ
か

ら
、
そ
れ
は
、
〈
真
実
〉
の
思
考
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
思
考
が
真
実
で
あ
れ
ぱ
こ
そ
、
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
V
が
、
〈
虚
妄
〉
で
あ

り
〈
虚
偽
〉
な
の
で
あ
る
。

　
第
三
。
こ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
が
、
〈
真
実
〉
で
あ
る
、
と
は
、
〈
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
思
考
す

る
限
り
〉
で
の
・
精
神
と
し
て
の
私
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
〈
第
二
の
思
考
V
を
担
う
私
、
〈
私
が
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
あ
る
も
の
」
で
あ
る
〉

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
揖
δ
α
q
邑
き
＝
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

と
思
考
す
る
私
は
、
〈
在
る
も
の
V
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
在
る
も
の
〉
で
な
い
も
の
、
実
在
せ
ぬ
も
の
、
無
で
あ
る
も
の
は
、
〈
自
分

が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
は
、
思
考
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
見
た
行
文
、
「
そ
の
欺
購
者
が
、
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
も
ま
た
存
在
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
疑
い
を
い
れ
な
い
の
で
あ
る
」
の
意
味
は
、
右
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
あ
の
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
〉
、
精
神
と
し
て
私
が
、
存
在
す
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
真
実
な
も
の
と
す
る
く
思
考
、
判
断
V
が
、

虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
は
、
精
神
と
し
て
の
私
の
く
存
在
が
払
拭
V
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
、
〈
第
一
の
思
考
V
は
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
す
る
〈
第
二
の
思
考
〉
が
、
〈
真

実
V
の
も
の
で
あ
る
、
と
は
、
そ
う
〈
思
考
す
る
限
り
〉
で
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
は
、
実
在
す
る
〉
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
・
推
論
の
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
本
稿
・
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
「
実
在
す
る
私
は
、
い
っ
た
い
、
な
に
者
な
の
か
」
と
問
い
（
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

「
実
在
す
る
私
」
を
吟
味
し
て
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
「
私
は
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
る
」
と
い
う
規
定
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
が
、

実
は
、
す
で
に
、
こ
の
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
〈
私
は
、
自
分
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
存
在
す
る
〉

こ
と
が
、
語
ら
れ
て
い
る
、
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

　
ま
た
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、
「
思
考
は
、
存
在
す
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
〈
思
考
一
般
V
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
〈
思
考
一
般
V
は
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
も
の
、
〈
虚
妄
〉
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
〈
精
神
の
実
在
が
払
拭
〉
さ

れ
て
い
る
以
上
、
〈
思
考
一
般
V
は
、
〈
存
在
〉
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
ち
に
吟
味
す
る
よ
う
に
、
〈
思
考
〉
を
、
本
来
の
意
味
に
解
す

な
ら
ば
、
こ
こ
で
「
存
在
す
る
」
と
さ
れ
る
「
思
考
」
は
、
〈
限
定
V
さ
れ
た
思
考
、
上
の
〈
第
二
の
思
考
〉
で
あ
る
。



　
そ
れ
ゆ
え
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
「
私
は
、
存
在
す
る
。
私
は
、
実
在
す
る
。
こ
れ
は
、
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
私
が
思
考
し
て
い
る
間
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
時
の
・
そ
の
「
思
考
し
て
い
る
間
」
と
は
、
上
の
〈
第
二
の
思

考
〉
、
〈
自
分
は
虚
妄
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
す
る
〈
思
考
〉
を
し
て
い
る
間
、
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
そ
し
て
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
「
…
…
思
考
だ
け
は
、
私
か
ら
、
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
関
係
に

こ
そ
、
上
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
の
・
真
実
の
〈
公
理
〉
が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
繰
り
返
せ
ば
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
再
ぴ
現
わ
れ
る
「
私
は
、
存
在
す
る
。
私
は
、
実
在
す
る
」
と
い
う
「
公
理
」
は
、

第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
〈
私
は
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
思
考
、
判
断
す
る
事

物
と
し
て
、
存
在
す
る
、
実
在
す
る
〉
の
意
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
戻
れ
ば
、
上
に
見
た
よ
う
に
し
て
、
欺
隔
者
〔
神
〕
が
、
い
か
に
力
が
強
く
、
い
か
に
、
〈
精
神
と
し
て

の
私
の
実
在
を
払
拭
V
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
私
が
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
し
て
も
、
に
も
拘
ら
ず
、
〈
私
は
、
精
神
と
し

て
、
実
在
す
る
、
と
思
考
、
判
断
し
、
か
つ
、
そ
の
思
考
を
真
実
と
思
考
し
て
い
る
・
そ
の
思
考
は
、
し
か
し
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を

犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〉
、
と
〈
思
考
す
る
〉
私
は
、
精
神
と
し
て
、
存
在
す
る
、
と
い
う
論
理
的
思
考
．
推
理
の
結
論
が
、
成

り
立
つ
。

　
そ
し
て
、
こ
の
論
理
的
思
考
・
推
理
の
結
論
は
、
〈
拒
否
不
能
V
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

こ
の
〈
論
理
的
思
考
・
推
理
〉
の
く
一
一
一
百
表
V
で
あ
る
〈
判
断
〉
「
公
理
」
は
、
「
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
真
実
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
精
神
と
し
て
私
が
、
実
在
す
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
が
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
養
一
品
a
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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て
い
る
、
と
い
う
〈
否
定
〉
を
つ
う
じ
て
、
却
っ
て
逆
に
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
思
考
、
判
断
す
る
・
精
神
と
し
て
の
私
が
、

実
在
す
る
、
と
い
う
思
考
は
、
真
実
で
あ
る
、
と
す
る
〈
肯
定
〉
を
、
と
ら
え
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
〈
精
神
の
実
在
の
払
拭
〉
と
い
う

〈
否
定
〉
の
た
だ
中
に
、
そ
の
実
在
の
〈
肯
定
〉
を
、
つ
か
む
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
〈
精
神
と
し
て
の
私
の
実
在
〉
は
、
〈
物
体
V
と
〈
肉
体
〉
と
の
〈
実
在
の
払
拭
〉
の
上
に
、
う
ち
立
て
ら
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
〈
精
神
と
物
体
・
肉
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
V
は
、
「
想
定
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
限
り
で
、
こ
こ
に
、
ま
た
一
つ
の
論
拠

を
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
〈
私
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
・
こ
の
論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
「
私
」
の
〈
最
初
の
〉
〈
自
己
認

識
〉
で
あ
る
。
〈
最
初
の
〉
と
は
、
た
ん
に
〈
時
間
的
に
最
初
の
〉
意
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
右
の
〈
否
定
〉
と
〈
肯
定
〉
と
の
関
係

に
照
ら
し
て
、
〈
論
理
的
に
最
初
の
〉
の
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
論
理
的
思
考
・
推
理
に
よ
る
の
で
〈
な
け
れ
ば
〉
、
右
の
自
己
認

識
は
、
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
あ
の
論
理
的
思
考
・
推
理
の
結
論
の
う
ち
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
く
思
考
す
る
・
第
二
の
私
V

の
観
念
が
、
〈
語
〉
に
よ
っ
て
〈
表
示
〉
さ
れ
て
〈
主
語
〉
と
し
て
お
か
れ
、
そ
の
私
は
、
〈
存
在
す
る
〉
と
い
う
論
理
的
思
考
・
推
理
の

結
論
部
分
が
、
〈
語
〉
に
よ
っ
て
〈
表
示
〉
さ
れ
て
〈
述
語
〉
と
し
て
お
か
れ
て
、
『
私
は
、
存
在
す
る
。
私
は
、
実
在
す
る
』
と
い
う

〈
言
表
〉
と
し
て
の
「
公
理
」
が
、
成
り
立
つ
。

　
な
ぜ
な
ら
、
「
公
理
（
℃
a
呂
旨
筋
9
ヨ
）
」
は
、
も
と
も
と
、
「
言
表
」
の
意
で
あ
り
、
〈
判
断
〉
で
あ
っ
て
、
論
理
的
思
考
・
推
理
の
結

論
を
、
〈
語
の
連
結
〉
に
よ
っ
て
、
〈
表
示
〉
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



、

　
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
「
公
理
」
を
「
心
に
抱
く
た
び
に
」
と
述
べ
て
、
思
考
す
る
〈
第
二
の
私
〉
の
実
在
を
、
「
把
握
（
需
3
8
ぎ
・
論

理
的
思
考
・
推
理
に
よ
る
認
識
）
」
と
も
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ま
た
、
「
言
表
す
る
た
び
に
」
と
も
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
公
理
」

の
〈
言
表
〉
〈
判
断
〉
と
し
て
の
性
格
を
、
思
わ
ず
も
語
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
「
…
…
た
び
に
」
と
は
、
上
の
論
理
的
思
考
が
あ
っ
て

初
め
て
、
そ
れ
が
あ
る
限
り
、
の
意
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
〈
言
語
に
よ
る
表
現
〉
を
え
て
の
み
、
「
公
理
」
と
な
る
の
で
あ
り
、
「
私
」
の
〈
時
間
的
に
も

論
理
的
に
も
最
初
の
自
己
認
識
〉
は
、
こ
の
「
言
表
」
を
つ
う
じ
て
初
め
て
、
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
言
表
」
が
「
公
理
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
「
私
」
の
〈
最
初
の
〉
自
己
認
識
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
公
理
」
が
、
「
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
真
実
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
こ
に
く
言
表
V
さ
れ
て
い
る
論
理
的
思
考
・

推
理
が
、
〈
拒
否
不
能
〉
で
あ
り
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉
で
あ
っ
て
、
〈
そ
れ
ゆ
え
に
V
、
〈
真
実
と
判
断
さ
れ
る
〉
、
の
意
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
正
し
く
言
え
ば
、
〈
拒
否
不
能
性
〉
そ
の
も
の
は
、
〈
私
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
V
と
い
う
論
理

的
思
考
・
推
理
が
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
V
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
正
し
く
は
、
そ
の
く
把
握
V
が
、
〈
明

晰
・
判
明
〉
で
あ
る
が
〈
ゆ
え
に
〉
、
〈
真
実
と
判
断
さ
れ
る
〉
、
と
い
う
こ
と
は
、
〈
ま
だ
〉
言
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
証
拠
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
〈
あ
ら
た
め
て
V
、
「
私
が
き
わ
め
て
明
晰
・
判
明
に
把
握
す
る
も
の
は
す
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

真
実
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
「
一
般
的
指
針
」
と
し
て
、
「
確
定
」
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
こ
れ
は
、
『
省

察
・
第
四
』
に
よ
れ
ば
、
「
明
晰
・
判
明
な
把
握
」
だ
け
が
、
「
真
実
」
で
あ
る
、
と
「
判
断
」
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
で

　
（
2
8
）

あ
る
（
第
十
ー
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貧
巴
品
扇
ヨ
雲
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
こ
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
七
五
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し
た
が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
二
』
の
こ
こ
で
、
「
公
理
」
が
「
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
真
実
で
あ
る
」
と
述
べ
て
は
い
る
も
の

の
、
実
は
、
そ
れ
は
、
「
一
般
的
指
針
」
が
「
確
定
」
さ
れ
な
く
て
は
、
言
い
え
な
い
こ
と
な
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
の
ち
に
見
る
と
お

（
2
9
）

り
、
コ
般
的
指
針
」
は
、
〈
神
の
実
在
証
明
V
を
ま
っ
て
初
め
て
、
「
確
定
」
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
右
の
「
公
理
」
が
「
の

っ
ぴ
き
な
ら
ず
真
実
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
・
そ
の
・
公
理
の
真
実
性
の
確
定
は
、
窮
極
に

は
、
〈
神
の
実
在
証
明
〉
に
、
〈
か
か
っ
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
『
省
察
．
第
二
』
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
ま
ず
、
〈
物
体
〉
の
く
実
在
V
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
を
、
つ
い
で
、
〈
肉
体
乏
し

て
の
私
の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
を
、
さ
ら
に
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
の
実
在
V
に
つ
い
て
の
思
考
、
判
断
を
、
つ
ぎ
っ
ぎ
に
、

〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
〉
な
も
の
と
し
て
「
し
り
ぞ
け
」
、
し
か
し
、
虚
妄
、
虚
偽
と
し
て
し
り
ぞ
け
る
〈
精
神
と
し
て
の
私
の
実
在
〉
に
つ
い

て
の
〈
論
理
的
思
考
〉
を
、
〈
真
実
V
な
も
の
と
し
て
、
〈
言
表
〉
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
ル
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
〈
虚
偽
V
と
は
、
〈
事
柄
が
、
事
物
の
実
在
を
、
教
え
る
V
と
す
る
判
断
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
に
い
た
っ
て
、
〈
真
実
〉
と
は
、
〈
事
物
の
実
在
〉
に
つ
い
て
の
論
理
的
思
考
・
推
理
が
、
〈
拒
否
不
能
V
で
あ
り
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把

握
〉
セ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
、
か
か
わ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
右
の
〈
虚
偽
〉
と
、
〈
真
実
〉
と
、
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に

　
　
（
3
0
）

吟
味
す
る
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
上
の
『
省
察
・
第
二
』
第
二
、
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
、
な
お
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
．
第
三
。
上
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
〈
第
一
の
思
考
〉
が
〈
存
在
〉
し
な
く
て
は
、
〈
第
二
の
思
考
〉
は
、
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
公
理
」
も
、
帰
結
し
え
な
い
の
で
あ
る
。



　
し
か
し
、
〈
第
一
の
思
考
〉
は
、
実
は
、
〈
存
在
〉
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
の
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
、
〈
私
は
、
精
神
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
を
、
真
実
な
も
の
、
と
思
考
、
判
断
す
る
こ
と
が
、
〈
第

一
の
思
考
、
判
断
〉
で
あ
る
が
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
の
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
「
思
考
は
、
私
か
ら
、
引
き
離
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
以
上
〈
第
一
の
思
考
〉
も
ま
た
、
実
は
、
〈
存
在
〉
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
が
、
「
…
…
私
は
、
…
…
な
に
ら
の
精
神
も
存
在
し
な
い
、
…
…
と
自
分
に
説
得
し
た
」
と
し
て
、
〈
精
神
の
実
在

を
も
払
拭
V
し
た
の
は
、
実
は
、
誤
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
し
な
い
〉
こ
と
を
、
確
定
し
た
の
ち
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
の
実
在
を
払
拭
V
せ
ず
に
、

私
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
は
、
〈
私
が
、
肉
体
と
し
て
、
実
在
し
な
い
〉
に
も
拘
ら
ず
、
〈
自
分
は
、
肉
体
と
し
て
、
実
在
し

て
い
る
V
と
す
る
思
考
を
、
真
実
と
思
考
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
上
に
分
析
し
た
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
〉
は
、

そ
の
思
考
、
判
断
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
〈
精
神
と
し
て
の
私
は
、
実
在
す
る
〉
こ
と
は
、
う
ち
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
〈
精
神

と
物
体
・
肉
体
と
の
実
在
上
の
分
離
〉
、
は
、
「
想
定
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
限
り
で
、
で
は
あ
る
が
、
一
つ
の
論
拠
を
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
の
叙
述
に
現
わ
れ
た
手
続
き
に
よ
る
限
り
、
「
公
理
」
は
、
帰
結
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
四
。
欺
購
者
〔
神
〕
が
、
〈
物
体
と
肉
体
と
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
こ
と
を
、
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
自
己
矛
盾
を
含
む
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
田
一
〇
σ
q
ぴ
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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な
ぜ
な
ら
、
上
の
問
題
・
第
三
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
〉
は
、
実
は
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い

う
思
考
、
判
断
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
す
で
に
繰
り
返
し
た
と
お
り
、
〈
肉
体
の
実
在
の
払
拭
〉
を
、
デ
カ
ル
ト

が
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
の
で
あ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
、
〈
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
・
第
一
の
思
考
、
判
断
V
が
、

存
在
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
〈
第
一
の
思
考
、
判
断
V
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
〈
第
二
の
思
考
〉
、
す
な
わ
ち
、
自
分
は
、
虚
妄

を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
す
る
思
考
は
、
い
か
に
〈
意
志
〉
が
あ
っ
て
も
、
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
し
て
、
〈
第
二
の
思
考
〉
が
な
け
れ
ば
、
「
公
理
」
は
帰
結
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
欺
購
者
が
、
〈
物
体
と
肉
体
と
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
れ
を
私
に
〈
教

え
ず
〉
〈
知
ら
さ
な
い
〉
、
と
い
う
こ
と
が
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
〈
実
在
の
払
拭
〉
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
の
で
は
、
虚

偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
初
め
か
ら
、
こ
れ
は
虚
偽
で
あ
る
、
と
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
す
る
〈
前
提
〉
は
、
自
己
矛
盾
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
不
都
合
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
文
章
は
、
書
き
あ
ら
た
め
ら
れ
て
、
〈
私
は
、
自
分
が
い
ま
目
で
見
て
い
る
も
の
は
す
ぺ
て
、
真
実

で
あ
る
、
と
思
い
込
ん
で
い
る
〉
、
〈
私
は
、
記
憶
が
表
わ
し
出
す
も
の
は
ど
れ
も
皆
、
実
在
す
る
、
と
考
え
て
い
る
〉
、
〈
私
は
、
感
覚
器

官
す
べ
て
と
肉
体
と
を
、
そ
な
え
て
い
る
、
と
信
じ
て
い
る
〉
、
〈
物
体
、
形
態
、
等
は
、
実
在
す
る
、
と
見
な
し
て
い
る
V
、
と
な
り
、

第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
文
章
の
う
ち
か
ら
は
、
「
な
に
ら
の
精
神
も
存
在
し
な
い
」
は
、
取
り
除
か
れ
、
し
か
し
「
け
れ
ど
も
、
誰
か
知
ら

ぬ
が
、
こ
の
上
な
く
カ
が
あ
り
、
こ
の
上
な
く
ず
る
か
し
こ
く
・
私
に
い
つ
も
必
ず
虚
偽
を
犯
さ
せ
る
こ
と
に
カ
を
傾
け
て
い
る
欺
隔
者

が
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
と
い
う
叙
述
に
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



　
つ
ま
り
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
『
省
察
・
第
一
』
で
立
て
た
「
想
定
」
に
、
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
想
定
」

の
中
に
は
、
悪
意
あ
る
霊
、
欺
購
者
〔
神
〕
が
、
〈
物
体
と
肉
体
と
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
こ
と
が
、
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
そ
の
〈
実
在
払
拭
〉
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
す
る
〈
前
提
〉
を
立
て
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
〈
肉
体
の
実
在
払
拭
〉
を
く
自
ら
知
っ
て
い
る
V
と
い
う
〈
前
提
〉
は
、
不
可
欠
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
欺
隔
者
が
、
感
覚
器
官
の
座
で
あ
る
・
私
の
〈
肉
体
の
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
こ
と
を
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
の

で
あ
る
か
ら
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
、
実
在
し
な
い
〉
、
と
す
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
つ
に
は
、
デ
カ
ル
ト
の
意
図
が
、
ま
ず
、
〈
私
は
、
肉
体
と
し
て
、
存
在
し
な
い
〉
こ
と

を
確
定
し
て
お
き
、
つ
い
で
、
し
か
し
、
〈
精
神
と
し
て
、
存
在
し
た
〉
い
な
、
〈
存
在
す
る
〉
と
い
う
立
証
に
進
む
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
生
じ
た
も
の
で
あ
る
し
、
二
つ
に
は
、
デ
カ
ル
ト
の
配
慮
が
、
〈
精
神
と
し
て
存
在
す
る
私
〉
か
ら
、
予
め
感
覚
器
官
と
肉

体
と
を
奪
っ
て
お
こ
う
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
私
は
、
肉
体
と
し
て
自
分
は
、
存
在
す
る
、
と
〈
思
考
、
判
断
〉
し
て
い
る
私
で
あ
っ

て
、
そ
う
〈
思
考
、
判
断
〉
し
て
い
る
私
が
、
肉
体
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
だ
、
欺
購
者
に
よ
っ
て
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら

れ
て
い
る
、
と
す
る
「
想
定
」
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
、
私
の
〈
肉
体
と
し
て
の
実
在
〉
は
、
〈
払
拭
〉
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

さ
き
ほ
ど
指
摘
し
た
自
己
矛
盾
を
犯
し
て
ま
で
、
〈
実
在
払
拭
〉
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
す
る
前
提
を
お
く
こ
と
は
、
不
必
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
〈
第
一
の
私
〉
が
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
〈
思
考
、
判
断
〉
す
る
〈
第
二
の
私
〉

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
燭
胃
巴
夷
訪
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
O

も
ま
た
、
肉
体
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
と
の
場
合
、
存
在
す
る
の
は
、
〈
思
考
す
る
私
〉
な
の
で
あ
り
、
『
省
察
．
第
三
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

の
表
現
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
「
私
の
う
ち
、
も
っ
ぱ
ら
た
だ
、
思
考
す
る
事
物
と
い
う
・
そ
の
部
分
」
（
第
三
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
な
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
感
覚
器
官
と
肉
体
と
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
予
め
感
覚
器
官
と
肉
体
と
を
く
第
二
の

私
V
か
ら
奪
っ
て
お
く
、
と
い
う
配
慮
は
、
無
用
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
は
、
そ
の
配
慮
の
た
め
に
、

感
覚
器
官
と
肉
体
と
の
〈
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
す
る
〈
前
提
〉
を
お
く
必
要
は
、
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
あ
の
〈
自
ら
が
知
っ
て
い
る
〉
と
い
う
〈
前
提
〉
は
、
自
己
矛
盾
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、
実
は
、
不
必
要
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
五
。
あ
の
「
公
理
」
は
、
〈
方
法
上
は
〉
、
す
べ
て
に
つ
い
て
私
は
、
強
力
な
欺
隔
者
に
よ
っ
て
〈
虚
偽
を
犯
さ
し
め
ら
れ
て

い
る
〉
と
す
る
「
想
定
」
の
た
だ
中
に
、
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
〈
思
考
す
る
こ
と
の
中
で
実
在
す
る
私
〉
の

〈
内
容
〉
は
、
た
だ
、
〈
自
分
が
、
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
し
め
ら
れ
て
い
る
、
と
思
考
す
る
〉
こ
と
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
あ
る

い
は
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
「
公
理
」
の
・
そ
の
〈
思
考
、
判
断
〉
は
、
た
だ
、
〈
自
分
が
、
虚
妄
を

犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
思
考
、
判
断
V
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
、
私
と
い
う
も
の
の
〈
内
容
〉
が
、

き
わ
め
て
貧
し
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
そ
こ
で
、
デ
カ
ル
ト
は
、
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
「
そ
の
私
、
い
ま
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
に
存
在
す
る
私
は
、
い
っ
た
い
、
な
に
者
で
あ

る
の
か
…
…
」
と
自
問
し
（
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
以
下
で
、
「
私
」
は
、
「
疑
う
者
」
、
「
理
解
す
る
者
」
、
「
断
定
〔
判
断
〕



す
る
者
」
「
意
志
す
る
者
」
「
心
像
を
描
く
者
」
「
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
者
」
等
の
〈
内
容
〉
を
投
げ
入
れ
て
、
「
私
」
の
〈
内
容
〉
の
豊

富
化
、
自
己
認
識
の
深
化
を
、
は
か
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
と
す
る
「
想
定
」
と
、
〈
事
物
の
実
在
が
一
切
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
〈
自
ら
知
っ
て

い
る
〉
と
す
る
〈
前
提
〉
と
が
あ
る
限
り
、
論
理
的
に
は
、
そ
の
豊
富
化
は
、
「
私
」
は
く
夢
を
み
、
空
想
を
描
く
事
物
V
で
あ
る
、
と

い
う
規
定
以
上
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
本
稿
・
二
1
5
）
。

　
こ
う
し
て
、
到
達
さ
れ
た
・
真
実
な
も
の
と
し
て
の
〈
実
在
す
る
私
〉
と
は
、
〈
物
体
、
肉
体
、
精
神
の
実
在
を
す
ぺ
て
払
拭
〉
さ
れ

て
、
〈
虚
妄
を
犯
し
、
虚
偽
を
犯
さ
し
め
ら
れ
て
い
る
、
と
思
考
、
判
断
し
、
か
つ
、
夢
想
を
も
つ
事
物
〉
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
〈
内
容
〉

の
・
ま
こ
と
に
乏
し
い
も
の
、
い
わ
ば
〈
自
閉
症
〉
の
自
我
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
〈
私
が
、
実
在
す
る
〉

と
い
う
思
考
が
、
い
か
に
〈
真
実
〉
で
あ
り
〈
確
実
〉
で
あ
ろ
う
と
も
、
か
か
る
・
内
容
の
貧
困
な
真
実
性
に
、
ど
う
い
う
意
義
が
あ
る

で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
あ
の
「
想
定
」
を
立
て
る
と
い
う
〈
方
法
〉
に
よ
ら
な
く
て
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
自
我
の
実
在
に
つ
い
て
の
思
考
に
は
、
到

達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
〈
確
実
な
思
考
、
判
断
、
知
〉
と
、
私
の
〈
内
容
の
貧
困
〉
と
は
、
デ
カ
ル
ト
の
矛
盾
で
あ
る
が
、
そ

の
矛
盾
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
〈
方
法
〉
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
吟
味
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
「
公
理
」
は
、
そ
れ
に
到
達
す
る
手
続
き

に
、
い
く
つ
か
の
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
が
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
の
叙
述
の
と
お
り
で
は
、
実
は
、
成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
叙
述

を
訂
正
し
て
、
成
立
し
え
た
に
し
て
も
、
な
お
、
あ
る
難
点
を
含
む
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
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省
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一
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一
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一
軌
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ω
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r
o
o
。

bo

＝
■
O
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N
ざ
一
●
o
o
’

ω
怠
＝
ゆ
一
轟
ー
ド
鯵

q
o
o
一
一
■
ま
ー
マ
U
P
ピ
一
避

。
『
社
会
学
研
究
・
招
』
一
四
－
一
六
ペ
ー
ジ
。

　
三
1
2
。
『
社
会
学
研
究
・
1
8
』
五
－
一
〇
、

お
、
r
ま

　
八
三
、
　
一
〇
〇
ぺ
ー
ジ
以
下
。

二
六
ぺ
ー
ジ
o

二
1
2
　
私
は
、
思
考
す
る
、

デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
『
私
が
、

　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の

と
は
、

思
考
一
般
か
（
『
省
察
・
第
二
』
第
四
－
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

実
在
す
る
』
と
い
う
〈
思
考
〉
は
、
〈
真
実
な
公
理
V
と
し
て
、

勺
巽
巴
o
σ
q
一
ω
ヨ
曾
：
…
・
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て

　　マ
　　つ
　　ち
　　立
　　て
　　ら
　　れ
　　た
八　　L
＿　　　　0

　　デ
　　カ
　　ノレ

　　　ト

　　は
　　　、
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八
四

そ
こ
で
、
そ
の
「
私
」
の
く
内
容
V
に
つ
い
て
、
新
し
く
問
い
を
発
す
る
。
「
…
…
い
ま
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
に
存
在
す
る
私
が
、
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

い
、
な
に
者
で
あ
る
の
か
…
…
」
（
第
四
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
デ
カ
ル
ト
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
を
、
求
め
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
・
私
の
内
容
の
豊
富
化
、
自
己
認
識
の
深
化
の
た
め
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
あ
る
〈
方
法
〉
を
、
立
て
る
。
そ
の
〈
方
法
〉
と
は
、

つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
1
「
い
ま
あ
ら
た
め
て
、
自
分
が
、
上
の
思
考
内
容
〔
『
私
は
、
実
在
す
る
』
〕
に
立
ち
い
た
っ
た
以
前
に
、
む
か

し
、
自
分
を
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
信
じ
て
い
た
か
、
に
心
を
め
ぐ
ら
し
」
、
つ
い
で
、
そ
の
「
信
じ
て
い
た
」

も
の
か
ら
、
「
上
に
か
か
げ
た
方
法
に
よ
っ
て
〔
自
分
は
、
欺
隔
者
に
よ
っ
て
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
欺
購
者
は
、
物
体
と
肉
体
と
の
実
在

を
払
拭
し
て
い
る
、
と
い
う
想
定
に
照
ら
し
て
〕
、
い
さ
さ
か
で
も
ぐ
ら
つ
か
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
こ
と
ご
と
く
、
引
き
去
」
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
し
て
、
「
残
る
」
も
の
、
「
確
実
で
あ
り
・
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
」
を
、
私
の
内
容
と
し
て
、
知
る
ー
（
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
〈
む
か
し
、
日
常
意
識
の
中
で
、
私
で
あ
る
、
と
信
じ
た
こ
と
〉
が
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
〈
私
〉
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
「
想
定
」
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
あ
の
「
公
理
」
は
獲
得
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
〈
い
ま
〉
、

そ
の
想
定
を
、
ま
た
し
て
も
方
法
と
し
て
お
く
こ
と
は
、
〈
無
意
味
〉
で
あ
る
。
〈
む
か
し
信
じ
ら
れ
て
い
た
私
〉
を
想
い
返
す
こ
と
は
、

〈
無
意
味
〉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
〈
い
ま
〉
吟
味
さ
れ
る
べ
き
は
、
〈
い
ま
V
の
私
が
、
な
に
も
の
で
あ
る
か
、
で
あ
る
以
外
に
な
い
。

そ
の
吟
味
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
は
、
「
私
」
と
は
、
あ
の
く
第
二
の
思
考
V
を
す
る
私
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
か
ら
、
「
私
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

デ
カ
ル
ト
の
結
論
ど
お
り
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
「
思
考
す
る
事
物
」
で
あ
る
こ
と
が
、
〈
直
ち
に
〉
認
識
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
の
〈
む
か
し
私
で
あ
る
、
と
信
じ
た
も
の
〉
、
言
い
か
え
れ
ば
、
「
自
分
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
を
吟



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

味
す
る
た
ぴ
に
、
お
の
ず
か
ら
、
し
か
も
自
然
に
導
か
れ
て
〔
日
常
意
識
と
し
て
〕
、
私
の
思
考
に
立
ち
現
わ
れ
た
も
の
」
と
は
、
ま
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

自
分
は
、
「
肉
体
」
を
も
つ
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
む
か
し
の
私
に
は
、
自
分
は
、
肉
体
を
も
つ

者
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
分
は
、
「
栄
養
を
と
り
、
足
で
歩
き
、
感
覚
し
、
思
考
す
る
」
働
き
を
す
る
「
魂
」
を

　
　
　
　
（
6
V

も
つ
者
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
分
は
、
魂
を
、
「
風
、
火
、
エ
ー
テ
ル
に
似
て
、
あ
る
微
細
な
も
の
」
と
「
空

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

想
」
し
て
い
る
者
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
〈
む
か
し
の
私
V
に
は
、
自
分
が
、
「
物
体
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

疑
い
を
抱
か
ず
、
自
分
は
、
物
体
の
本
性
〔
延
長
、
形
態
、
等
〕
を
判
明
に
知
っ
て
い
る
」
者
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
（
第
五
パ

ラ
グ
ラ
フ
）
。
要
す
る
に
、
〈
む
か
し
の
私
〉
に
は
、
そ
う
し
た
・
数
々
の
・
〈
日
常
意
識
〉
に
基
づ
く
．
自
分
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
「
欺
隔
者
〔
神
〕
が
、
私
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
」
と
い
う
「
想
定
」
に
照
ら
す
、
と
い
う
〈
方
法
〉
に
よ
る
な
ら
ば
、
言

い
か
え
れ
ば
、
欺
隔
者
が
、
肉
体
、
魂
、
物
体
の
く
実
在
を
払
拭
V
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
「
想
定
」
に
照
ら
す
、
い
う
く
方
法
V
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
な
ら
ば
、
上
の
・
も
ろ
も
ろ
の
自
己
認
識
は
、
「
ど
う
な
る
の
か
」
（
第
六
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
物
体
は
実
在
す
る
、
と
見
な
し
た
こ
と
は
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
物
体
は
、
実
在
す
る
、
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
、
「
物
体
の
本
性
」
を
知
っ
て
い
る
者
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
も
ま
た
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

な
る
。
ま
た
、
あ
の
「
想
定
」
の
も
と
で
は
、
私
は
、
「
肉
体
を
そ
な
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
」
、
自
分
は
、
肉
体
を
も
っ
て
い
る

者
で
あ
る
、
と
す
る
・
私
の
認
識
は
、
や
は
り
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
「
魂
」

が
肉
体
を
動
か
し
て
い
る
、
と
い
う
・
私
に
つ
い
て
の
認
識
も
ま
た
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
之
い
う
．
】
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
剛
貰
巴
o
G
p
冨
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

私
が
「
栄
養
を
と
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
足
で
歩
く
こ
と
」
は
、
「
作
り
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
「
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
よ
り
、
感
覚
す
る
こ
と
も
ま
た
、
肉
体
が
な
く
て
は
、
生
じ
て
こ
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
は
、
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
者
で
あ

る
、
と
い
う
認
識
も
、
同
じ
く
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
第
六
．
ハ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
で
は
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
者
で
あ
る
〉
と
い
う
認
識
は
、
ど
う
な
る
の
で
あ
る
か
。
「
こ
こ
で
、
私
は
、
出
く
わ
す
。
思
考
は
、
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
思
考
だ
け
は
、
私
か
ら
、
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
、
存
在
す
る
。
私
は
、
実
在
す
る
。

こ
れ
は
、
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
間
な
の
か
。
私
が
、
思
考
し
て
い
る
間
、
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
、
す
べ
て
の
思

考
作
用
を
中
止
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
私
す
ぺ
て
が
、
存
在
す
る
こ
と
を
、
や
め
る
こ
と
が
、
も
し
か
す
る
と
、
生
じ
う

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
カ
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
た
だ
た
だ
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
…
…
」
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
「
思
考
」
を
、
〈
思
考
一
般
〉
、
な
い
し
は
、
〈
む
か
し
〉
自
分
が
、
自
分
を
、
思
考
す
る
者
で
あ
る
、
と
認
識
し

た
・
そ
の
時
の
思
考
、
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
〈
見
せ
て
い
る
V
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
う
〈
見
せ
て
い
る
〉
の
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
自
ら
立
て
た
〈
方
法
〉
を
忘
失
し
、
言
い
か
え
れ
ば
、

欺
隔
者
に
よ
っ
て
、
〈
魂
の
実
在
と
、
物
体
の
実
在
と
が
〉
払
拭
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
「
想

定
」
を
想
起
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
る
。

　
第
一
に
、
〈
魂
の
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
む
「
想
定
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
以
上
、
当
然
、
「
思
考
」
は
、
〈
存
在
し
え



な
い
〉
。
〈
魂
は
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
思
考
を
、
真
実
と
思
考
す
る
思
考
、
す
な
わ
ち
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
思
考
す
ら
、
〈
存

在
し
な
い
〉
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
思
考
は
、
対
象
を
も
つ
。
対
象
は
、
外
部
に
実
在
す
る
対
象
か
、
内
部
に
実
在
す
る
対
象
、
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
が
、
〈
外

部
に
一
切
の
対
象
・
物
体
は
、
実
在
し
な
い
〉
と
い
う
こ
と
を
含
む
「
想
定
」
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
外
部
の
対
象
に
向
け
ら
れ

た
思
考
は
、
〈
存
在
し
な
い
〉
こ
と
が
、
知
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
思
考
が
、
内
部
の
対
象
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
象
は
、
内
部
に
あ
る
外
部
感
覚
内
容
か
、
記
憶
内

容
か
、
空
想
か
、
悟
性
に
よ
る
把
握
か
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
〈
肉
体
（
感
覚
器
官
の
座
）
が
、
実
在
を
払
拭
V
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
む
「
想
定
」
を
想
起
す
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
に
は
、
そ

も
そ
も
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
生
じ
な
い
し
、
〈
存
在
し
な
い
〉
こ
と
が
、
知
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
対
象
と
す

る
思
考
も
ま
た
、
〈
存
在
し
な
い
〉
こ
と
が
、
知
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
記
憶
内
容
は
、
対
象
が
〈
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
、
空
想
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
空
想
を
対
象
に
す
る
思

考
は
、
〈
存
在
す
る
〉
。
し
か
し
、
空
想
と
は
、
た
と
え
ば
、
〈
ぬ
え
〉
の
心
像
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
心
像
を
思
考
す
る
二

と
が
、
は
た
し
て
、
「
思
考
」
の
名
に
値
い
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
残
る
の
は
、
悟
性
に
よ
る
把
握
、
た
と
え
ぱ
、
2
＋
3
目
5
、
と
い
う
思
考
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
再
ぴ
、
2
＋
3
旺
5
と
い
う
思
考
は
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
・
自
ら
の
立
て
た
「
想
定
」
を
想
起

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
想
定
」
は
、
2
＋
3
は
、
欺
隔
者
の
力
に
よ
っ
て
、
鷲
6
な
い
し
4
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
含
ん
で
い
る
の
で

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
霞
巴
o
σ
q
冨
目
撃
：
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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あ
る
か
ら
、
2
＋
3
”
5
と
い
う
思
考
は
、
ま
た
し
て
も
、
空
想
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
知
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
上
、
上
の
第
一
に
よ
れ
ば
、
あ
の
「
想
定
」
の
も
と
で
は
、
実
は
、
2
＋
3
”
5
と
い
う
思
考
す
ら
、
〈
存
在
し
な
い
〉
は
ず
な

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
想
定
」
を
忘
れ
ぬ
限
り
、
空
想
で
あ
る
思
考
、
な
い
し
、
空
想
を
対
象
と
す
る
思
考
、
し
か
も
、
〈
存
在
し
な
い
〉
思
考

に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
、
「
思
考
は
、
存
在
す
る
」
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
デ
カ
ル
ト
は
、
や
は
り
、
〈
魂
・
精
神
す
ら
実
在
し
な
い
〉
と
い
う
こ
と
を
含
ん
だ
「
想
定
」
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
除
い
て
も
、
「
想
定
」
を
想
起
す
る
限
り
、
〈
思
考
一
般
〉
は
「
存
在
す
る
」
と
は
、
〈
見
せ
か
け
る
V
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
「
存
在
す
る
」
の
は
、
〈
限
定
〉
さ
れ
た
思
考
、
す
な
わ
ち
、
自
分
は
、
肉
体
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
思
考
に
た
い
し
て
、
い

な
、
そ
れ
は
、
虚
妄
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
思
考
の
み
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
が
、
第
三
バ
ラ
グ
ラ
フ
で
到
達
し
た
〈
実
在
す
る
私
〉
に
つ
い
て
、
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
「
そ
の
私
は
、
い

っ
た
い
、
な
に
者
な
の
か
」
と
、
「
私
の
」
　
〈
内
容
〉
を
問
い
、
そ
れ
へ
の
答
え
と
し
て
、
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
そ
の
私
は
、
「
た
だ
た

だ
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
の
「
思
考
」
が
、
〈
思
考
一
般
〉
で
も
な
く
、
〈
む
か
し
V

の
思
考
で
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
、
そ
の
〈
第
二
の
思
考
〉
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
〈
私
が
、
実
在
す
る
V
の
は
、
「
私
が
、
思
考
し
て
い
る
間
、
で
あ
る
」
と
は
、
〈
私
が
、
自
分
は
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
思

考
す
る
間
、
で
あ
る
〉
の
意
で
は
な
く
て
縁
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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＜
一
一
■
マ
N
魯
一
r

＞
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＞
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＞
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■
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丼
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軌
，
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ひ
●

特
1
一
ω
ー

　
　
　
　
　
二
1
3
　
『
私
』
は
、
物
体
な
ら
ぬ
「
精
神
」
で
あ
る
か
（
『
省
察
・
第
二
』
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

　
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
実
在
す
る
私
〉
に
つ
い
て
、
言
っ
て
い
る
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
た
だ
た
だ
、
思
考
す
る
事
物
に
す
ぎ
ず
、
言
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ユ
レ

え
れ
ば
、
精
神
で
あ
り
、
あ
る
い
は
魂
、
あ
る
い
は
悟
性
、
あ
る
い
は
理
性
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
」
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
．
一
れ
も
、
デ
カ

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
巽
巴
o
匹
の
ヨ
雪
：
…
・
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
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ル
ト
に
と
っ
て
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
思
考
す
る
事
物
と
し
て

実
在
す
る
私
〉
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
〉
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ホ
ブ
ズ
が
、
「
反
論
．
第
二
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
私
」
が
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
る
、
と
は
、
〈
私
と
い
う
事
物
〉
、

「
私
」
が
、
思
考
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
〈
私
と
い
う
事
物
〉
、
「
私
」
が
、
「
基
体
（
。
。
g
げ
一
。
9
昌
一
）
」
で
あ
っ
て
、

〈
思
考
す
る
〉
は
、
そ
の
基
体
の
「
能
力
（
融
。
巳
縞
。
。
）
」
、
「
働
き
（
ぎ
ε
の
）
」
、
「
特
性
（
℃
o
唱
8
縞
の
）
」
、
「
本
質
（
o
霧
曾
怠
p
）
」
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
デ
カ
ル
ト
も
、
右
の
「
反
論
・
第
二
」
へ
の
『
回
答
』
の
中
で
、
私
が
、
「
基
体
」
で
あ
り
、
思
考
は
、
基
体
の
「
働
き
」
で

あ
る
こ
と
を
、
認
め
、
ホ
ブ
ズ
が
、
「
私
た
ち
は
、
そ
れ
〔
働
き
〕
の
基
体
を
と
も
な
わ
ず
に
は
、
基
体
の
・
ど
の
よ
う
な
働
き
で
あ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

心
に
抱
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
立
論
を
う
け
て
、
自
ら
、
「
例
え
ば
、
思
考
す
る
事
物
を
と
も
な
わ
な
く
て
は
、
思
考
作
用
を
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
抱
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
」
と
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
が
、
「
思
考
だ
け
は
、
私
か
ら
引
き
離
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
言
う
時
、
そ
の
こ
と
は
、
し
か
し
、
「
思
考
」
と
「
私
」
と
は
、
〈
不
可
分
〉
で

は
あ
っ
て
も
、
し
か
し
、
〈
同
一
V
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
「
働
き
」
で
あ
る
「
思
考
」
は
、
確
か
に
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
〉
に
し
て
も
、
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
は
、
「
基

体
」
で
あ
る
「
私
」
、
〈
私
と
い
う
事
物
V
ま
で
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
〉
、
と
い
う
こ
と
は
、
帰
結
し
な
い
。
ホ
ブ
ズ
が
言

う
よ
う
に
、
思
考
す
る
私
が
「
基
体
」
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
帰
結
す
る
、
と
思
わ
れ
る
の
は
、
思
考
す
る
事
物
は
、
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

物
体
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
」
は
、
反
論
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。



　
し
た
が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
が
、
「
私
は
、
た
だ
た
だ
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
言
い
か
え
れ
ば
、
精
神
…
…
、
魂
－
：
：
、

悟
性
…
…
、
理
性
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
…
…
」
と
い
う
「
言
い
か
え
」
は
、
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

　
「
私
」
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
〉
「
精
神
」
等
六
で
あ
る
、
と
は
、
〈
断
定
V
さ
れ
え
な
い
。
そ
れ
は
、
「
疑
い
の
中
に
引
き

入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
性
質
」
の
事
柄
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
〈
虚
偽
V
と
し
て
・
「
し
り
ぞ
け
」
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
＞
1
日
＜
H
H
，
や
N
ざ
一
一
。
嵩
ー
猛
・

　
　
（
2
）
国
■
薗
軌
。
唱
』
器
ー
蹟
ω
い
＞
1
日
。
≦
一
、
唱
」
遷
ー
一
鐸

　
　
（
3
）
＝
い
■
軌
，
マ
舘
ど
》
1
目
●
≦
一
、
℃
」
鐸

　
　
（
4
）
＝
『
q
。
や
N
鴇
一
＞
1
↓
ー
≦
H
℃
」
ヌ

　
　
　
　
　
二
1
4
　
「
私
」
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
〉
か
（
『
省
察
・
第
二
』
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

　
デ
カ
ル
ト
は
、
さ
ら
に
、
精
神
と
し
て
の
「
私
」
の
自
己
認
識
を
深
め
よ
う
と
す
る
。
「
そ
の
ほ
か
に
、
私
は
、
な
に
で
あ
ろ
う
か
。
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

像
に
描
い
て
み
て
み
よ
う
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

私
は
・
「
人
体
」
で
は
麓
・
建
「
舞
塗
i
テ
ル
」
夏
く
・
颪
」
「
火
」
「
菱
」
で
な
く
・
「
慧
」
窪
（
圃
）
・
「
な
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
、
無
で
あ
る
、
と
想
定
し
た
か
ら
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
私
に
虚
偽
を
犯
さ
せ
て
い
る
．
悪
意
あ
る

霊
は
、
そ
う
し
た
「
物
体
」
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
「
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
私
は
、
あ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
命
題
は
、
動
か
な
い
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
ー
私
は
、
思
考
す
る
事
物

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
帥
『
巴
o
鳴
の
β
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
こ
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

九
一
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で
あ
る
、
と
い
う
認
識
は
、
動
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
、
「
思
考
す
る
事
物
」
と
し
て
の
私
は
、
〈
物
体

か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
〉
「
精
神
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
、
「
物
体
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
た
だ
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
、
「
無
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
」
の
は
、
「
自
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
理
由
で
」
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
む
し
ろ
、
「
無
で
あ
る
、
と
想
定
し
て
い
る
、
と
い
う
理
由
で
」
、
〈
私
に
知
ら
れ
て
い
な
い
〉
、
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
o　

さ
て
、
こ
こ
で
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
知
ら
れ
て
い
な
い
」
「
事
物
」
す
な
わ
ち
「
物
体
」

が
、
「
事
柄
の
真
実
性
に
あ
っ
て
は
、
私
が
知
っ
て
い
る
・
あ
の
私
〔
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
・
思
考
す
る
事
物
、
精
神
と
し
て
の
私
〕
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

区
別
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
間
題
を
、
提
出
す
る
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
は
た
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、

「
思
考
す
る
事
物
、
精
神
」
と
し
て
の
私
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
か
、
い
な
か
、
と
い
う
間
い
を
、
抱
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
〈
精

神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
の
論
拠
を
、
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
い
っ
た
ん
、
「
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
い
ま
は
争
わ
な
い
」
と
す
る
（
第
七
パ
ラ
グ

ラ
フ
）
。
1
、
「
思
考
す
る
事
物
」
と
し
て
の
私
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
「
わ
か
ら
な
い
」
「
争

わ
な
い
」
ー
。

　
で
は
、
「
わ
か
ら
ぬ
」
と
し
「
争
わ
な
い
」
と
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
。
「
私
は
、
た
だ
、
自
分
に
知
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

事
柄
に
つ
い
て
だ
け
、
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
「
判
断
を
下

す
」
と
は
、
〈
真
実
で
あ
る
、
と
判
断
す
る
〉
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
右
の
理
由
は
、
言
い
か
え
れ
ぱ
、
ー
「
自
分
に
知
ら
れ
て



い
る
事
柄
」
、
す
な
わ
ち
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
り
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
事
柄
、
だ
け
が
、
真
実
で

あ
る
、
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
し
、
「
物
体
」
は
、
無
と
想
定
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
〈
私
に
知
ら
れ
て
い
な
い
〉
以
上
、
思

考
す
る
事
物
と
し
て
の
私
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
〉
、
と
い
う
事
柄
も
ま
た
、
〈
私
に
知
ら
れ
て
い
な
い
〉
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
真
実
で
あ
る
、
と
い
う
「
判
断
を
下
す
」
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
「
わ
か
ら
な
い
」
、

「
争
わ
な
い
」
1
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
わ
か
ら
な
い
」
「
争
わ
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
に
も
拘
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
の
「
私
」
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉

で
は
〈
な
い
〉
、
と
し
た
い
。
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
の
論
拠
〉
を
、
見
い
だ
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
〈
な
い
〉
と
す

る
た
め
の
く
方
法
V
を
語
る
。
「
私
は
、
自
分
が
実
在
す
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
。
私
が
た
ず
ね
て
い
る
の
縁
、
私
が
知
っ
て
い
る
．
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

の
私
が
、
な
に
者
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
、
t
私
が
、
な
に
者
な
の
か
、

〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
か
、
い
な
か
、
は
、
〈
私
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
知
を
、
〈
出
発
点
〉
に
す
る
、
と

い
う
く
方
法
V
に
よ
っ
て
、
認
識
さ
れ
る
ー
ー
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
〈
出
発
点
V
に
な
る
私
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
に
、
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
。
「
確
実
こ
の
上
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に

厳
格
に
真
実
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
知
は
、
実
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
私
が
ま
だ
知
っ
て
い
な
い
事
柄
に
は
、
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な

　
　
　
（
U
）

く
、
…
…
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
の
論
旨
は
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
a
私
が
思
考
す
る
事
物
と
し
て
実
在
す
る
、
と
い
う
認
識
は
、
「
実
在
し
て
い
る
二
と
を
私
が
ま
だ
知
っ
て
い
な
い
事
柄
」
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
碧
巴
夷
δ
ヨ
雪
－
…
i
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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九
四

〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
に
は
、
「
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
。

　
甑
し
た
が
っ
て
、
そ
の
認
識
を
〈
出
発
点
〉
に
す
る
〈
私
は
、
な
に
者
な
の
か
〉
の
認
識
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
に
、
「
左
右
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
」
。

　
α
ゆ
え
に
、
な
に
者
か
で
あ
る
私
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
は
〈
な
い
〉
1
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
一
。
す
で
に
知
っ
た
と
お
り
、
確
か
に
、
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
認
識
は
、
〈
物
体
〉
の
〈
実

在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
て
も
な
お
、
あ
る
い
は
、
〈
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
さ
に
、
成
立
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
私
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
認
識
が
、
「
実
在
し
て
い
る
こ
と
を
、

私
が
ま
だ
知
っ
て
い
な
い
」
も
の
、
つ
ま
り
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
に
、
「
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
は
、
言
い
え
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
、
前
節
で
、
ホ
ブ
ズ
か
ら
の
反
論
に
か
か
わ
ら
し
め
て
見
た
と
お
り
、
〈
思
考
す
る
事
物
と
し
て
の
私
〉
が
、
そ
も
そ
も
、

〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
厳
格
に
真
実
と
認
め
ら
れ
た
知
㌧
認
識
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
に
、
「
左
右
さ
れ
る
」
こ
と
が
、
あ
り
う
る
、
と

す
れ
ぱ
、
そ
の
「
知
」
を
〈
出
発
点
〉
に
す
る
、
な
に
者
か
で
あ
る
私
の
認
識
か
ら
は
、
私
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
は
、
排
除
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

　
と
こ
ろ
が
、
デ
カ
ル
ト
は
、
さ
き
ほ
ど
の
文
章
に
つ
づ
い
て
、
私
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
存
在
す
る
と
い
う
認
識
は
、
「
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

そ
れ
ゆ
え
に
、
心
像
に
描
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
が
つ
く
り
上
げ
る
事
柄
に
は
、
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言
う
（
第
七
パ



ラ
グ
ラ
フ
）
。
「
心
像
に
描
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
る
事
柄
」
と
は
、
そ
の
あ
と
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
は
た
し
て
、

「
形
態
」
あ
る
い
は
「
像
」
を
も
つ
「
物
体
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
も
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
二
。
思
考
す
る
事
物
と
し
て
の
私
の
実
在
の
認
識
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
り
う
る
「
私
」
に
「
左
右
さ
れ
」
て

い
る
、
と
い
う
論
理
関
係
は
、
物
体
が
、
心
像
に
描
か
れ
る
、
と
い
う
心
理
関
係
と
は
、
無
縁
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

心
理
関
係
に
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
右
は
、
論
拠
た
り
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
さ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
さ
ら
に
言
う
。
「
そ
し
て
、
こ
の
・
私
が
つ
く
り
上
げ
る
、
と
い
う
語
が
、
私
に
、
自
分
の
誤
謬
を
、
告
げ
知

ら
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
、
な
に
ご
と
で
あ
れ
、
そ
れ
を
、
私
で
あ
る
、
と
心
像
に
描
い
て
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
、
じ
っ
さ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艮
）

は
捏
造
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
。
傍
点
は
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）
。

　
デ
カ
ル
ト
の
意
は
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
1
い
ま
の
「
私
」
を
、
「
心
像
に
描
い
て
み
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ろ
う
、
と
し

た
の
は
、
そ
も
そ
も
、
〈
方
法
〉
を
あ
や
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
心
像
に
描
く
」
対
象
を
、
と
り
ち
が
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
そ
れ

の
理
由
は
、
心
像
に
描
く
、
と
は
、
物
体
の
形
態
あ
る
い
は
像
に
、
直
接
に
目
を
む
け
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

　
（
1
5
）

あ
る
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
1
心
像
に
描
く
、
と
い
う
こ
と
は
、
「
物
体
」
の
形
態
・
，
像
に
、
直
接
に
目
を
む
け
る
〈
方
法
〉

で
こ
そ
あ
れ
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
も
の
〉
・
「
私
」
を
と
ら
え
る
〈
方
法
〉
で
は
、
な
い
の
で
あ
る
。
〈
方
法
〉
を
と
り
ち
が
え

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
心
豫
に
描
き
出
」
さ
れ
る
「
私
」
は
、
「
つ
く
り
上
げ
ら
れ
」
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヒ
の
〈
方
法
の
と
り
ち
が
え
〉

が
、
「
私
の
誤
謬
」
な
の
で
あ
る
ー
。

　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
碧
巴
潟
『
ヨ
魯
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

九
五
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九
六

　
し
か
し
、
こ
こ
に
も
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
三
。
右
を
、
〈
方
法
の
と
り
ち
が
え
〉
で
あ
り
、
「
誤
謬
」
で
あ
る
、
と
す
る
の
は
、
す
で
に
、
「
私
」
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る

も
の
で
な
い
〉
、
と
い
う
こ
と
が
、
確
定
し
た
こ
と
を
、
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
の
「
私
」
は
、
デ
カ
ル
ト
自
身
、
「
い
っ
た

い
、
な
に
者
な
の
か
」
と
問
う
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
か
、
い
な
か
、
が
、
た
ず
ね
ら
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
の
か
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
さ
ら
に
、
こ
う
言
う
。
「
と
こ
ろ
が
、
い
ま
、
私
は
、
自
分
が
存
在
し
て
い
る
二
と
を
、
確
実
に
知
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
同
時
に
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
心
像
は
す
べ
て
、
そ
し
て
ま
た
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
物
体
の
本
性
に
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

り
の
あ
る
心
像
は
ど
れ
も
み
な
、
夢
幻
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
生
じ
う
る
の
を
、
確
実
に
知
っ
て
い
る
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ

フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
の
論
旨
は
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
1
私
は
、
い
ま
、
自
分
が
、
い
っ
た
い
、
な
に
者
な
の
か
、
そ
の
認
識
を
、
自
分

が
、
か
つ
て
獲
得
し
た
認
識
、
自
分
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
「
確
実
な
知
」
を
〈
出
発
点
〉
に
、
手
に
入
れ

よ
う
、
と
い
う
く
方
法
V
を
、
立
て
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
私
は
、
…
…
物
体
の
本
性
に
か
か
わ
り
の
あ
る
心
像
は
ど
れ
も
皆
、
夢
幻

に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
生
じ
う
る
の
を
、
確
実
に
知
っ
て
い
る
」
。
す
な
わ
ち
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
は
払
拭
〉
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
心
像
は
、
夢
幻
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
自
分
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と

い
う
「
確
実
な
知
」
は
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
払
拭
〉
の
「
想
定
」
の
上
で
、
獲
得
さ
れ
た
認
識
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
心
像
描
出
の
く
方

法
V
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
認
識
は
、
目
分
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
〉
、
と
い
う



認
識
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
心
像
描
出
の
〈
方
法
〉
さ
え
と
ら
な
け
れ
ぱ
、
な
に
者
か
で
あ
る
・
い
ま
の
私
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も

の
で
な
い
〉
、
と
い
う
認
識
が
、
帰
結
す
る
は
ず
で
あ
る
ー
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
．
第
四
。
こ
の
論
旨
は
、
す
で
に
上
に
、
問
題
。
第
一
と
し
て
吟
味
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
物
体
」
の
く
実
在
払
拭
V
の
「
想

定
」
の
上
で
獲
得
さ
れ
た
．
「
私
」
の
認
識
で
あ
っ
て
も
、
な
お
、
そ
の
認
識
は
、
「
私
」
が
、
思
考
の
基
体
で
あ
る
以
上
、
〈
物
体
か
ら

な
る
も
の
〉
で
あ
り
う
る
こ
と
を
、
排
除
す
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
に
照
ら
せ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
立
論
の
要
点
の
一
つ
は
、
心
像
描
出
の
く
方
法
V
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
ら
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
〉
、
な
ぜ
な
ら
、
心
像
描
出
作
用
は
、
「
物
体
」
を
対
象
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
づ
い
て
、
「
こ
の
こ
と
を
さ
と
っ
て
み
る
と
、
私
に
は
、
自
分
が
、
い
っ
た
い
、
ど

う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
を
、
も
っ
と
判
明
に
認
識
す
る
た
め
に
、
心
像
に
描
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
、
と
言
う
の
は
、
…
…
不
適
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
叙
述
に
よ
っ
て
、
裏
づ
け
ら
れ
る
（
第
七
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
方
法
〉
を
と
り
ち
が
え
ず
、
心
像
描
出
の
〈
方
法
〉
を
と
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
「
私
」
が
、
〈
物
体
か

ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
け
っ
し
て
、
帰
結
し
な
い
、
と
考
え
る
。
「
こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
は
、
心
像
描
出
作
用
の

助
け
に
よ
っ
て
自
分
が
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
な
に
一
つ
、
私
が
自
分
に
つ
い
て
も
っ
て
い
る
・
あ
の
知
に
は
、
属
さ
な
い
、

と
い
う
．
】
と
を
、
認
識
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
精
神
は
、
自
分
の
本
性
を
で
き
る
だ
け
判
明
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
心
像
描
出

の
助
け
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
か
ら
、
よ
く
よ
く
注
意
し
て
、
引
き
離
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
霞
と
o
α
p
ぴ
目
磐
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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（
1
8
）

認
識
す
る
の
で
あ
る
」
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
五
。
心
像
描
出
の
〈
方
法
〉
を
と
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
「
私
」
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、

帰
結
し
な
い
、
と
す
る
の
は
、
上
に
問
題
・
第
三
に
述
べ
た
と
お
り
、
す
で
に
、
「
私
」
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
〉
、
と
い
う

こ
と
が
、
確
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
前
提
の
も
と
で
初
め
て
、
言
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
は
、
〈
私
は
、
な
に
者
な
の

か
V
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
右
は
、
確
定
を
み
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
前
節
で
見
た
，
・
ホ
ブ
ズ
に
よ
る
反
論
、
私
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
り
う
る
、
と
い
う
反
論
は
、
依
然
、
有
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

で
あ
る
。
事
実
、
ホ
ブ
ズ
の
「
反
論
・
第
二
」
に
た
い
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
回
答
・
第
二
』
の
中
で
、
「
し
か
し
、
〔
ホ
ブ
ズ
が
〕
．
｝
の

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

と
こ
ろ
か
ら
、
帰
結
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
思
考
す
る
事
物
が
、
あ
る
・
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
、
と
付
け
加
え

て
い
る
の
は
、
な
ん
ら
の
根
拠
を
も
も
た
ぬ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
す
べ
て
の
話
し
方
と
、
す
べ
て
の
論
理
学
と
に
、
も
と
る
も
の
で
あ

（
四
）

る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
傍
点
は
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）
。

　
間
題
・
第
六
。
も
し
、
デ
カ
ル
ト
の
意
が
、
1
「
物
体
」
の
形
態
・
像
に
直
接
に
目
を
む
け
る
こ
と
で
あ
る
心
像
描
出
作
用
に
ょ
っ

て
は
、
「
私
」
の
中
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
は
、
な
に
一
つ
、
な
い
。
ゆ
え
に
、
「
私
」
は
、
〈
物
体
か
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
〉
．
】
と
が
、

認
識
さ
れ
る
ー
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
〈
思
考
〉
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
〈
心
像
描
出
の
対
象
は
、
物
体
か
ら
な
る

も
の
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
〈
物
体
V
は
、
〈
実
在
を
払
拭
V
さ
れ
て
は
〈
い
な
い
〉
の
で
あ

り
、
「
夢
幻
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
心
像
描
出
作
用
の
・
こ
の
く
規
定
V
は
、
そ
も
そ
も
、
デ
カ
ル
ト
自
ら
が
立
て
た
「
想
定
」
に
反



す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
想
定
」
に
し
た
が
え
ば
、
「
物
体
、
形
態
、
延
長
」
等
は
、
「
奇
怪
な
．
空
想
の
所
産
で

あ
る
」
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
て
み
れ
ば
、
「
物
体
」
の
形
想
・
像
に
〈
直
接
に
目
を
む
け
る
〉
こ
と
で
あ
る
と
く
規
定
V
さ
れ
た
心

像
描
出
作
用
が
、
い
っ
た
い
、
生
じ
う
る
は
ず
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
想
定
」
に
よ
る
限
り
、
心
像
描
出
作
用
と
は
、
空
想
描
出
作
用

で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
パ
ラ
ロ
ジ
ス
ム
に
照
ら
す
な
ら
ぱ
、
精
神
と
し
て
の
「
私
」
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
〉
、
〈
物

体
〉
か
ら
「
区
別
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
証
明
さ
れ
え
な
い
。

そ
し
で
犬
精
神
と
物
体
と
の
妻
在
上
の
分
離
〉
は
』
』
こ
で
？
デ
カ
ル
み
立
論
に
よ
っ
て
は
、
論
拠
を
見
い
だ
す
こ
と
が
、

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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＜
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＜
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＜
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＜
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四
ω
ヨ
雪
　
　
・
1
（
1
）
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省
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『
第
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』
に
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い
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こ
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は
、
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・
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嵩
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一
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の
自
己
認
識
・
内
容
は
、
豊
富
化
さ
れ
う
る
か
（
『
省
察
・
第
二
』
第
八
、
第
九
パ
ラ
グ
ラ

　
「
私
」
は
、
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
間
い
を
立
て
、
心
像
描
出
の
〈
方
法
〉
を
し
り
ぞ
け
て
、
「
私
」
を
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で

な
い
V
と
認
識
し
た
デ
カ
ル
ト
は
、
再
ぴ
、
右
の
問
い
を
と
り
あ
げ
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
私
は
、
い
っ
た
い
、
な
に
で
あ
る
の
か
。
思
考

す
る
事
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
な
に
で
あ
る
の
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
疑
い
、
理
解
し
、
断
定
し
、
杏
定
し
、
意
志
し
、
意
志
せ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ず
、
ま
た
、
心
像
を
描
き
、
そ
し
て
、
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
事
物
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
」
（
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

事
柄
は
、
「
私
は
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
同
等
に
、
真
実
で
あ
る
」
、
ま
た
、
「
私
自
身
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
、
と
述

ぺ
ら
れ
る
（
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
「
私
」
の
〈
内
容
〉
は
、
豊
富
化
さ
れ
、
「
私
」
の
自
己
認
識
は
、
深
ま
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
デ
カ
ル
ト
は
、
い
ま
も
な
お
、
「
上
に
か
か
げ
た
方
法
」
に
よ
っ
て
、
私
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
と
、
吟
味
し
て

い
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
「
上
に
か
か
げ
た
方
法
」
と
は
、
〈
私
が
、
悪
意
あ
る
霊
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て

い
る
〉
と
す
る
「
想
定
」
の
も
と
で
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
想
定
」
に
含
ま
れ
て
い
る
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
欺
瞳
者
〔
神
〕
が
、

事
物
の
〈
実
在
を
払
拭
〉
し
て
い
る
こ
と
を
、
デ
カ
ル
ト
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
い
う
〈
前
提
〉
の
も
と
で
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
い
っ
た
い
、
こ
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
の
も
と
で
、
右
の
よ
う
に
し
て
、
「
私
」
の
八
内
容
〉
が
、
豊
富
化
さ
れ
、
「
私
」
の
自
己

認
識
が
、
深
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
一
つ
吟
味
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
私
は
、
「
疑
う
事
物
」
で
あ
る
、
と
す
る
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
、
〈
か
つ
て
〉
私
は
疑
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
右

の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
の
も
と
で
は
、
「
疑
う
」
こ
と
は
、
成
り
立
た
な
い
。

　
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
る
。
「
疑
う
」
と
は
、
感
覚
内
容
が
、
事
物
の
実
在
と
、
実
在
す
る
事
物
の
姿
と
を
、
教
え
て
い
な
い
か

も
知
れ
ぬ
、
と
す
る
〈
懸
念
〉
で
あ
り
、
ま
た
、
教
え
る
、
と
す
る
思
考
、
判
断
が
、
ま
た
し
て
も
、
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
も

知
れ
な
い
、
と
い
う
〈
懸
念
〉
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
2
＋
3
随
5
が
、
真
実
で
あ
る
、
と
自
分
で
は
思
考
し
て
い
る
の
に
、
欺
購
者
の

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
胃
巴
o
σ
Q
訂
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

力
に
よ
っ
て
、
2
十
3
”
6
な
い
し
4
と
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
〈
懸
念
〉
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
が
、
あ
の
「
古
い
意
見
」
に
基
づ
い
て
、
全
能
な
神
が
、
欺
隔
者
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
う
く
仮
想
V
の

段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
、
「
疑
う
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
は
、
成
立
し
う
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
〈
自
分
は
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〉
と
す
る
「
想
定
」
に
進
ん
だ
あ
と
で
は
、
そ
し
て
、
事
物
の
〈
実

在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と
い
う
〈
前
提
〉
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
〈
懸
念
〉
「
疑
い
」
が

成
り
立
つ
は
ず
は
、
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
私
」
は
、
〈
か
つ
て
〉
、
「
疑
う
事
物
」
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
〈
い
ま
〉
、
右
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と

を
〈
方
法
〉
と
し
て
立
て
て
い
る
「
私
」
は
、
「
疑
う
事
物
」
で
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
私
は
、
「
理
解
す
る
〔
悟
性
に
ょ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
を
す
る
〕
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
も
、
〈
か
つ
て
〉
理
解
し
て
い
た

こ
と
を
除
け
ば
、
〈
限
定
〉
さ
れ
た
理
解
、
す
な
わ
ち
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
理
解
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。　

な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ぱ
、
2
＋
3
“
5
と
い
う
理
解
は
、
〈
い
ま
〉
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〉
理
解

で
あ
り
、
し
か
も
、
虚
偽
な
理
解
で
あ
る
と
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
理
解
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
理
解
と
は
言
い
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
し
ょ
せ
ん
、
妄
想
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
〈
い
ま
〉
あ
る
理
解
は
、
た
だ
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
存
在
す
る
〉
と
い
う
理
解
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
こ

れ
は
、
論
理
的
思
考
・
推
論
の
結
論
で
あ
り
、
し
か
も
〈
拒
否
不
能
〉
で
あ
り
、
〈
明
晰
・
判
明
な
把
握
〉
で
あ
っ
て
、
理
解
の
名
に
値



い
す
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
〈
限
定
〉
さ
れ
た
理
解
を
す
る
私
を
見
い
だ
し
て
も
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
私
は
、
「
断
定
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
、
第
二
と
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
断

定
」
と
は
、
「
理
解
」
内
容
の
〈
言
表
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
が
お
か
れ
て
い
る
〈
い
ま
〉

の
「
断
定
」
は
、
あ
の
「
公
理
」
以
外
に
な
い
。
こ
う
し
て
、
「
断
定
す
る
事
物
」
と
し
て
私
を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
「
私
」
の
〈
内
容
〉

の
豊
富
化
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
私
は
、
「
否
定
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
す
る
規
定
は
、
実
は
、
あ
の
「
想
定
」
と
く
前
提
V
と
を
言
い
か
え
た
も
の
に
す

ぎ
ず
、
自
ら
立
て
た
〈
方
法
〉
を
、
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

　
ま
た
、
「
否
定
」
さ
れ
る
事
柄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
私
」
が
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ

る
。
「
私
」
は
、
す
で
に
、
「
精
神
」
で
あ
っ
て
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
〉
、
と
「
否
定
」
さ
れ
た
。
「
否
定
」
は
、
〈
限
定
〉
さ
れ

た
否
定
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。

・
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
「
否
定
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
、
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
上
の
「
理
解
」
「
断
定
」
「
否
定
」
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
は
、
〈
私
が
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と

し
、
〈
私
は
、
精
神
で
あ
っ
て
、
物
体
か
ら
な
る
も
の
で
な
い
〉
と
す
る
時
の
「
私
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
作
用
を
、
〈
分
析
〉
し
て
見

い
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
は
、
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
は

で
き
る
。
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
の
・
こ
の
列
挙
は
、
〈
理
解
一
般
〉
〈
断
定
一
般
〉
〈
否
定
一
般
〉
を
、
私
の
自
己
認
識
の
深
化
と
す
る
も

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
巽
巴
o
o
q
一
・
ヨ
雪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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の
で
あ
っ
て
、
〈
限
定
V
さ
れ
た
「
理
解
」
「
断
定
」
「
否
定
」
を
、
指
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
私
が
、
「
意
志
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
す
る
規
定
が
、
〈
か
つ
て
V
真
実
な
も
の
を
知
ろ
う
と
意
志
し
た
こ
と
を
除
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
も
そ
も
、
〈
い
ま
V
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
知
ろ
う
と
「
意
志
す
る
」
「
お
び
た
だ
し
い
事
柄
」
（
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
が
、

〈
い
ま
〉
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
の
で
あ
っ
て
、
無
を
意
志
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
ま
た
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
「
公
理
」
に
到
達
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
想
起
す
れ
ぱ
、

「
意
志
」
と
は
、
〈
自
分
が
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
V
と
「
思
考
し
よ
う
と
す
る
」
意
志
、
〈
限
定
V
さ
れ
た
意
志
以
外
に
な
い
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
第
六
に
、
私
が
、
「
意
志
し
な
い
事
物
」
、
す
な
わ
ち
、
「
欺
か
れ
る
こ
と
を
意
志
し
な
い
」
（
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
事
物
で
あ
る
、
と
い
う

規
定
は
、
成
り
立
ち
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
事
物
の
〈
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
V
と
す
る
く
前
提
V

の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
述
ぺ
た
と
お
り
、
「
欺
か
れ
る
」
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
欺
か
れ
る
こ
と
を

意
志
し
な
い
」
こ
と
も
、
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
ま
た
、
「
欺
か
れ
る
」
と
は
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
る
〉
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
「
想
定
」
を
立
て
た
こ
と
は
、
却
っ
て
、
「
欺

か
れ
る
」
こ
と
を
、
〈
意
志
し
た
V
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
上
の
・
第
一
の
・
「
私
」
は
、
「
疑
う
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
か
ら
、
第
六
の
・
「
欺
か
れ
る
こ
と
を
意

志
し
な
い
事
物
」
で
あ
る
、
と
す
る
規
定
ま
で
は
、
あ
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
に
基
づ
く
〈
方
法
〉
の
も
と
で
は
、
あ
る
い
は
、
成



り
立
ち
え
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
〈
限
定
〉
さ
れ
た
意
味
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
規
定
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
、
「
私
」

の
内
容
の
豊
富
化
に
役
立
つ
〈
一
般
的
〉
な
意
味
は
、
も
ち
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
が
、
上
に
見
た
も
の
を
、
「
私
」
の
規
定
と
す
る
の
は
、
i
つ
ぎ
の
・
第
七
、
心
像
を
描
く
事
物
、
第
八
、

感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
事
物
、
と
い
う
規
定
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
ー
「
疑
う
」
、
「
理
解
す
る
」
、
「
断
定
す
る
」
、
「
否
定
す
る
」
、
「
意
志

す
る
」
、
「
意
志
し
な
い
」
を
、
私
の
く
思
考
の
様
態
V
と
考
え
、
思
考
の
様
態
は
、
対
象
が
く
実
在
を
払
拭
V
さ
れ
て
い
て
も
な
お
、
私

の
内
部
に
存
在
す
る
、
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
証
拠
に
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
再
ぴ
、
「
私
は
、
思
考
す
る
事
物
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
疑
い
、
断
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

否
定
し
、
…
…
理
解
し
、
…
…
意
志
し
、
意
志
せ
ず
、
ま
た
、
心
像
を
描
き
、
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
事
物
で
あ
る
」
と
繰
り
返
す
の
で

あ
る
が
（
第
て
ハ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
つ
づ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
私
が
ま
え
に
さ
と
っ
た
と
お
り
、
私
が
、
自
分
の
外
に
感

覚
し
、
な
い
し
心
像
に
描
く
事
物
は
、
お
そ
ら
く
無
で
あ
る
に
し
て
も
、
に
も
拘
ら
ず
、
私
が
感
覚
作
用
な
い
し
心
像
描
出
作
用
と
呼

ぶ
・
あ
の
・
思
考
の
様
態
は
、
そ
れ
が
、
た
だ
、
思
考
の
・
あ
る
様
態
に
す
ぎ
な
い
限
り
で
、
自
分
の
う
ち
に
あ
る
、
と
、
私
は
確
信
す

　
　
　
　
　
（
7
）

る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
確
か
に
、
思
考
の
様
態
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
し
か
し
、
思
考
の
様
態
と
は
、
思
考
と
い

う
〈
働
き
〉
の
様
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
〈
働
き
V
の
中
に
し
か
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

思
考
と
い
う
〈
働
き
〉
は
、
外
部
か
内
部
に
対
象
が
存
在
し
て
い
な
く
て
は
、
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
思
考
の
様
態
は
、
対
象
の
存

在
し
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
や
は
り
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
震
巴
o
σ
Q
『
日
聲
：
・
：
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
対
象
の
存
在
〉
と
、
〈
思
考
内
部
に
存
在
す
る
も
の
〉
と
を
、
単
純
に
〈
切
断
〉
し
、
対
象
が
存
在
し
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

て
も
、
様
態
は
、
〈
思
考
内
部
〉
に
存
在
す
る
、
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
ホ
ブ
ズ
か
ら
の
「
反
論
・
第
六
」
を
招
く
理
由
が
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
こ
の
揚
合
の
対
象
と
は
、
外
部
に
存
在
す
る
事
物
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
あ
と
、
「
私
」
は
、
「
感
覚
す
る
こ

と
を
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
す
る
規
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
の
内
部
に
あ
る
外
部
感
覚
内
容
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
デ
カ
ル
ト
は
、

「
感
覚
す
る
こ
と
」
は
、
「
思
考
の
様
態
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
対
象
（
内
部
に
あ
る
外
部
感
覚
内
容
）
が
な
く
と
も
、
〈
思
考
の
内
部
に
あ

る
も
の
〉
と
し
て
、
対
象
か
ら
〈
切
断
〉
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
切
断
〉
の
背
後
に
は
、
や
は
り
、
〈
精
神
と
物
体
・
肉
体
と
の
実

在
上
の
分
離
〉
の
立
揚
が
あ
る
、
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
さ
て
、
第
七
に
、
私
は
、
「
心
像
を
描
く
事
物
」
、
「
多
く
の
事
物
を
、
意
に
反
し
て
で
は
あ
れ
、
心
像
に
描
く
」
事
物
（
第
九
パ
ラ
グ
ラ

フ
）
で
あ
る
、
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
の
意
味
は
、
「
な
ぜ
な
ら
、
私
が
想
定
す
る
と
お
り
、
心
像
に
描
か
れ
た
事
物
は
、
も
し
か
す

る
と
、
ま
っ
た
く
ど
れ
一
っ
、
真
実
で
は
な
い
に
し
て
も
、
に
も
拘
ら
ず
、
心
像
を
描
く
カ
そ
の
も
の
は
、
じ
っ
さ
い
に
実
在
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
私
の
思
考
の
一
部
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
（
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、

心
像
に
描
き
出
さ
れ
る
事
物
は
、
〈
外
部
に
〉
実
在
し
な
く
て
も
、
心
像
描
出
力
は
、
〈
私
の
内
部
に
〉
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

対
象
か
ら
切
断
さ
れ
た
・
思
考
の
様
態
と
は
、
こ
の
揚
合
、
「
力
」
の
意
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
心
像
描
出
作
用
と
は
、
そ
も
そ
も
、
な
に
で
あ
る
か
。

　
す
で
に
知
っ
た
・
心
像
描
出
の
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
作
用
と
は
、
「
物
体
の
形
態
あ
る
い
は
像
に
、
直
接
に
目
を
む
け
る
」
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
に
よ
る
限
り
、
外
部
に
「
物
体
」
が
実
在
し
て
い
な
く
て
は
、
心
像
描
出
作
用
は
、
あ
り
え
な
い
。



心
像
描
出
作
用
が
あ
り
え
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
、
心
像
描
出
「
カ
」
が
あ
る
こ
と
が
、
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
『
省
察
・
第
六
』
に
し
た
が
え
ぱ
、
心
像
描
出
作
用
と
は
、
た
と
え
ば
、
五
角
形
は
、
五
つ
の
辺
に
囲
ま
れ
た
平
面
で
あ
る
、

と
い
う
・
帥
鷺
δ
跳
な
「
理
解
」
〈
把
握
〉
を
、
心
像
に
現
出
さ
せ
る
作
用
で
あ
り
、
「
そ
れ
の
・
五
つ
の
辺
と
、
ま
た
同
時
に
、
そ
の
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

辺
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
平
面
と
に
、
精
神
の
瞳
を
む
け
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
そ
れ
が
「
で
き
る
」
の
は
、
心
像

描
出
「
カ
」
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
「
理
解
」
〈
把
握
〉
は
、
帥
冥
δ
識
な
も
の
で
あ
る
。
「
精
神
は
、
理
解
す
る
時
に
は
、
い
わ
ぱ
自
ら
を
自
分
自
身
に
ふ
り
む
け
、
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
内
在
す
る
観
念
の
う
ち
あ
る
も
の
を
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
の
で
あ
る
」
（
『
省
察
・
第
六
』
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
理
解
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
た
め
に
は
」
、
「
魂
の
・
あ
る
・
特
別
な
努
力
を
、
私
は
払
わ
な
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

　
こ
れ
に
た
い
し
、
「
あ
の
〔
心
像
描
出
〕
力
は
、
私
と
は
別
個
な
・
あ
る
事
物
に
、
依
存
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
（
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

し
た
が
っ
て
、
心
像
描
出
作
用
と
は
、
「
あ
る
物
体
が
、
実
在
し
、
精
神
は
、
そ
の
物
体
を
、
い
わ
ぱ
、
確
か
め
て
み
る
た
め
に
、
．
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巧
）

そ
の
物
体
に
自
分
を
む
け
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
心
像
に
描
く
時
に
は
、
精
神
は
、
物
体
に
自
分
を
ふ
り
む
け
、
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

物
体
の
中
に
、
自
分
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
観
念
と
同
形
の
・
あ
る
も
の
、
…
…
を
、
見
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
．
ハ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
私
に
は
別
個
の
・
実
在
す
る
物
体
に
、
〈
精
神
が
、
自
ら
を
ふ
り
む
け
る
〉
こ
と
で
あ
る
心
像
描
出
作
用
は
、
〈
精
神
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

自
ら
を
自
分
自
身
に
ふ
り
む
け
る
〉
こ
と
で
あ
る
「
理
解
」
と
は
、
こ
と
な
っ
て
、
「
魂
の
・
あ
る
・
特
別
な
努
力
を
、
必
要
と
す
る
」

の
で
あ
る
（
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
上
の
よ
う
な
・
心
像
描
出
作
用
の
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
心
像
描
出
作
用
は
、
「
物
体
」
が
「
実
在
」
し
て
い
な
く
て
は
、
生
じ
え
な

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
畦
巴
品
田
ヨ
9
・
：
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

い
。
と
こ
ろ
が
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
払
拭
〉
を
含
む
「
想
定
」
を
立
て
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
「
想
定
」
に
よ

る
限
り
、
そ
も
そ
も
、
心
像
描
出
作
用
が
生
ず
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
心
像
描
出
「
力
」
が
、
私
の
中
に
「
実
在
す

る
」
と
は
、
け
っ
し
て
、
証
明
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
り
、
「
私
」
の
自
己
認
識
は
深
化
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
（
『
省
察
．
第
二
』
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
あ
の
「
想
定
」
を
想
起
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
対

象
の
く
実
在
が
払
拭
V
さ
れ
て
い
て
も
、
な
お
「
実
在
す
る
」
心
像
描
出
力
と
は
、
な
に
か
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
物
体
形
態
、
延
長
」

等
が
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
い
て
も
、
な
お
、
そ
れ
ら
の
「
奇
怪
な
・
空
想
の
所
産
」
（
O
臣
ヨ
尽
］
。
毒
）
」
を
生
み
出
す
・
そ
の
心
像

描
出
力
で
あ
る
以
外
に
、
な
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
〈
ぬ
え
V
を
「
空
想
」
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
心
像
描
出
力

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
心
像
描
出
力
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
私
」
は
、
「
心
像
を
描
く
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
は
、
成
立
す
る
。
あ
の

「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
に
よ
る
〈
方
法
〉
の
も
と
で
も
、
こ
の
規
定
は
、
成
立
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
心
像
を
描
く
」
と
は
、
「
空
想
」

を
描
く
、
の
意
で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
な
ら
ば
、
私
の
〈
内
容
〉
は
豊
富
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
第
八
に
、
私
は
、
「
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
は
、
成
立
し
え
な
い
。

　
こ
の
揚
合
、
「
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
数
多
く
の
も
の
を
、
い
わ
ぱ
感
覚
器
官
か
ら
き
た
も
の
と
し
て
、
さ
と
っ
て
い
る
」
の
意
（
第
九
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
「
物
体
を
、
い
わ
ば
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

覚
器
官
を
つ
う
じ
て
、
さ
と
っ
て
い
る
」
の
意
、
で
あ
り
、
詳
し
く
言
わ
れ
れ
ぱ
、
つ
ぎ
の
意
味
で
あ
る
。
「
す
な
わ
ち
、
私
は
、
い
ま
、

光
を
目
に
し
、
ざ
わ
め
き
を
耳
に
し
、
肌
で
熱
を
感
じ
て
い
る
。
光
、
ざ
わ
め
き
、
熱
は
、
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、



い
ま
、
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
私
は
、
目
で
見
て
い
る
こ
と
に
、
気
が
つ
き
（
く
こ
8
『
）
、
耳
で

聞
い
て
い
る
こ
と
に
、
気
が
つ
き
、
肌
が
熱
く
な
る
こ
と
に
、
気
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
・
気
が
つ
く
こ
と
が
、
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
あ
り
え
な
い
。
こ
の
・
気
が
つ
く
こ
と
が
、
本
来
、
私
の
中
で
感
覚
す
る
、
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
に
厳
格
に
真
実
で
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
た
・
こ
の
・
気
が
つ
く
、
と
い
う
こ
と
は
、
思
考
す
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
で

　
（
2
0
）

あ
る
」
（
第
九
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
で
は
、
「
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
」
と
は
、
外
部
感
覚
内
容
を
、
内
部
で
感
覚
す
る
こ
と
・

の
意
味
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
内
部
感
覚
作
用
は
、
対
象
と
し
て
、
外
部
感
覚
内
容
を
も
た
な
く
て
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
、
「
私
は
、
眠
っ
て
い
る
」
と
言
う
。
外
部
感
覚
内
容
は
、
夢
で
し
か
な
い
、
と
さ
れ
、
外
部
感

覚
作
用
は
、
実
在
す
る
対
象
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
上
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
が
い
ま
立
て
て
い
る
の
は
、
対
象
・
事
物
の
〈
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
二
と
を
含
む
「
想

定
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
肉
体
も
、
し
た
が
っ
て
感
覚
器
官
も
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
も
含
む
「
想
定
」

で
あ
る
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
外
部
感
覚
作
用
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
内
部
感
覚
作
用
の
対
象
で
あ
る
外
部
感
覚
内
容
も
ま
た
、

存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
さ
と
る
」
「
気
が
つ
く
」
と
い
う
・
本
来
の
内
部
感
覚
作
用
も
、
存
在
し
な
い
。
こ
の
・
本
来

の
意
味
で
の
「
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
い
ま
存
在
す
る
の
は
、
た
だ
、
夢
と
い
う
思
考
内
容
に
「
気
が
つ
く
」
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
上
の
第
七

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
轟
一
〇
σ
q
冒
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

で
見
た
・
た
と
え
ば
〈
ぬ
え
〉
の
空
想
に
「
気
が
つ
く
」
の
と
、
こ
と
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
デ
カ
ル
ト
の
い
う
．
「
私
」

は
、
「
感
覚
す
る
こ
と
を
す
る
事
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
の
内
容
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
「
私
」
の
自
己
認
識
は
、
こ
う
し
た
も
の
と

し
て
な
ら
ば
、
深
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
デ
カ
ル
ト
が
、
自
ら
立
て
た
〈
方
法
〉
に
よ
っ
て
、
「
私
は
、
い
っ
た
い
、
な
に
で
あ
る
か
」
を
知
ろ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
〈
方
法
〉
、
す
な
わ
ち
、
あ
の
「
想
定
」
と
く
前
提
V
と
が
、
あ
る
限
り
、
〈
私
は
、
ぬ
え
に
類
す
る
空
想
を
描
き
、
夢

を
み
て
い
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
に
気
が
つ
い
て
い
る
者
で
あ
る
〉
と
い
う
規
定
以
上
に
進
ん
だ
も
の
は
、
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
以

外
は
、
た
だ
、
〈
私
は
、
思
考
す
る
事
物
と
し
て
、
実
在
す
る
〉
と
い
う
認
識
、
そ
し
て
、
〈
私
は
、
精
神
で
あ
っ
て
、
物
体
か
ら
な
る
も

の
で
な
い
〉
と
い
う
〈
思
い
込
み
〉
と
が
、
よ
み
が
え
る
に
と
ど
ま
る
。

　
以
上
に
吟
味
し
た
パ
ラ
・
ジ
ス
ム
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
あ
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
の
も
と
で
は
、
デ
カ
ル
ト
の
結
論
、
す
な
わ
ち

「
上
述
の
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
、
自
分
が
、
い
っ
た
い
、
な
に
者
で
あ
る
の
か
を
、
も
と
よ
り
相
当
に
ヨ
リ
よ
く
（
8
三
階
旨
璋
2
導
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

ヨ
象
島
）
、
認
識
し
始
め
る
」
（
第
＋
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
は
、
帰
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
「
私
」
の
自
己
認
識
は
、
空
想
と
夢
と

を
抱
き
、
か
つ
、
そ
れ
に
気
が
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
以
外
に
は
、
深
ま
り
は
し
な
か
っ
た
。
「
私
」
の
〈
内
容
〉
は
、
さ
し
て
貧
困
を

脱
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
＞
1
↓
’
＜
目
曾
マ
N
o
o
り
一
一
。
ω
O
－
N
N
ー

　
　
（
2
）
＞
ー
目
，
＜
H
一
。
℃
』
P
＝
』
ー
ω
・

　
　
（
3
）
＞
1
↓
薗
≦
り
℃
』
。
」
・
避



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）の

ほ
か
に
、

ま
で
も
な
く

る
も
の
を
、

こ
こ
で
ー
た
と
え
ば
、

の
中
に
あ
る
〉

る
oれ

た
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く

る
o

　
デ
カ
ル
ト
は
、
や
は
り
、
「
思
考
の
様
態
」
と
〈
事
物
・
対
象
〉
と
を
〈
切
断
〉
し
て
い
る
か
ら
、
〈
恐
怖
と
い
う
思
考
内
容
〉
は
、
〈
恐
怖
さ

れ
る
事
物
の
姿
と
い
う
思
考
内
容
〉
に
く
ら
ぺ
て
、
「
よ
り
以
上
」
に
、
し
か
も
〈
別
個
〉
に
、
思
考
作
用
に
よ
っ
て
、
抱
か
れ
る
の
で
あ
る
、

と
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
「
思
考
の
様
態
」
と
し
て
の
恐
怖
と
い
う
思
考
内
容
・
観
念
が
、
恐
怖
さ
れ
る
事
物
の
姿
と
い
う
思

考
内
容
・
観
念
と
は
、
〈
別
個
に
〉
、
「
よ
り
以
上
に
」
、
つ
ま
り
、
そ
れ
を
〈
ま
た
ず
に
〉
、
私
の
中
に
形
づ
く
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り

え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
思
考
の
様
態
」
は
、
〈
思
考
〉
と
〈
対
象
〉
と
が
直
面
す
る
時
に
初
め
て
、
働
き
出
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
娼
賀
巴
o
o
q
富
ヨ
O
員
・
　
・
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

＞
i
↓
、
＜
霞
、
℃
ー
悼
o
o
一
一
．
讐
，

＞
1
日
く
目
・
℃
．
N
o
。
｝
一
■
鴇
●

＞
ー
日
。
く
目
ー
や
ω
♪
F
一
〇
。
ー
曽
，

＞
ー
日
く
目
■
や
ω
♪
一
■
b
o
一
ー
マ
い
軌
」
，
N
，

デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
観
念
・
「
思
考
内
容
」
を
類
別
す
る
時
、
こ
う
述
ぺ
て
い
る
。
「
し
か
し
、
他
の
〔
思
考
内
容
〕
は
、
そ

　
　
　
あ
る
・
別
の
本
質
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
私
が
意
志
す
る
時
、
恐
怖
す
る
時
、
断
定
す
る
時
、
私
は
、
い
つ
も
必
ず
、
い
う

　
　
　
、
私
の
・
そ
の
思
考
作
用
の
対
象
と
し
て
、
あ
る
事
物
を
つ
か
む
が
、
し
か
し
ま
た
、
私
が
、
そ
の
事
物
の
姿
、
よ
り
以
上
に
、
あ

　
　
　
思
考
作
用
に
よ
っ
て
、
抱
く
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
」
（
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
。
》
1
↓
。
＜
目
や
い
ざ
F
ひ
1
誌
。
）
。
デ
カ
ル
ト
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
恐
怖
V
は
、
「
思
考
の
様
態
」
で
あ
り
、
〈
恐
怖
さ
れ
る
事
物
の
姿
〉
と
い
う
思
考
内
容
・
観
念
よ
り
も
く
先
に
、
私

　
　
　
　
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
思
考
の
様
態
」
を
、
思
考
作
用
に
よ
っ
て
、
抱
い
た
も
の
が
、
〈
恐
怖
と
い
う
思
考
内
容
・
観
念
V
で
あ

だ
か
ら
、
〈
恐
怖
と
い
う
思
考
内
容
〉
と
、
〈
恐
怖
さ
れ
る
事
物
の
姿
と
い
う
思
考
内
容
V
と
は
、
〈
別
個
V
に
、
思
考
作
用
に
よ
っ
て
抱
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
前
者
は
、
後
者
「
よ
り
以
上
」
に
思
考
作
用
に
よ
っ
て
、
抱
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
ー
と
言
う
の
で
あ



　
　
　
一
橋
大
学
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2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

　
だ
か
ら
、
ホ
ブ
ズ
は
、
こ
う
反
論
す
る
。
「
あ
る
ひ
と
が
意
志
し
、
な
い
し
恐
怖
す
る
時
、
そ
の
ひ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
自
分
が
恐
怖
す

　
る
事
物
の
心
像
を
も
ち
、
ま
た
、
自
分
が
意
志
す
る
行
為
の
心
像
を
も
つ
。
と
こ
ろ
が
、
意
志
す
る
者
、
な
い
し
恐
怖
す
る
者
が
、
思
考
作
用
に

　
よ
っ
て
、
鉛
ヂ
卿
卦
ゆ
抱
く
も
の
が
、
な
に
で
あ
る
か
、
は
、
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
恐
怖
が
思
考
内
容
で
あ
る
と
し
て
も
、
恐
怖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
と
い
う
思
考
内
容
が
、
ひ
と
が
恐
怖
す
る
事
物
の
思
考
内
容
と
は
、
別
の
も
の
で
あ
り
う
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
な
の
か
、
私
に
は
、
わ
か

　
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
国
r
勢
マ
ま
ど
》
1
目
く
目
よ
）
・
一
。
。
ド
傍
点
は
引
用
者
）
。
　
　
〈
恐
怖
と
い
う
思
考
内
容
．
観
念
〉
は
、
〈
恐
怖
さ

　
れ
る
事
物
の
姿
と
い
う
思
考
内
容
、
観
念
〉
と
は
、
〈
別
個
に
〉
、
「
よ
り
以
上
に
」
、
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
は
、
〈
恐
怖
さ
れ
る
事

　
物
の
姿
と
い
う
思
考
内
容
・
観
念
〉
を
〈
ま
っ
て
初
め
て
〉
、
言
い
か
え
れ
ぱ
、
そ
の
観
念
に
く
依
存
し
て
V
〈
不
可
分
に
〉
、
心
の
中
に
生
み
出

　
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
思
考
の
様
態
」
は
、
〈
思
考
〉
と
〈
対
象
〉
と
の
直
面
の
中
で
の
み
、
働
く
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

　
か
。
　
　
こ
の
意
味
を
こ
め
て
、
ホ
ブ
ズ
は
、
つ
づ
け
て
反
論
す
る
の
で
あ
る
。
「
と
い
う
の
は
、
近
づ
い
て
く
る
獅
子
に
た
い
す
る
恐
怖
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

　
近
づ
い
て
く
る
獅
子
の
観
念
以
外
の
、
ま
た
、
（
そ
う
し
た
性
質
の
観
念
が
心
の
中
に
生
み
出
す
）
効
果
以
外
の
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

　
か
」
（
田
い
弥
℃
・
ま
ご
＞
ー
り
く
目
マ
一
〇
。
卜
。
。
傍
点
は
引
用
者
）
。
　
　
こ
の
反
論
に
た
い
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
た
だ
、
「
獅
子
を
見
て
、

　
そ
し
て
同
時
に
、
獅
子
を
恐
怖
す
る
二
と
は
、
た
だ
獅
子
を
見
る
こ
と
と
は
、
別
の
こ
と
で
あ
る
」
と
『
回
答
』
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
属
い

　
い
マ
ま
㌍
｝
i
一
く
目
。
や
一
〇
。
P
）
。
デ
カ
ル
ト
は
、
ホ
ブ
ズ
の
反
論
が
、
「
獅
子
を
見
て
、
そ
し
て
同
時
に
、
獅
子
を
恐
怖
す
る
」
揚
合
に
、

　
「
恐
怖
」
は
、
「
見
る
」
こ
と
に
〈
依
存
〉
し
て
い
る
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
を
、
理
解
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
理
解
し
た
が
ゆ
え

　
に
、
言
い
逃
れ
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
9
）
＞
1
日
≦
H
■
℃
』
。
。
」
一
・
ミ
ー
鉢

（
1
0
）
　
＞
1
↓
』
く
目
。
や
O
P
F
o
。
1
一
一
・

（
1
1
）
　
＞
1
目
・
＜
目
ー
℃
・
遷
＝
一
。
謡
ー
N
o
o
・
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＜
一
H

》
ー
↓
。
＜
一
H
■

＞
1
↓
，
＜
一
り

》
1
日
’
＜
一
り

》
1
日
■
く
H
一
・

＞
1
日
、
く
H
H
■

》
ー
目
，
く
一
H
・

＞
1
↓
騨
く
H
同
ー

＞
ー
円
。
＜
H
【

二
1
6

マうやマ，ママや℃℃
博
い
い
F
試
－
旨
■

M
Q
、
F
一
ー
ド

M
Q
｝
一
ド
O
ー
一
9

M
い
噂
＝
，
一
一
ー
一
N
■

圃
い
り
一
一
■
一
M
I
N
O
■

M
曾
圏
一
■
一
ー
斜
■

卜o

o
噂
＝
，
N
o
o
－
Q
O
■

卜o

r
一
N
g

N
P
一
剛
。
一
N
ー
一
〇
〇
■

N
P
＝
一
一
〇
ー
N
9

　
す
で
に
見
た
と
お
り
、

の
」
、
そ
の
意
味
で
、
「
そ
れ
の
心
像
が
、

　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
も
の
」
で
も
あ
る
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
い
ま
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
払
拭
〉
を
含
む
「
想
定
」
を
、
立
て
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
巽
巴
o
σ
q
邑
き
p
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て

「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」
が
、
蜜
膿
「
そ
れ
自
体
」
を
、
「
見
ぬ
く
」
の
か
（
『
省
察
・
第
二
』
第
十

　
一
、
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
「
物
体
」
は
、
心
像
描
出
作
用
の
対
象
で
あ
り
、
「
心
像
描
出
の
も
と
に
は
い
る
も

　
　
　
　
　
　
思
考
作
用
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
「
感
覚
器
官
が
、
探
索
す

　　「　　物
　　体

　　L
＿　は
＿　　　　　　、

　　デ
　　カ
　　ノレ
　　　ト

　　に
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2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
っ
て
、
「
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
私
に
は
縁
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
に
と
ど
ま
る
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ

フ
）
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
〈
日
常
意
識
〉
に
よ
れ
ば
、
「
物
体
」
の
ほ
う
が
、
「
心
像
描
出
の
も
と
に
は
い
ら
な
い
」
〈
私
自
身
〉
、
な
い
し
〈
私
で

あ
る
も
の
〉
よ
り
も
、
「
ず
っ
と
判
明
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
し
、
な
お
ま
た
、
私
は
、
そ
う
思
い
込
む
の
を
、
抑
え
る
こ

　
　
　
　
（
3
）

と
が
で
き
な
い
」
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
く
日
常
意
識
V
の
強
さ
を
、
「
私
の
精
神
は
、
道
か
ら
離
れ
た
が
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ま
だ
、
真
実
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
限
界
の
う
ち
に
引
き
と
ど
め
ら
れ
る
の
に
、
我
慢
が
で
き
な
い
」
こ
と
と
す
る
（
第
十
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
だ
が
、
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
の
〈
迷
い
〉
、
〈
日
常
意
識
〉
を
容
認
し
て
、
あ
る
「
物
体
」
（
蜜
膿
）
を
と
り
あ
げ
、
し
か
し
、
物
体
と
し
て

の
蜜
強
の
・
判
明
な
認
識
を
成
立
さ
せ
る
も
の
は
、
精
神
の
・
あ
る
働
き
で
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
、
『
省
察
・
第
二
』
の
副
題
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
人
間
の
精
神
は
物
体
よ
り
も
、
身
近
か
に
知
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
、
立
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
が
、
こ
こ
で
、
〈
日
常
意
識
V
を
容
認
し
た
の
は
い
い
。
し
か
し
、
〈
自
ら
〉
、
「
物
体
」
と
し
て
蜜
膿
を
、
と
り
あ
げ
て
い
る
。

し
て
み
る
と
、
蜜
縢
と
い
う
「
物
体
」
は
、
〈
実
在
を
払
拭
〉
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
物
体
」
の
〈
実

在
払
拭
〉
を
含
む
「
想
定
」
と
、
そ
の
実
在
払
拭
を
く
自
ら
知
っ
て
い
る
V
と
す
る
〈
前
提
〉
と
を
、
突
然
、
廃
棄
・
解
除
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
廃
棄
・
解
除
す
る
〈
根
拠
〉
は
、
な
に
一
つ
、
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
〈
神
の
実
在
証
明
〉
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。



　
本
節
の
結
論
と
し
て
述
ぺ
る
よ
う
に
、
「
物
体
」
と
し
て
の
蜜
職
が
〈
実
在
し
な
い
〉
の
で
あ
れ
ば
、
「
私
」
は
、
「
物
体
」
と
「
物
体
」

の
〈
実
在
〉
と
を
、
〈
判
明
に
認
識
す
る
〉
精
神
と
し
て
、
自
己
を
認
識
す
る
こ
と
が
、
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
私
」
の
精
神
の
・
そ

う
し
た
自
己
認
識
は
、
可
能
で
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
と
し
て
、
あ
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
の
廃
棄
・
解
除
の

〈
根
拠
〉
を
明
示
し
て
お
く
の
で
な
け
れ
ば
、
『
省
察
・
第
二
』
の
主
題
の
一
つ
は
、
成
り
立
た
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
の
く
根
拠
V

は
、
な
に
ら
、
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
蜜
騰
を
、
〈
実
体
、
（
物
体
か
ら
な
る
実
体
）
〉
と
し
て
、
扱
っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
右
の
廃
棄
・
解
除
の
理
由
が
、
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
三
』
で
、
卒
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
て
、
石
を
、
「
実
体
」
す
な
わ
ち
「
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
実
在
す
る
に
た
え
る
」
も
の
（
第
二
十
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
と
規
定
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
も
と
も
と
、
「
物
体
」
を
、
物
体
か
ら
な
る
実
体
と
し
て
、
到
底
〈
実
在
を

払
拭
〉
し
え
な
い
も
の
と
し
て
、
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
見
解
が
、
『
省
察
・
第
二
』
の
・
こ
こ
の
箇
所
で
、
突
然
、
あ
の

「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
を
廃
棄
・
解
除
し
た
理
由
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
一
方
で
、
〈
欺
購
者
は
、
物
体
の
実
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
払
拭
V
し
て
い
る
、
と
す
る
「
想
定
」
を
立
て
つ
つ
も
、
他
方
で
、
真
実
な
神
は
、
物
体
の
創
造
者
で
も
あ
り
、
自
ら
創
造
し
た
物
体

の
〈
実
在
を
払
拭
〉
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
私
た
ち
と
し
て
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ふ
つ
う
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
う
ち
で
も
っ
と
も
判
明
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
え
ら
れ
る
、
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
・
あ
の
事
物
〔
物
体
〕
で
あ
る
」
と
言
う
（
第
十
て
ハ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
い
っ
た
い
、
そ
の
「
物
体
」
に
つ
い
て
、
〈
な
に
を
〉
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
「
あ

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貰
巴
o
鴨
切
日
8
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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る
物
体
が
こ
の
上
な
く
判
明
に
認
識
さ
れ
う
る
た
め
に
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
」
（
第
十
一
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
す
な
わ
ち
、
〈
な
に
V
が
認

識
さ
れ
た
時
に
、
「
物
体
」
の
認
識
は
、
〈
判
明
〉
と
言
い
う
る
の
か
、
第
二
に
、
そ
の
〈
判
明
な
認
識
〉
は
、
〈
な
に
に
よ
る
〉
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
〈
判
明
な
認
識
〉
の
・
こ
の
・
二
つ
の
〈
要
件
〉
で

あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
〈
な
に
〉
が
認
識
さ
れ
た
時
に
、
「
物
体
」
の
認
識
は
、
〈
判
明
V
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
か
。
「
…
…
蜜
膿
の
中
で
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
（
8
V

こ
と
に
判
明
に
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
は
、
な
に
で
あ
っ
た
の
か
」
（
第
十
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
初
め
は
、
蜜
膿
の
外
部
感
覚
内
容
が
と
ら
え
ら
れ
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
た
。
蜜
の
味
、
花
の
香
り
、
色
彩
、
形
態
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

き
さ
、
固
さ
、
つ
か
み
う
る
こ
と
、
冷
さ
、
音
を
出
す
こ
と
ー
こ
う
し
た
外
部
感
覚
内
容
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
、
「
あ
る
物
体
が
こ
の

上
な
く
判
明
に
認
識
さ
れ
う
る
た
め
に
、
必
要
と
思
わ
れ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
見
よ
、
私
が
そ
う
言
っ
て
い
る
間
に
、
そ
の
蜜
膿
は
火
に
近
づ
け
ら
れ
る
」
（
第
＋
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
残
っ
て
い
た

味
は
、
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
、
香
り
は
、
立
ち
失
せ
、
色
彩
は
、
変
り
、
蜜
強
は
、
溶
け
て
、
熱
く
な
り
、
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ず
、
音
を
出

　
　
　
　
（
1
1
V

さ
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
あ
っ
た
外
部
感
覚
内
容
の
う
ち
、
あ
る
も
の
は
、
〈
消
滅
〉
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
形
態
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

崩
れ
、
大
き
さ
は
、
増
し
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
あ
っ
た
外
部
感
覚
内
容
の
う
ち
、
あ
る
も
の
は
、
〈
変
化
〉
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ば
、
「
そ
の
蜜
膿
の
中
で
、
ま
こ
と
に
判
明
に
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
」
と
は
、
「
私
が
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
触
れ
た
も
の
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ど
れ
で
も
な
い
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
」
（
第
十
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
か
っ
て
あ
っ
た
外
部
感
覚
内
容
は
す
べ
て
、
〈
消
滅
〉
し
た
か
、
〈
変
化
〉
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
〈
ま
ぎ
ら
わ
し
い
〉
も
の
な
の
で
あ
り
、



「
判
明
に
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
」
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
外
部
感
覚
内
容
を
と
ら
え
て
も
そ
れ
は
、
「
物
体
」
の
〈
判
明
な
認
識
〉

の
〈
要
件
〉
た
り
え
な
い
ゆ
え
に
、
棄
て
去
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
が
、
こ
こ
で
、
「
な
ぜ
な
ら
、
味
覚
器
官
、
な
い
し
嗅
覚
器
官
、
な
い
し
視
覚
器
官
、
な
い
し
触
覚
器
官
、
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

し
聴
覚
器
官
、
の
も
と
に
は
い
っ
た
も
の
は
、
ど
れ
も
み
な
、
す
で
に
〔
消
滅
〕
変
化
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
消
滅
〉
と
〈
変
化
〉
と
の
〈
観
念
〉
は
、
も
っ
た
の
で
あ
る
。

　
〈
消
滅
〉
の
〈
観
念
〉
は
、
か
つ
て
の
外
部
感
覚
内
容
（
い
ま
で
は
記
憶
内
容
）
と
し
て
の
・
蜜
の
味
、
花
の
香
り
、
等
々
が
、
い
ま
の

外
部
感
覚
内
容
の
無
と
〈
連
結
V
さ
れ
て
、
し
か
も
、
人
消
滅
〉
と
い
う
〈
語
〉
に
よ
っ
て
、
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
〈
変
化
〉
の
〈
観
念
〉

は
、
か
つ
て
の
外
部
感
覚
内
容
（
い
ま
の
記
憶
内
容
）
と
し
て
の
・
あ
る
形
態
、
酢
あ
る
大
き
さ
（
延
長
）
が
、
い
ま
の
外
部
感
覚
内
容
で
あ

る
・
別
の
形
態
、
別
の
延
長
と
〈
連
結
〉
さ
れ
て
、
〈
変
化
〉
と
い
う
く
語
V
に
よ
っ
て
、
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
「
蜜
膿
が
、
丸
い
形
態
か
ら
、
四
角
い
形
態
へ
、
そ
こ
か
ら
、
三
角
の
形
態
へ
、
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
つ
か
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
は
、
「
心
像
描
出
作
用
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
第
＋
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
か
つ
て
の
感
覚
内
容
（
い
ま
の
記
憶
内
容
）
と
、
い
ま
の
感
覚

内
容
と
を
、
〈
連
結
〉
す
る
の
は
、
「
心
像
描
出
作
用
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
連
結
〉
は
、
「
し
か
し
な
が
ら
、
見
よ
、
私
が

そ
う
言
っ
て
い
る
間
に
、
そ
の
蜜
臆
は
火
に
近
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
・
〈
外
部
感
覚
内
容
の
・
連
続
し
た
所
与
〉
の
〈
経
験
〉
に
、
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
部
感
覚
内
容
が
す
べ
て
、
〈
消
滅
〉
〈
変
化
〉
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
「
そ
の
・
同
一
の
蜜
騰
が
、
ま
だ
ひ
き
つ
づ
き
残
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ひ
き
つ
づ
き
残
っ
て
い
る
、
と
承
認
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
誰
も
、
そ
れ
を
否
定
し
な
い
。
そ
う
思
い
込
ま
な
い
も

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
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の
は
、
誰
も
い
な
い
」
。
「
残
っ
て
い
る
の
は
、
蜜
臆
で
あ
る
」
（
第
十
て
ハ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
、
ま
た
、
蜜
臆
の

く
同
一
V
の
〈
観
念
〉
を
も
、
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
〈
同
一
〉
の
〈
観
念
〉
も
ま
た
、
蜜
騰
が
火
に
近
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
基

づ
く
〈
外
部
感
覚
内
容
の
・
連
続
し
た
所
与
〉
の
く
経
験
V
か
ら
、
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
外
部
感
覚
内
容
の
く
消
滅
V
と
〈
変
化
〉
と
の
く
観
念
V
と
、
蜜
膿
の
く
同
一
V
の
〈
観
念
〉
と
は
、
相
異
な
る
観
念
で

あ
り
な
が
ら
、
同
じ
く
経
験
y
か
ら
、
相
即
不
可
分
に
、
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
し
か
し
、
「
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
触
れ
た
も
の
」
が
す
べ
て
、
〈
消
滅
V
〈
変
化
〉
し
た
、
と
い
う
く
観
念
V
が
「
も
た
れ
う
る

の
は
、
〈
同
一
〉
の
蜜
縢
の
〈
観
念
〉
が
あ
る
か
ら
、
で
あ
る
。
〈
消
滅
〉
と
〈
変
化
〉
と
の
〈
観
念
〉
が
え
ら
れ
る
・
あ
の
〈
連
結
〉
は
、

〈
連
続
し
て
同
一
な
蜜
騰
〉
と
い
う
〈
観
念
〉
が
あ
る
か
ら
に
、
よ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
〈
同
一
〉
の
蜜
騒
の
〈
観
念
〉
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
あ
の
〈
経
験
〉
か
ら
、
〈
消
滅
・
変

化
の
外
に
あ
る
・
あ
る
も
の
V
が
、
蜜
臆
の
中
に
あ
る
、
と
〈
推
理
〉
さ
れ
、
〈
同
一
〉
の
く
語
V
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
か
ら
、
で
あ

る
o　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
こ
の
〈
消
滅
・
変
化
の
外
に
あ
る
・
あ
る
も
の
〉
、
こ
れ
が
、
デ
カ
ル
ト
の
言
う
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
（
＄
声
首
脇
）
」
で
あ
る
（
第
十
ニ

パ
ラ
グ
ラ
フ
）
o

　
「
蜜
騒
そ
れ
自
体
」
は
、
〈
推
理
〉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
く
観
念
V
は
、
な
い
。
〈
観
念
V
は
、
〈
同
一
V
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

蜜
騰
の
観
念
だ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
を
、
「
心
像
に
描
い
た
も
の
」
（
第
＋
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
つ
ま

り
〈
観
念
〉
と
し
て
い
る
。
あ
と
で
見
る
よ
う
に
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
は
、
〈
実
体
V
な
の
で
あ
る
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
は
、
〈
実
体
の
観



念
〉
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
、
〈
実
体
の
観
念
〉
が
も
た
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
ホ
ブ
ズ
か
ら
反

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

論
を
招
く
理
由
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
の
〈
推
理
〉
に
は
、
逆
に
ま
た
、
〈
外
部
感
覚
内
容
の
・
別
個
の
所
与
〉
と
い
う
要
素
が
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
蜜
騒
が
与
え
る
外
部
感
覚
内
容
が
、
火
に
近
づ
け
ら
れ
た
ま
え
と
あ
と
と
で
、
別
個
で
な
か
っ
た
と
し
た

な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
火
に
近
づ
け
ら
れ
ず
に
、
し
た
が
っ
て
同
一
な
も
の
で
あ
り
つ
づ
け
た
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
「
蜜
臆
そ
れ
自

体
」
が
〈
推
理
〉
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
て
、
〈
外
部
感
覚
内
容
の
・
連
続
し
た
所
与
〉
と
い
う
〈
経
験
〉
の
う
ち
、
〈
外
部
感
覚
内
容
の
・
別
個
の
所
与
〉
と
い
う
要
素

に
基
づ
い
て
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
が
〈
推
理
〉
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
同
一
〉
の
蜜
臆
の
〈
観
念
〉
が
、
成
立
す
る
。

　
さ
て
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
が
く
推
理
V
さ
れ
れ
ば
、
別
個
な
外
部
感
覚
内
容
は
、
い
ま
や
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
の
・
か
つ
て
、
と
、

い
ま
、
と
で
別
個
な
「
現
わ
れ
」
と
な
り
、
現
わ
れ
る
「
様
態
」
と
な
る
。
〈
消
滅
〉
〈
変
化
〉
し
た
の
は
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
で
は
な
く
、

そ
れ
の
「
現
わ
れ
」
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
現
わ
れ
る
「
様
態
」
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
し
て
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
は
、
も
と
も
と
、

外
部
感
覚
内
容
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
〈
物
体
か
ら
な
る
も
の
〉
で
あ
る
。

　
以
上
の
論
理
的
思
考
・
推
理
の
す
べ
て
を
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
う
言
い
表
わ
し
て
い
る
。
「
お
そ
ら
く
、
私
が
い
ま
思
考
し
て
い
る
の

は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
蜜
膿
そ
れ
自
体
は
、
も
と
よ
り
、
あ
の
・
蜜
の
甘
さ
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
花
の
香

り
で
も
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
あ
の
白
さ
で
も
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
形
態
で
も
、
・
音
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
少
し
ま
え
に
は
あ

の
諸
様
態
で
、
い
ま
は
別
の
諸
様
態
で
、
私
に
現
わ
れ
た
・
ま
ぎ
れ
も
な
い
物
体
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
私
が
、
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（
飢
）

こ
の
よ
う
に
い
ま
心
嫁
に
描
い
て
い
る
・
こ
の
も
の
は
、
…
－
」
（
第
十
ニ
バ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
「
思
考
し
て
い
る
」
は
、
論
理
的
思
考
・
推
理

で
あ
る
。
「
心
像
に
描
い
て
い
る
」
は
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
の
〈
観
念
〉
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
が
、
「
ま
ぎ

れ
も
な
い
物
体
で
あ
る
」
と
は
、
〈
不
動
〉
の
く
物
体
か
ら
な
る
も
の
V
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
〈
同
一
V
と
〈
観
念
〉
さ
れ
た
蜜
職
は
、
〈
う
つ
ろ
わ
ぬ
も
の
〉
「
蜜
謄
そ
れ
自
体
」
と
、
〈
う
つ
ろ
う
も

の
〉
へ
消
滅
・
変
化
〉
す
る
外
部
感
覚
内
容
と
の
く
合
成
体
V
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
〈
消
滅
〉
〈
変
化
〉
し
た
外
部
感
覚
内
容
は
、
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
〈
の
推
理
〉
は
、
完
結
し
て

い
な
い
。
そ
れ
は
、
外
部
感
覚
内
容
か
ら
〈
分
離
〉
さ
れ
た
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
論
理
的
思
考
．
推
理
は
、
さ
ら
に
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
が
、
な
に
で
あ
る
の
か
を
、
追
求
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
と
こ

ろ
が
、
私
が
こ
の
よ
う
に
い
ま
心
像
に
描
い
て
い
る
・
こ
の
も
の
は
、
厳
密
に
は
、
な
に
で
あ
る
の
か
。
私
は
、
心
を
用
い
な
け
れ
ば
な

　
　
（
2
2
V

ら
な
い
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
、
「
心
を
用
い
る
」
ぺ
き
で
あ
る
の
か
、
思
考
し
、
推
理
す
べ
き
で
あ
る
か
。

　
そ
の
思
考
は
、
1
分
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
か
ら
、
〈
変
化
し
た
様
態
〉
を
、
〈
は
ら
い
の
け
〉
れ
ば
よ
い
、

そ
し
て
、
そ
れ
の
〈
残
り
〉
を
求
め
れ
ば
よ
い
、
そ
の
〈
残
り
〉
が
、
「
蜜
謄
そ
れ
自
体
」
の
〈
観
念
〉
の
対
象
と
し
て
の
「
蜜
騰
そ
れ

自
体
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
思
考
1
で
あ
る
。
「
す
な
わ
ち
、
蜜
膿
に
属
し
て
は
い
な
い
・
あ
の
・
変
化
し
た
諸
様
態
を
、
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ら
い
の
け
て
、
な
に
が
残
る
か
、
を
、
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
の
揚
合
の
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
る
べ
き
「
変
化
し
た
諸
様
態
」
と
は
、
な
に
の
こ
と
で
あ
る
の
か
。
上
に
見
た
よ
う
に
、
〈
延
長
〉



と
〈
形
態
〉
と
は
、
「
変
化
し
た
諸
様
態
」
で
あ
っ
た
。
で
は
、
〈
延
長
V
と
く
形
態
V
が
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
う
は
考
え
な
い
。
「
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
蜜
膿
が
、
こ
の
種
の
・
無
数
の
変
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

と
ら
え
る
の
で
あ
っ
て
、
…
…
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
に
は
〈
す
で
に
〉
、
形
態
と
延
長
と
は
、
〈
無
限
に
〉
〈
変

化
〉
し
う
る
、
と
い
う
、
「
と
ら
え
」
〈
把
握
〉
、
す
な
わ
ち
〈
悟
性
認
識
〉
が
あ
る
。

　
『
省
察
・
第
一
』
で
見
た
と
お
り
、
デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
形
態
、
延
長
は
、
一
方
で
、
外
部
感
覚
内
容
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
他

面
で
、
〈
物
体
の
本
性
V
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
形
態
、
延
長
は
、
そ
れ
が
い
か
に
〈
変
化
〉
し
て
も
、
「
蜜
強
そ
れ
自

体
」
と
い
う
「
物
体
」
か
ら
は
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
る
こ
と
が
、
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
と
は
、
〈
延
長
、
形
態
を
も
つ
物
体
〉
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
し
て
み
る
と
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
る
べ
き
「
変
化
し
た
諸
様
態
」
と
は
、
形
態
、
延
長
そ
の
も
の
の
こ
と
で
は
な
く
、

形
態
、
延
長
の
「
変
化
し
た
諸
様
態
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
形
態
、
延
長
の
「
変
化
し
た
諸
様
態
」
と
は
、
な
に
か
。
も
と
よ
り
、
火
に
近
づ
け
ら
れ
る
〈
ま
え
の
形
態
〉
、
〈
ま
え
の
延

長
〉
と
、
火
に
近
づ
け
ら
れ
た
〈
あ
と
の
形
態
〉
、
〈
あ
と
の
延
長
〉
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
然
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。

　
で
は
、
「
は
ら
い
の
け
」
た
あ
と
に
、
「
残
る
」
の
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
「
残
る
」
も
の
と
し
て
の
「
蜜
臓
そ
れ
自
体
」
と
は
、
〈
形
態

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

と
延
長
と
が
変
化
し
た
物
体
V
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
デ
カ
ル
ト
に
は
、
上
に
知
っ
た
と
お
り
の
悟
性
認
識
が
、
あ
る
。
「
蜜
膿
が
、
こ
の
種
の
・
無
数
の
変
化
を
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
唱
費
巴
o
σ
Q
a
ヨ
雲
…
…
1
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1
）
『
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一
二
一
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で
き
る
」
と
い
う
〈
把
握
〉
が
、
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
残
る
」
も
の
と
し
て
の
「
蜜
騒
そ
れ
自
体
」
と
は
、
も
は
や
、
〈
形
態
、
延
長

　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
、
有
限
な
変
化
の
中
に
あ
っ
た
物
体
〉
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
〈
形
態
、
延
長
が
、
無
限
に
変
化
し
う
る
物
体
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
、
出
て
く
る
。
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
残
っ
て
い
る
の
は
、
延
長
を
も
ち
・
い
ろ
い
ろ
な
形
態
を
と
り
う
る
・
変
化
し
う
る
・
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

も
の
（
巽
統
拐
一
喜
（
一
三
鼻
瀞
邑
σ
一
す
ヨ
騨
叫
互
一
〇
）
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
し
て
み
る
と
、
「
あ
る
も
の
」
と
は
、
形
態
、
延
長
の
無
限
の
〈
多
様
性
〉
と
〈
変
化
性
〉
と
の
〈
基
体
〉
〈
実
体
V
と
し
て
の
「
物
体
」

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
あ
の
「
ま
ぎ
れ
も
な
い
物
体
」
で
あ
っ
た
「
蜜
強
そ
れ
自
体
」
と
は
、
〈
形
態
、
延
長
は
、
無
限
に
変
化
し
う
る

が
、
し
か
し
、
形
態
、
延
長
を
も
つ
こ
と
自
体
と
に
あ
っ
て
は
不
動
な
・
実
体
と
し
て
の
物
体
〉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
「
蜜
臆
の
中
で
、
ま
こ
と
に
判
明
に
認
識
さ
れ
た
も
の
」
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
と
は
、
〈
無
限
の
・
形
態
の
変
化
性
と
延
長

の
多
様
性
と
の
実
体
で
あ
る
物
体
〉
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
、
「
あ
る
物
体
が
、
こ
の
上
も
な
く
判
明
に
認
識
さ
れ
る
」
た
め
の
〈
要
件
〉
は
、
こ
れ
で
あ
る
。

〈
な
に
〉
が
認
識
さ
れ
た
時
に
、
〈
判
明
な
認
識
〉
と
言
い
う
る
の
か
、
そ
の
〈
要
件
〉
の
一
つ
で
あ
る
〈
な
に
〉
は
、
右
の
も
の
な
の

で
あ
る
。
「
物
体
」
と
は
、
〈
無
限
の
・
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
基
体
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
一
。
〈
見
て
い
る
間
に
、
外
部
感
覚
内
容
が
、
消
滅
、
な
い
し
変
化
し
た
〉
と
い
う
〈
経
験
〉
が
な
く
て
は
、
デ
カ
ル
ト
の

論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
出
発
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外
部
感
覚
内
容
が
不
変
化
で
あ
っ
て
は
、
〈
変
化
〉
の
〈
観
念
〉

は
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
は
〈
推
理
〉
さ
れ
る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ



ゆ
え
に
、
も
と
よ
り
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
の
思
考
・
推
理
は
、
〈
精
神
〉
の
働
き
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
く
精
神
V
の
働
き
そ
の

も
の
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
の
所
与
〉
に
、
〈
依
存
し
〉
、
〈
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
し
て
、
「
蜜
強
そ
れ
自
体
」
を
さ
ら
に
規
定
し
て
い
く
思
考
・
推
理
も
、
少
な
く
と
も
、
形
態
、
延
長
の
諸
様
態

と
い
う
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
る
べ
き
外
部
感
覚
内
容
に
、
〈
依
存
し
〉
、
〈
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
つ
ぎ
に
見
る
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
が
、
で
は
、
〈
形
態
の
変
化
性
〉
と
く
延
長
の
多
様
性
V
と
を
と
ら
え
る
働
き
（
〈
判

明
な
認
識
〉
は
、
〈
な
に
に
よ
っ
て
〉
え
ら
れ
る
か
、
〈
判
明
な
認
識
の
・
い
ま
一
つ
の
要
件
〉
）
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
と
た
ず
ね
て
、
結

論
と
し
て
、
そ
れ
は
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
に
よ
る
把
握
」
で
あ
り
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
で
あ
る
、
と
言
う
に
し
て
も
、

そ
の
〈
精
神
の
把
握
、
見
ぬ
く
作
用
〉
そ
の
も
の
は
、
窮
極
に
あ
っ
て
は
、
〈
外
部
感
覚
内
容
の
所
与
〉
に
、
〈
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
〉
、

と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
問
題
・
第
一
％
上
に
見
た
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
・
推
理
を
成
立
さ
せ
て
い
る
も
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
形
態
と
延
長

と
は
、
〈
物
体
の
本
性
V
で
あ
る
、
形
態
、
延
長
は
、
無
限
に
変
化
し
多
様
に
な
り
う
る
、
と
い
う
〈
悟
性
認
識
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
く
悟
性
認
識
V
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
「
想
定
」
を
立
て
、
「
物
体
」
の

〈
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
「
物
体
」
は
、
ま
さ
に
、
「
疑
わ
し
い
も
の
で
あ

り
、
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
私
に
は
縁
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
あ
の
〈
悟
性
認
識
〉
は
、
獲
得
の
根
拠
を
明
示

さ
れ
ぬ
ま
ま
に
、
論
理
的
思
考
・
推
理
の
・
不
可
欠
な
支
え
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
三
。
「
蜜
強
そ
れ
自
体
」
と
は
、
〈
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
で
あ
る
物
体
〉
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
灯
碧
巴
O
o
q
『
日
8
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
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一
』
『
第
二
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い
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一
二
三
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な
も
の
が
、
ど
う
し
て
、
ほ
か
で
も
な
い
「
蜜
臓
」
の
そ
れ
自
体
な
の
で
あ
る
か
。
た
と
え
ば
、
〈
花
そ
れ
自
体
V
と
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
区
別
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
か
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
花
そ
れ
自
体
V
も
、
や
は
り
、
お
な
じ
く
、
ひ
た
す
ら
〈
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の

多
様
性
と
の
実
体
と
し
て
の
物
体
〉
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
と
〈
花
そ
れ
自
体
〉
と
は
、
区
別
さ
れ
る
こ
と

が
、
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
の
・
す
べ
て
の
物
体
〈
そ
れ
自
体
〉
に
つ
い
て
も
、
お
な
じ
こ
と
が
言
わ
れ
う
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
こ
そ
、
の
ち
に
見
る
と
お
り
、
デ
カ
ル
ト
が
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
を
、
初
め
に
あ
っ
た
・
感
覚
作
用
の
対
象
と

し
て
の
蜜
膿
と
、
〈
同
一
〉
な
も
の
、
と
す
る
時
に
生
ず
る
難
点
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
つ
ぎ
に
、
こ
う
し
た
く
判
明
な
認
識
V
は
、
〈
な
に
に
よ
っ
て
〉
成
立
し
え
た
の
か
、
と
、
〈
判
明
な

認
識
〉
の
・
い
ま
一
つ
の
〈
要
件
〉
を
、
た
ず
ね
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
無
限
な
・
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
を
、
と
ら
え
る

働
き
は
、
な
に
で
あ
っ
た
の
か
。

　
ま
ず
、
デ
カ
ル
ト
は
、
問
う
。
「
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
形
態
を
と
り
う
る
、
変
化
し
う
る
、
と
い
う
、
こ
の
こ
と
は
、
な
に
で
あ
る

　
（
2
6
）

の
か
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
あ
の
「
心
像
描
出
作
用
」
に
よ
っ
て
〈
連
結
〉
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
ど
う
か
。
「
私
が
、
心
像
に
描
い

て
い
る
も
の
の
こ
と
な
の
か
、
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
蜜
強
が
、
丸
い
形
態
か
ら
、
四
角
い
形
態
へ
、
あ
る
い
は
、
そ
の
形
態
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

三
角
の
形
態
へ
、
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
ど
う
か
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
い
な
、
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
心
像
描
掲
作
用
と
は
、
〈
与
え
ら
れ
た
〉
外
部
感
覚
内
容
、
す
な
わ
ち
、
形
態
の
〈
様
態
を
連
結
す
る
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

こ
と
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
〈
か
つ
て
V
と
、
変
化
し
た
〈
い
ま
〉
と
の
、
〈
外
部
感
覚
内
容
を
連
結
す
る
〉
こ
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
像
描
出
作
用
は
、
〈
か
わ
っ
た
V
外
部
感
覚
内
容
を
連
結
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
形
態



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

〈
そ
の
も
の
〉
が
、
〈
か
わ
り
う
る
〉
こ
と
を
、
〈
と
ら
え
る
〉
こ
と
は
、
け
っ
し
て
、
で
き
な
い
。

　
ま
し
て
、
〈
変
化
性
〉
と
は
、
無
限
の
時
間
と
と
も
に
、
無
限
の
感
覚
内
容
（
形
態
、
延
長
の
様
態
）
が
、
〈
生
じ
う
る
〉
こ
と
で
あ
る
。

「
…
：
・
蜜
騰
が
溶
け
れ
ぱ
、
延
長
は
、
大
き
く
な
り
、
蜜
膿
を
煮
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
熱
が
加
わ
れ
ば
、
も
っ
と
大
き
く
な
る

　
（
2
8
）

…
：
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
こ
の
こ
と
は
、
形
態
に
つ
い
て
も
、
お
な
じ
で
あ
る
。

　
で
は
、
〈
連
結
〉
す
る
く
範
囲
V
を
無
限
に
拡
大
す
れ
ば
、
形
態
の
〈
変
化
性
〉
を
〈
と
ら
え
た
〉
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
い

な
、
心
像
描
出
作
用
は
、
こ
れ
を
〈
想
像
力
〉
と
解
し
て
も
、
常
に
、
〈
有
限
な
範
囲
内
〉
で
、
働
く
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

形
態
の
．
〈
連
結
V
さ
れ
る
〈
様
態
〉
の
〈
範
囲
〉
も
ま
た
、
常
に
、
〈
有
限
〉
で
あ
る
か
ら
、
心
像
描
出
作
用
は
、
〈
無
限
に
変
化
し
う

る
〉
と
い
う
意
味
で
の
〈
変
化
性
〉
を
、
と
ら
え
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
こ
う
し
て
、
心
像
描
出
作
用
は
、
ま
ず
、
形
態
の
〈
与
え
ら
れ
た
〉
、
す
な
わ
ち
〈
変
化
し
た
〉
様
態
、
少
な
く
と
も
〈
有
限
な
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

内
〉
で
の
〈
様
態
〉
を
、
〈
連
結
V
す
る
作
用
で
は
あ
っ
て
も
、
形
態
〈
そ
の
も
の
〉
の
〈
無
限
の
変
化
性
〉
を
、
〈
と
ら
え
る
〉
作
用
で

は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
〈
無
限
に
変
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
V
形
態
を
、
心
像
描
出
作
用
で
、
〈
有
限
な
範
囲
内
〉
に
〈
区
切
〉
り
、
こ
れ
を
、
「
蜜

膿
そ
れ
自
体
」
で
あ
る
、
と
、
〈
判
断
〉
す
る
こ
と
は
、
〈
正
し
く
な
い
〉
。
な
ぜ
な
ら
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
は
、
〈
限
り
も
な
く
変
化
す

る
形
態
を
、
生
み
出
す
〉
、
と
、
〈
判
断
〉
し
て
こ
そ
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
を
、
〈
正
し
く
判
断
〉
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
さ
き
ほ
ど
の
自
問
に
答
え
て
言
う
。
「
け
っ
し
て
、
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
蜜
臆
が
、
こ

の
種
の
．
無
数
の
変
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
と
、
と
ら
え
る
（
8
5
冥
窪
魯
ま
）
の
で
あ
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
、
私
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
p
『
巴
o
σ
q
芭
5
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
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0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

心
像
描
出
作
用
に
よ
っ
て
は
、
無
数
の
形
態
を
す
べ
て
、
あ
げ
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
も
あ
り
、
ま
た
、
し
た
が
っ
て
、
．
》
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

ら
え
る
二
と
（
8
日
屈
o
頴
霧
δ
）
は
、
心
像
描
出
能
力
に
基
づ
い
て
は
、
な
し
と
げ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
ニ
バ
ラ

グ
ラ
フ
）
。

　
延
長
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
を
、
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
蜜
騰
の
延
長
の
多
様
性
を
知
っ
て
い
た
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
は
、
実

は
、
心
像
描
出
作
用
に
よ
っ
て
、
延
長
の
〈
か
つ
て
〉
の
〈
様
態
〉
と
、
〈
い
ま
〉
の
く
様
態
V
と
を
、
〈
連
結
〉
し
て
、
延
長
の
〈
多
様

で
あ
ッ
か
〉
〈
様
態
〉
、
少
な
く
と
も
〈
有
限
な
範
囲
内
〉
で
の
く
様
態
V
を
、
知
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
．
｝
れ
は
、
本
来
は
、

〈
多
様
性
〉
の
も
と
で
の
延
長
〈
そ
の
も
の
〉
を
、
知
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
延
長
く
そ
の
も
の
V
は
、
〈
無
限
に
多
様
に
な

り
う
る
V
も
の
と
し
て
、
〈
無
限
の
多
様
〉
に
お
い
て
、
つ
ま
り
〈
多
様
性
〉
に
お
い
て
、
と
ら
え
ら
れ
て
初
め
て
、
知
ら
れ
た
、
と
言

い
う
る
の
で
あ
る
。
心
像
描
出
作
用
は
、
延
長
の
〈
有
限
〉
な
〈
様
態
〉
を
、
〈
連
結
〉
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
延
長
の
〈
無
限
に
多

様
に
な
り
う
る
〉
こ
と
を
、
必
ず
〈
区
切
〉
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
あ
る
範
囲
で
〈
包
み
込
む
〉
以
外
に
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
〈
包
み
込
ん
だ
〉
範
囲
内
で
、
延
長
の
・
し
か
じ
か
の
様
態
を
も
つ
も
の
が
、
「
蜜
強
そ
れ
自
体
」
で
あ
る
、
と
す
る

〈
判
断
〉
は
、
そ
れ
自
体
、
〈
区
切
〉
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
る
に
、
「
蜜
強
そ
れ
自
体
」
は
、
延
長
の
多
様
性
ゆ
え

に
、
〈
区
切
〉
ら
れ
た
よ
り
も
、
〈
も
っ
と
お
び
た
だ
し
い
・
延
長
上
の
・
多
様
な
様
態
を
、
生
じ
さ
せ
る
〉
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
区
切
〉

ら
れ
範
囲
を
こ
え
て
生
ず
る
・
延
長
の
・
無
限
に
多
様
な
様
態
は
、
も
は
や
、
そ
の
蜜
騰
に
は
属
さ
な
い
も
の
、
と
〈
判
断
〉
さ
れ
ざ
る

を
え
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
が
、
な
に
で
あ
る
か
、
と
、
正
し
く
〈
判
断
〉
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
の
も
つ
．
延
長
の
多
様
性



は
、
心
像
描
出
に
よ
る
〈
有
限
な
範
囲
内
〉
で
の
〈
様
態
の
連
結
〉
以
上
の
も
の
を
、
含
む
と
、
〈
思
考
〉
す
る
こ
と
が
、
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
意
を
こ
め
て
、
デ
カ
ル
ト
は
言
う
。
「
な
お
ま
た
、
蜜
膿
は
、
か
つ
て
私
が
心
像
描
出
作
用
に
よ
っ
て
包
み
込
ん
だ
よ
り
も
・
も

っ
と
お
び
た
だ
し
い
．
延
長
の
多
様
性
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
私
が
思
考
す
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、
蜜
騰
と
は
、
な
に
か
、
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

私
は
、
正
し
く
判
断
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
で
は
、
こ
の
「
思
考
」
に
し
た
が
っ
て
、
〈
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
〉
と
を
「
と
ら
え
る
」
・
そ
の
作
用
を
す
る
も
の
は
、
な

に
で
あ
る
か
、
が
、
「
思
考
」
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
「
し
て
み
る
と
、
残
る
の
は
、
私
は
、
こ
の
蜜
臆
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
を
、
も
と

よ
り
、
心
像
に
描
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
精
神
だ
け
に
よ
っ
て
、
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、

　
　
（
3
2
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

で
あ
る
」
。
「
蜜
膿
の
把
握
と
は
、
…
…
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
な
の
で
あ
る
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
．
推
理
は
、
〈
判
明
な
認
識
〉
を
成
立
さ
せ
る
〈
要
件
〉
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
〈
形
態
の
変
化

性
と
延
長
の
多
様
性
〉
と
を
、
「
と
ら
え
る
」
「
把
握
す
る
」
作
用
と
し
て
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」
が
行
な
う
「
見
ぬ
く
作
用
」
に
、
到

達
し
た
。
〈
無
限
の
。
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
で
あ
る
物
体
〉
で
あ
る
「
蜜
臓
そ
れ
自
体
」
を
「
と
ら
え
」
「
把
握
す

る
」
の
は
、
だ
か
ら
、
こ
の
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」
が
行
な
う
「
見
ぬ
く
作
用
」
で
あ
る
。

　
「
精
神
」
と
い
え
ど
も
、
無
限
に
変
化
す
る
・
形
態
の
様
態
、
無
限
に
多
様
な
・
延
長
の
様
態
を
、
と
ら
え
る
こ
と
は
、
で
き
ぬ
に
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

よ
、
し
か
し
、
「
精
神
」
は
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
が
、
形
態
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
無
限
に
変
化
し
え
、
延
長
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
無

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

限
に
多
様
に
な
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
「
見
ぬ
く
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
が
で
き
る
の
は
、
「
ひ
と
り
精
神
だ

け
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貰
巴
o
G
Q
粧
ヨ
9
…
：
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
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『
第
二
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つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
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右
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
「
精
神
」
に
到
達
し
た
の
は
、
デ
カ
ル
ト
の
・
論
理
的
思
考
・
推
理
を
す
る
「
精
神
」
な
の
で
あ
り
、
そ

し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
「
精
神
」
は
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
を
、
〈
無
限
の
・
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
と
し
て
の
物
体
〉

と
し
て
、
認
識
す
る
「
精
神
」
と
、
同
一
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
私
」
は
、
蜜
騰
と
い
う
「
物
体
」
に
立
ち
む
か
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
却
っ
て
逆
に
V
、
右
の
よ
う
な
「
精
神
」
と
し
て

の
〈
自
己
の
認
識
〉
を
深
め
た
の
で
あ
り
、
〈
内
容
〉
を
豊
富
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
も
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
四
。
形
態
が
無
限
に
変
化
し
う
る
、
延
長
が
無
限
に
多
様
に
な
り
う
る
の
を
、
「
把
握
す
る
」
の
は
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糾
）

で
あ
り
、
「
ひ
と
り
悟
性
だ
け
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
揚
合
、
あ
ら
た
め
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
、
形
態
、
延
長
が
、
〈
無
限
に
、
変
化
し
、

多
様
に
な
り
う
る
〉
と
す
る
〈
悟
性
認
識
〉
が
、
〈
先
に
〉
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
〈
立
証
さ
れ
る
ぺ
き
V
精
神
、
悟
性
の
働
き
が
、
〈
す

で
に
前
提
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
形
態
、
延
長
は
、
〈
物
体
の
本
性
〉
で
あ
る
、
と
す
る
〈
悟
性
認
識
〉
を
、
も
っ
て
い

る
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
。

　
で
は
、
再
ぴ
問
う
な
ら
ば
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
物
体
」
は
、
ま
だ
「
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
上
の
〈
悟
性
認
識
〉
を
、

い
っ
た
い
、
ど
こ
か
ら
え
た
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
が
明
示
さ
れ
ぬ
限
り
、
〈
判
明
な
認
識
〉
に
つ
い
て
の
・
二
つ
の
〈
要
件
〉
に
っ
い
て

の
・
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
・
推
理
は
、
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
と
し
て
「
ひ
き
つ
づ
き
残
っ
て
い
る
」
も
の
、
「
精
神
」
に
よ
っ
て
「
見
ぬ
か
れ
」
た
「
蜜



強
そ
れ
自
体
」
は
、
ど
の
蜜
騰
で
あ
る
の
か
、
と
自
問
し
て
、
答
え
て
述
ぺ
て
い
る
。
「
だ
が
し
か
し
、
精
神
に
よ
ら
な
け
れ
ぱ
把
握
さ

れ
ぬ
・
こ
の
蜜
騰
と
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
い
ま
私
が
目
で
見
て
い
る
、
手
で
触
れ
て
い

る
、
心
像
に
描
い
て
い
る
、
そ
の
・
同
一
の
蜜
臆
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ぱ
、
私
が
、
初
め
か
ら
存
在
す
る
、
と
見
な
し
て
い
た
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

の
・
同
一
の
蜜
職
で
あ
る
」
（
第
十
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
こ
に
、
間
題
が
あ
る
。

　
問
題
．
第
五
。
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
、
「
蜜
縢
そ
れ
自
体
」
か
ら
、
あ
の
「
初
め
」
の
蜜
膿
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
立
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
。
，
ど
の
よ
う
に
し
て
、
「
そ
の
・
同
一
の
蜜
縢
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
。

　
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
「
初
め
か
ら
存
在
す
る
」
蜜
臆
が
与
え
た
外
部
感
覚
内
容
も
心
像
描
出
内
容
も
、
〈
す
で
に
〉
、
「
蜜
臓
そ
れ
自
体
」

に
は
「
属
さ
ぬ
も
の
」
と
し
て
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
二
に
、
感
覚
作
用
も
心
像
描
出
作
用
も
及
ば
な
い
も
の
と
し
て
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」
に
よ
っ
て
「
見
ぬ
か
れ
た
」
も
の
、

「
精
神
に
よ
ら
な
け
れ
ば
把
握
さ
れ
な
か
っ
た
」
も
の
こ
そ
が
、
「
こ
の
蜜
膿
」
つ
ま
り
「
蜜
膿
目
体
」
で
あ
る
。
感
覚
作
用
と
心
像
描

出
作
用
と
こ
と
な
る
も
の
と
し
て
、
「
ひ
と
り
精
神
が
見
ぬ
く
作
用
」
が
お
か
れ
て
い
る
以
上
、
前
二
者
の
作
用
の
対
象
と
、
後
者
の
対
象

で
あ
る
「
蜜
職
そ
れ
自
体
」
と
が
、
「
同
一
」
で
あ
る
、
と
い
う
保
証
は
、
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
第
三
に
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
が
、
〈
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
と
し
て
の
物
体
〉
で
あ
る
、
と
さ
れ

る
な
ら
ば
、
〈
花
そ
れ
自
体
〉
も
ま
た
、
お
な
じ
で
あ
る
。
そ
の
・
お
な
じ
も
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
・
あ
の
「
蜜
臆
」
と
「
同
一
」
の
も
の

で
あ
る
、
と
言
い
う
る
根
拠
は
、
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貰
巴
o
σ
q
一
㎝
日
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
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こ
う
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
初
め
」
の
蜜
騒
に
立
ち
帰
る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
初
め
」
の
蜜
縢
に
立
ち
帰
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
立
ち
帰
る
こ
と
が
、
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、
い
な
、

立
ち
帰
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
ち
帰
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
デ
カ
ル
ト
の
論
理
的
思
考
．
推
理
が
、

〈
与
え
ら
れ
た
感
覚
内
容
の
変
化
V
に
、
言
い
か
え
れ
ば
、
外
部
感
覚
内
容
と
心
像
描
出
内
容
と
に
、
〈
依
存
し
〉
〈
条
件
づ
け
ら
れ
て
い

た
V
か
ら
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
が
、
「
初
め
」
の
蜜
膿
に
立
ち
帰
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
〈
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
た
〉
こ
と
を
、
告
白

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
「
蜜
強
そ
れ
自
体
」
を
と
ら
え
た
の
は
、
〈
直
接
に
は
V
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
精

神
」
が
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
を
「
見
ぬ
く
」
こ
と
そ
の
も
の
を
、
〈
条
件
づ
け
て
い
た
〉
の
は
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
た
外
部
感
覚
内
容

と
心
像
描
出
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
蜜
強
の
与
え
る
〈
外
部
感
覚
内
容
の
変
化
〉
が
な
く
、
蜜
膿
が
不
変
の
ま
ま

に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ぱ
、
上
に
見
た
推
理
に
照
ら
し
て
、
「
見
ぬ
く
作
用
」
は
、
生
じ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
外
部
感
覚
内
容
と
心

像
描
出
内
容
と
は
、
「
は
ら
い
の
け
」
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
、
「
見
ぬ
く
作
用
」
の
成
立
を
、
〈
条
件
づ
け
て
い
た
〉
の
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
が
、
「
初
め
」
の
蜜
強
に
立
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
、
い
な
、
立
ち
帰
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
く
条
件
づ
け
V
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
こ
う
し
て
、
「
蜜
職
そ
れ
自
体
」
を
と
ら
え
た
も
の
は
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
〈
間
接

に
は
〉
、
外
部
感
覚
作
用
と
心
像
描
出
作
用
と
で
も
あ
る
、
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
と
い
う
表
現
は
、
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
見
ぬ
く
」
と
い
う
表
現
は
、



「
い
ま
、
私
が
、
蜜
膿
を
、
外
側
の
姿
か
ら
引
き
離
し
、
そ
し
て
、
い
わ
ば
着
物
を
脱
が
せ
て
、
裸
の
ま
ま
を
、
吟
味
し
て
い
る
揚
合
に

　
　
　
（
3
6
）

は
、
…
…
」
（
第
十
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
い
う
行
文
に
、
は
し
な
く
も
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
、
外
部
感
覚
内
容
と
心
像
描
出
内
容
と

の
媒
介
・
条
件
が
な
い
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
言
う
。
「
：
…
蜜
強
の
把
握
と
は
、
－
…
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
で
あ
る
。
そ
の
・
ひ
と
り
精
神
だ
け

が
見
ぬ
く
作
用
は
、
蜜
臆
を
形
づ
く
っ
て
い
る
・
あ
の
も
の
に
、
私
が
心
を
用
い
る
こ
と
の
多
少
に
応
じ
て
、
以
前
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
あ
る
い
は
、
不
完
全
で
あ
り
、
ま
た
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
あ
り
う
る
し
、
い
ま
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
明
晰
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

判
明
で
あ
る
こ
と
も
、
あ
り
う
る
の
で
あ
る
」
（
第
＋
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち
ー
個
々
の
外
部
感
覚
内
容
と
、
外
部
感
覚
内
容
の
変

化
と
に
、
「
心
」
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
間
は
、
「
見
ぬ
く
作
用
」
は
、
「
不
完
全
で
あ
り
、
ま
た
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
」
。
し
か
し
、
「
蜜
膿
そ

れ
自
体
」
を
、
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
で
あ
る
物
体
と
し
て
、
と
ら
え
る
よ
う
に
、
「
心
を
用
い
」
れ
ぱ
、
「
見
ぬ
く

作
用
」
は
、
「
明
晰
・
判
明
］
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
心
」
が
、
感
覚
器
官
を
働
か
せ
る
だ
け
か
、
心
像
描
出
力
を
働
か
せ
る
だ
け
に
と

ど
ま
る
か
、
そ
れ
と
も
、
精
神
を
働
か
せ
る
か
、
そ
の
「
多
少
に
応
じ
て
」
、
こ
の
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
は
、
「
明
晰
・

判
明
」
の
く
度
合
V
が
、
こ
と
な
る
の
で
あ
る
ー
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
も
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
六
。
右
の
相
違
は
、
「
多
少
」
の
事
柄
で
は
な
い
。
「
明
晰
・
判
明
」
の
〈
度
合
〉
の
事
柄
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト

自
身
に
よ
っ
て
も
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
と
は
、
感
覚
作
用
、
心
像
描
出
作
用
と
は
、
ま
っ
た
く
別
個
な
も
の
で
は
な

い
か
。
あ
と
の
二
一
つ
の
作
用
は
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
を
、
ま
じ
え
て
は
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
b
胃
巴
o
σ
q
田
ヨ
曾
：
…
i
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
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そ
の
作
用
の
〈
不
完
全
な
・
ま
ぎ
ら
わ
し
い
〉
姿
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
行
文
は
、
デ
カ
ル
ト
が
も
っ
て
い
る
の
が
、
実
は
、
あ
の
実
体
で
あ
る
も
の
と
、
外
部
感
覚
内
容
と
、
心
像
描

出
内
容
と
の
・
三
者
の
〈
合
成
体
〉
で
あ
る
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
。
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
は
、
感
覚
作
用
と
心
像
描
出
作
用
と
の
対

象
で
あ
る
「
初
め
」
の
蜜
騰
と
、
「
同
一
の
蜜
　
」
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
も
ま
た
、
お
な
じ
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ぱ
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
作
用
」
が
、
蜜
膿
の
「
着
物
を
脱
が
せ
て
、
裸
の
ま
ま
を
」
と
ら
え
る
作
用
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
は
、
出
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
・
い
く
つ
か
の
パ
ラ
ロ
ジ
ス
ム
に
照
ら
す
な
ら
ぱ
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」
が
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
を

「
見
ぬ
く
」
と
い
う
・
デ
カ
ル
ト
の
立
論
は
、
い
く
つ
か
の
・
重
大
な
難
点
を
含
む
、
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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、

　
　
ホ
プ
ズ
は
、
「
反
論
・
第
九
」
で
、
　
…
－
実
体
の
観
念
も
、
な
に
一
つ
、
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
体
と
は
、
（
偶
有
性
と

　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
胃
巴
品
冨
ヨ
魯
…
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1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三

変
化
と
に
服
し
て
い
る
物
質
で
あ
る
も
の
と
し
て
）
、
た
だ
推
理
だ
け
に
よ
っ
て
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
に
証
明
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、

に
も
拘
ら
ず
、
心
に
抱
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
に
、
な
に
一
つ
観
念
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
ぺ
て
い

る
（
｝
F
、
弥
℃
、
ま
鳶
＞
ー
日
く
自
■
℃
一
〇
。
曾
）
。
　
　
デ
カ
ル
ト
は
、
『
回
答
』
の
中
で
、
「
私
は
、
し
ぱ
し
ば
、
自
分
は
、
ど
の
よ
う
な
仕

方
で
あ
れ
、
把
握
さ
れ
る
・
ほ
か
の
も
の
と
も
同
じ
く
、
理
性
に
よ
っ
て
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
に
証
明
さ
れ
る
・
ま
さ
に
そ
の
も
の
を
、
観
念
と

名
づ
け
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
述
ぺ
た
」
と
し
て
い
る
（
＝
い
鯵
や
ま
禽
＞
1
弓
，
≦
H
℃
。
一
〇
。
塾
）
。
　
　
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル

ト
は
、
ホ
ブ
ズ
が
「
推
理
」
と
呼
ぶ
も
の
を
、
無
差
別
に
、
「
観
念
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
包
み
込
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
「
推
理
」
作
用

N
一
I
N
N
■

N
ω
l
N
命

高
I
P

一
〇
ー
ト
o
O
、

N
勢

卜o

l
Q
刃

ω
『

　
　
　
「
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を
識
別
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
二
れ
で
は
、
ホ
ブ
ズ
が
、
「
実
体
」
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
推
理
」
さ
れ
る
だ
け
で
、
「
心
に
抱
か
れ
る
」
こ
と

が
な
く
、
そ
の
意
味
で
、
「
実
体
の
観
念
」
は
も
ち
え
な
い
、
と
反
論
し
て
い
る
乙
と
に
、
答
え
た
こ
と
に
は
、
な
ら
な
い
。
こ
の
『
回
答
』
は
、

「
推
理
」
作
用
に
つ
い
て
の
・
デ
カ
ル
ト
の
無
知
を
、
ば
く
ろ
し
て
い
る
も
の
で
し
か
、
な
い
。

（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（
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前
出
注
（
2
7
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を
付
し
た
本
文
。
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（
3
6
）
　
＞
1
↓
＜
H
り
》
鴇
一
＝
。
b
。
轟
1
ま
・

　
　
（
3
7
）
　
＞
i
円
。
＜
目
・
℃
●
呂
」
一
．
8
1
。
o
。
・

　
　
　
　
　
二
1
7
　
感
覚
内
容
は
、
物
体
の
実
在
を
推
理
す
る
基
礎
で
あ
る
（
『
省
察
・
第
二
』
第
十
三
、
第
十
四
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
グ
ラ
フ
）

　
デ
カ
ル
ト
は
、
「
自
分
の
精
神
」
が
、
通
俗
の
「
話
し
方
」
に
「
欺
か
れ
」
て
、
「
蜜
腫
そ
の
も
の
」
す
な
わ
ち
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
目
で
見
る
」
、
外
部
感
覚
作
用
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
、
と
い
う
「
言
い
方
」
を
す
る
こ
と
の
「
誤
謬
」
を
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
と
い

う
の
は
、
私
た
ち
は
、
蜜
臓
が
目
の
ま
え
に
存
在
す
れ
ぱ
、
蜜
臆
そ
の
も
の
を
、
目
で
見
る
、
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
で
あ
っ
て
、
蜜

騰
が
目
の
ま
え
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
色
彩
な
い
し
形
態
に
基
づ
い
て
（
窪
8
一
〇
お
お
一
凝
叫
鼠
）
、
判
断
す
る
、
と
い
う
言
い
方
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
し
て
み
る
と
、
デ
カ
ル
ト
は
、
色
彩
、
形
態
と
い
う
〈
外
部
感
覚
内
容
に
基
づ
い
て
〉
、
「
物
体
」
の
〈
存
在
を
、
判
断
す
る
〉
、
と
い

う
の
が
、
正
し
い
言
い
方
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
・
存
在
の
「
判
断
」
は
、
存
在
の
〈
推
理
〉
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
事
実
デ
カ
ル
ト
は
、
第
十
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
色
彩
、
形
態
と
い
う
視
覚
内
容
に
（
第
＋
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
㍉
同
一
論
旨
の
叙
述
で

　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
、
触
覚
内
容
に
も
）
、
要
す
る
に
、
外
部
感
覚
内
容
に
、
「
基
づ
い
て
」
、
「
物
体
」
の
「
実
在
」
が
、
「
判
断
」
、
推
理
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
を
、
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
震
巴
品
a
ヨ
窪
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
五
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で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
外
部
感
覚
内
容
を
、
夢
で
あ
る
、
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
こ
れ
に
、
〈
物
体
の

実
在
が
推
理
さ
れ
る
基
礎
〉
と
し
て
の
意
義
を
、
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
推
理
を
ま
て
ば
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
〈
事
物
の
実
在
を
教

え
る
〉
の
で
あ
る
。
〈
外
部
感
覚
内
容
は
、
事
物
の
実
在
を
教
え
る
〉
と
い
う
思
考
、
判
断
は
、
も
は
や
、
〈
虚
妄
〉
〈
虚
偽
V
で
は
な
い

の
で
あ
り
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
V
は
、
論
拠
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
夢
で
あ
る
、
と
い
う
「
意
見
」
を
、
い
か
な
る
〈
根
拠
〉
に
基
づ
い
て
、
放
棄
し
た
の

で
あ
る
か
。
デ
カ
ル
ト
は
、
蜜
騰
を
、
卒
然
と
し
て
、
実
在
す
る
物
体
と
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
ま
た
、
卒
然
と
し
て
、
感
覚
内
容
は
、

推
理
を
ま
て
ば
、
事
物
の
実
在
を
教
え
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
蜜
臓
の
〈
実
在
〉
が
、
「
判
断
」
の
能
力
（
推
理
能
力
）
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
目
の
視
覚
作
用
に
よ
っ
て
、
認

　
　
　
（
4
）

識
さ
れ
る
」
と
い
う
「
言
い
方
」
を
防
ぐ
の
は
、
あ
る
〈
経
験
〉
と
、
そ
の
〈
経
験
〉
に
つ
い
て
の
反
省
と
で
あ
る
、
と
す
る
。
「
も
っ

と
も
、
私
が
、
す
で
に
、
も
し
か
し
て
、
隙
間
か
ら
、
通
り
を
行
き
す
ぎ
て
い
く
ひ
と
ぴ
と
を
見
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
話
は
別
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
ひ
と
び
と
を
も
、
蜜
騰
の
揚
合
に
劣
ら
ず
、
習
慣
に
よ
っ
て
、
自
分
が
目
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
目
で
見
て
い
る
の
は
、
帽
子
と
衣
服
と
以
外
の
な
に
で
あ
る
か
。
そ
れ
の
下
に
は
、
自
動
人
形
が
、
か
く
れ
て
い
る
こ

と
も
、
あ
り
え
た
の
に
。
し
か
し
、
私
は
、
人
間
が
存
在
す
る
、
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
は
、
自
分
が
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
見
て
い
る
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
・
そ
の
も
の
を
、
私
の
思
考
の
中
に
あ
る
判
断
能
力
だ
け
で
、
と
ら
え
る
の
で
あ
る
」
（
第
十
三
パ
ラ

グ
ラ
フ
）
。

　
や
は
り
、
「
判
断
能
力
」
、
推
理
能
力
は
、
こ
の
よ
う
に
、
外
部
感
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
〈
事
物
の
実
在
〉
を
、
と
ら
え
る
も
の
で
あ



る
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
つ
ぎ
の
第
十
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
叙
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
右
の
行
文
に
は
、
デ
カ
ル
ト
の
・
い
ま
一
つ
の
論
旨
が
、

含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
、
人
間
を
、
衣
服
と
帽
子
と
の
〈
そ
れ
自
体
〉
と
し
、
衣
服
と
帽
子
と
を
、
人
間

の
〈
現
わ
れ
〉
と
し
、
「
判
断
能
力
」
（
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
が
見
ぬ
く
」
カ
）
は
、
〈
現
わ
れ
〉
を
〈
は
ら
い
の
け
〉
て
、
人
間
を
く
見
ぬ
き
V

う
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
論
旨
は
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
を
「
見
ぬ
き
」
う
る
の
が
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
」
で
あ
る
、
と
す
る
立
論
の
す
り
か
え

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
の
「
把
握
」
に
つ
い
て
の
・
前
見
の
立
論
に
忠
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
衣
服
と
帽
子
と
の
〈
そ

れ
自
体
〉
は
、
け
っ
し
て
、
人
間
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
の
立
論
に
し
た
が
え
ば
、
帽
子
と
衣

服
と
の
〈
そ
れ
自
体
〉
は
、
衣
服
・
帽
子
の
与
え
る
感
覚
内
容
が
く
変
化
V
し
た
上
で
初
め
て
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
に
よ
っ
て
見
ぬ
か

れ
」
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
と
同
じ
く
、
〈
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
で
あ
る
物

体
〉
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
人
間
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
い
う
「
判
断
」
は
、
こ
の
揚
合
、
衣
服
と
帽
子
と
の
下
に
は
、
い
つ
も
人
間
が
い
た
、
と
い
う
〈
経

験
〉
に
基
づ
く
〈
推
量
〉
な
い
し
く
憶
測
V
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
〈
推
量
〉
〈
憶
測
〉
は
、
「
精
神
」
の
働
き
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、

〈
他
人
に
論
証
し
う
る
〉
〈
推
理
〉
が
〈
確
実
〉
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
そ
れ
は
、
〈
不
確
実
〉
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
言
う
と
お
り
、

ま
さ
に
、
衣
服
と
帽
子
と
の
下
に
は
、
自
動
人
形
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
外
部
感
覚
作
用
に
よ
っ
て
、
〈
推
量
〉

〈
憶
測
V
を
〈
検
証
〉
し
〈
確
証
〉
し
な
い
限
り
、
人
間
が
い
る
、
と
は
、
「
判
断
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
℃
碧
巴
o
σ
q
ぴ
ヨ
2
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
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と
こ
ろ
で
、
つ
ぎ
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
自
分
が
、
蜜
臆
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
を
、
ヨ
リ
完
全
に
ヨ
リ
自
明
的
に
把
握
し
た
」
の

は
、
「
蜜
臆
を
、
ま
さ
に
外
部
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
認
識
し
た
、
と
信
じ
た
時
で
あ
る
の
か
」
、
「
そ
れ
と
も
、
む
し
ろ
、
い
ま
、
す
な
わ

ち
、
あ
る
い
は
、
蜜
臓
が
、
な
に
で
あ
る
か
、
を
、
あ
る
い
は
、
蜜
騰
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
、
認
識
さ
れ
る
の
か
、
を
、
注
意
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

探
索
し
た
あ
と
で
あ
る
の
か
」
と
自
ら
問
い
、
結
論
と
し
て
、
感
覚
能
力
は
、
「
動
物
」
に
も
あ
る
、
し
か
し
、
「
蜜
臆
そ
れ
自
体
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

〈
判
明
に
〉
「
見
ぬ
く
」
こ
と
は
、
「
人
間
の
も
つ
精
神
が
な
く
て
は
」
、
「
で
き
な
い
」
、
と
述
べ
る
（
第
十
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
で
は
、
な
ぜ
、
そ
の
こ
と
が
、
人
間
に
だ
け
で
き
て
、
動
物
に
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
「
人
間
の

精
神
」
の
行
な
う
〈
論
理
的
思
考
・
推
理
〉
は
、
〈
語
・
名
辞
〉
と
〈
語
の
連
結
〉
と
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
進
行
し
な
い
、
か
ら
で
あ
る
。

　
〈
消
滅
V
の
〈
観
念
〉
も
、
〈
変
化
〉
の
〈
観
念
〉
も
、
そ
し
て
〈
同
一
〉
の
〈
観
念
〉
も
、
そ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
的
く
語
・
名

辞
V
が
な
く
て
は
、
生
じ
え
な
い
の
で
あ
り
、
〈
消
滅
・
変
化
の
外
に
あ
る
も
の
〉
の
〈
推
理
〉
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
・
一
般
的
〈
名
辞

の
連
結
〉
に
よ
っ
て
、
成
り
立
ち
、
「
蜜
膿
そ
れ
自
体
」
も
、
一
般
的
名
辞
の
連
緒
で
あ
る
。
〈
形
態
、
延
長
は
、
無
限
に
変
化
し
多
様
に

な
り
う
る
〉
と
す
る
悟
性
認
識
も
、
ま
た
、
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
は
、
〈
形
態
の
変
化
性
と
延
長
の
多
様
性
と
の
実
体
と
し
て
の
物
体
〉
で

あ
る
、
と
す
る
「
精
神
の
見
ぬ
き
」
も
、
一
般
的
名
辞
と
、
そ
れ
ら
の
連
結
に
よ
っ
て
の
み
、
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
動
物
は
、
感
覚
内

容
を
も
つ
が
、
〈
語
・
名
辞
〉
に
よ
っ
て
、
〈
観
念
〉
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
〈
語
の
連
結
〉
に
よ
っ
て
、
〈
推
理
を
進
行
V
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
デ
カ
ル
ト
の
い
う
・
「
動
物
」
の
能
力
と
、
「
人
間
」
の
能
力
と
の
相
違
は
、
本
来
、
こ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
は
ず
で
あ

る
。

　
　
（
1
）
　
》
ー
り
く
目
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や
ω
一
」
。
b
。
斜
ー
や
い
N
」
・
N
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（
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＜
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。
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。
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ー
b
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二
1
8
　
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
は
成
立
す
る
か
、
　
　
　
成
立
し
て
も
、
「
物
体
」
の
認
識
に
、
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
そ
れ
と
同
程
度
で
あ
る
（
『
省
察
・
第
二
』
第
十
五
、
第
十
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

　
『
省
察
・
第
二
』
の
結
論
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
述
べ
始
め
ら
れ
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
こ
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
、

ま
さ
に
私
に
つ
い
て
は
、
な
に
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
…
…
繰
り
返
せ
ば
、
こ
の
蜜
臆
を
、
こ
れ
ほ
ど
判
明
に
把
握
し
て
い
る
、

と
気
が
つ
い
て
い
る
私
は
、
な
に
で
あ
る
の
か
。
私
は
、
私
自
身
を
、
〔
以
前
よ
り
〕
は
る
か
に
真
実
に
、
は
る
か
に
確
実
に
、
認
識
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
は
る
か
に
判
明
に
、
そ
し
て
、
は
る
か
に
自
明
的
に
、
認
識
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
（
第
十
五
パ

ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
そ
れ
の
理
由
は
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
自
分
が
、
蜜
強
を
目
で
見
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
蜜
膿
は
、
実
在
す

る
、
と
判
断
す
る
な
ら
ば
」
、
す
な
わ
ち
、
蜜
強
を
く
視
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
実
在
す
る
V
と
推
理
す
る
な
ら
ば
、
「
ま
さ
に
自
分
も
ま

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
男
碧
巴
お
ぢ
ヨ
曾
…
－
i
（
1
）
『
省
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・
第
一
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『
第
二
』
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い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
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（
2
）

た
、
実
在
す
る
こ
と
が
、
は
る
か
に
自
明
的
に
、
証
明
さ
れ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
ー
視
覚

内
容
（
外
部
感
覚
内
容
）
に
基
づ
い
て
、
「
物
体
」
を
、
実
在
す
る
、
と
推
理
し
て
い
る
「
私
」
は
、
や
は
り
ま
た
、
実
在
す
る
こ
と
は
、

自
明
的
で
あ
る
ー
。
な
ぜ
な
ら
、
「
物
体
」
を
、
実
在
す
る
、
と
す
る
推
理
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
〈
私
の
〉
精
神
の
推
理
で
あ
り
、
私
の

推
理
、
す
な
わ
ち
「
思
考
」
は
、
「
私
か
ら
、
引
き
離
さ
れ
え
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
推
理
す
る
〈
私
〉
は
、
「
実
在
す
る
」
ー
。

　
確
か
に
、
こ
れ
は
、
「
私
」
の
〈
自
己
の
実
在
認
識
〉
の
深
化
で
あ
り
、
私
の
〈
内
容
〉
の
豊
富
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
一
。
「
私
」
の
自
己
認
識
の
こ
の
・
深
化
は
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
が
払
拭
〉
さ
れ
て
お
ら
ず
、
外
部
感
覚
内
容
が
、
〈
夢
〉

で
は
な
く
て
、
「
物
体
」
の
実
在
の
推
理
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
限
り
で
の
み
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
物
体
」
の
実
在
を
「
判
断
」

推
理
す
る
、
そ
の
「
判
断
」
が
、
〈
虚
偽
を
犯
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
V
と
い
う
限
り
で
の
み
、
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
私
」

の
〈
内
容
〉
の
豊
富
化
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
夢
で
あ
る
、
と
い
う
「
疑
い
」
、
「
意
見
」
を
、
放
棄
し
、
か
つ
、
あ
の

「
想
定
」
を
解
除
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
と
の
引
き
替
え
で
の
み
、
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ま
や
、
〈
精
神
と
物
体
と
の
・
実
在
上
の
分
離
〉
は
、
論
拠
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
、
「
疑
い
」
「
意
見
」
の
放
棄
と
、

「
想
定
」
、
〈
前
提
〉
の
解
除
と
の
〈
根
拠
〉
を
、
な
に
一
つ
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
題
・
第
二
。
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
が
、
「
物
体
」
の
認
識
と
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
〉
の
〈
推
理
〉
と

に
、
〈
依
存
〉
し
て
い
る
こ
と
を
、
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
い
か
え
れ
ば
、
「
私
」
が
「
物
体
」
を
判
明
に
認
識
す
る
こ
と
が
く
な
く
V
、

感
覚
さ
れ
る
物
体
が
、
実
在
す
る
、
と
判
断
・
推
理
す
る
こ
と
が
〈
な
く
て
は
〉
、
「
私
」
は
、
自
己
を
、
物
体
を
判
明
に
認
識
す
る
も
の



と
し
て
、
ま
た
、
実
在
す
る
も
の
と
し
て
、
認
識
す
る
こ
と
が
〈
な
い
〉
、
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
上
の
・
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
の
、
さ
ら
に
〈
理
由
〉
と
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
、
第
一
に
、
こ
う
言
う
。
「
と
い
う
の
は
、

私
が
目
で
見
て
い
る
・
こ
の
も
の
が
、
真
実
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
生
じ
う
る
。
私
が
、
あ
る
も
の
を
見
る
両
眼
を
も
と
よ
り
、

も
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
私
は
、
目
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
い
し
は
、
（
い
ま
で
は
、
私
は
、

こ
の
こ
と
を
区
別
し
な
い
が
）
私
は
、
自
分
が
目
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
思
考
す
る
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
．
恩
考
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
・
ま
さ
に
私
が
、
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
生
じ
え
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
五
バ
ラ
グ
ラ

フ
）
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
、
す
で
に
見
た
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
論
旨
に
戻
っ
て
、
内
部
感
覚
作
用
を
す
る
私
は
、
そ
の
よ
う
な
作

用
を
す
る
も
の
と
し
て
、
実
在
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
論
旨
は
、
内
部
感
覚
作
用
の
対
象
で
あ
る
外
部
感
覚
内
容
が
存
在
す
れ

ぱ
、
成
り
立
つ
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
も
、
問
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
三
。
上
に
見
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
、
私
は
「
両
眼
を
も
た
な
い
」
と
「
想
定
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
蜜

臆
も
目
で
見
て
は
い
な
い
、
視
覚
内
容
（
外
部
感
覚
内
容
）
は
存
在
し
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
．
上

の
論
旨
は
、
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
吟
味
し
た
の
と
同
じ
く
、
「
私
」
は
、
蜜
膿
を
、
〈
ぬ
え
〉
同
よ
う
、
空
想
に
描
く
も
の
と
し
て
、

実
在
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
空
想
描
出
作
用
が
、
「
私
」
の
精
神
の
作
用
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
私
の
実
在
〉
は
、
帰
結
す
る
が
、
し
か

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
勺
貰
巴
o
α
q
凶
の
ヨ
雪
・
…
：
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
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し
、
そ
の
こ
と
は
、
デ
カ
ル
ト
自
ら
の
意
に
反
し
て
、
さ
き
に
見
た
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
外
部
感
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
物
体
の
実
在
を

推
理
・
判
断
し
て
い
る
私
は
、
や
は
り
実
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
〈
理
由
〉
に
な
り
う
る
も
の
で
は
、
ま
っ
た
く
、
な
い
。
〈
理
由
〉

に
な
り
え
な
い
の
は
、
デ
カ
ル
ト
が
、
あ
の
「
想
定
」
の
解
除
の
上
で
の
み
成
り
立
つ
・
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
の
た
め
に
、
ま
た

し
て
も
、
「
両
眼
を
も
っ
て
い
な
い
」
と
す
る
「
想
定
」
を
引
き
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
第
二
に
、
「
類
似
の
根
拠
に
よ
っ
て
、
私
が
、
自
分
が
蜜
膿
に
手
で
触
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
蜜
膿
は
、
存
在

す
る
、
と
判
断
す
る
な
ら
ば
、
再
び
、
同
じ
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
私
が
、
存
在
す
る
こ
と
が
、
証
明
さ
れ
る
も
の
、
と
考
え
ら
れ

（
4
）

る
」
と
述
べ
る
（
第
十
五
パ
テ
グ
ラ
フ
）
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
、
視
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
「
物
体
」
は
、
実
在
す
る
、
と
推
理
す
る
「
私
」

は
、
ま
た
、
実
在
す
る
、
と
い
う
立
論
と
を
、
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
は
、
第
一
と
、
「
類
似
の
根
拠
に
よ
っ
て
」

と
つ
な
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
第
三
に
、
「
私
が
心
像
を
描
く
、
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
揚
合
に
も
、
あ
る
い
は
、
そ
の
ほ
か
の
・
ど
の
よ
う
な
原
因
に
基
づ
く
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
、
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
が
、
証
明
さ
れ
る
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
」
（
第
＋
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
心
像
描
出
の
揚
合
に
つ
い
て
は
、
上
の
第

一
に
述
べ
た
問
題
を
、
繰
り
返
す
ほ
か
な
い
。

　
第
四
に
、
「
…
：
そ
の
蜜
　
の
把
握
が
、
ま
す
ま
す
判
明
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
…
…
ま
さ
に
私
が
、
い
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

私
に
ょ
っ
て
、
ま
す
ま
す
判
明
に
、
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
承
認
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
（
第
十
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。
す
な
わ
ち

ー
〈
実
在
す
る
V
「
蜜
騰
そ
れ
自
体
」
が
、
「
ひ
と
り
精
神
だ
け
に
よ
っ
て
見
ぬ
か
れ
」
て
、
蜜
騰
が
〈
判
明
に
認
識
〉
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ぱ
、
「
私
」
は
、
そ
の
「
見
ぬ
く
」
精
神
と
し
て
、
自
ら
を
〈
判
明
に
認
識
〉
し
た
の
で
あ
る
ー
。



　
こ
う
し
て
、
一
つ
に
は
、
蜜
騰
と
い
う
「
物
体
」
の
感
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
「
物
体
」
は
、
実
在
す
る
、
と
推
理
す
る
「
私
」
が
、

実
在
す
る
こ
と
が
、
認
識
さ
れ
、
二
つ
に
は
、
心
像
を
描
く
「
私
」
が
、
実
在
す
る
こ
と
が
、
認
識
さ
れ
、
そ
し
て
、
三
つ
に
は
、
「
実

在
」
す
る
蜜
臆
を
〈
判
明
に
把
握
〉
す
る
も
の
と
し
て
の
「
私
」
が
、
〈
判
明
に
認
識
V
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
私
」
の
自
己
の

実
在
認
識
の
深
化
で
あ
り
、
私
の
〈
内
容
〉
の
豊
富
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
と
二
と
は
、
「
私
」
の
自
己
認
識
が
、
総
じ
て
、
「
物
体
」
の
実
在
と
認
識
と
に
、
〈
依
存
〉
し
て
い
る
こ
と
を
、
示
す
も

の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
言
う
。
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
蜜
騰
の
把
握
な
り
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

の
物
体
の
把
握
を
、
助
け
る
こ
と
の
で
き
る
根
拠
は
す
ぺ
て
、
必
ず
、
私
の
精
神
の
本
性
を
、
さ
ら
に
よ
く
、
証
明
せ
ず
に
は
い
な
い
」
。

「
精
神
〔
物
体
〕
そ
の
も
の
の
中
に
は
、
私
の
精
神
に
つ
い
て
の
知
を
、
さ
ら
に
判
明
な
も
の
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
」
も
の
が
、
「
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

こ
と
に
数
多
く
存
在
す
る
」
。
「
物
体
か
ら
発
し
て
、
私
の
精
神
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
ま
ず
数
え
切
れ
な
い
」
（
第

十
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
。

　
こ
こ
に
、
間
題
が
あ
る
。

　
問
題
・
第
四
。
右
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
、
デ
カ
ル
ト
が
、
蜜
臓
そ
の
他
の
「
物
体
」
が
実
在
し
て
〈
い
な
く
て
は
〉
、

「
私
」
の
精
神
は
、
〈
判
明
に
認
識
〉
さ
れ
え
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
は
、
〈
実
在
〉
し
て
い
る
「
物
体
」

の
認
識
に
、
〈
依
存
〉
し
て
い
る
こ
と
を
、
自
ら
認
め
て
い
る
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化

は
、
「
物
体
」
の
認
識
と
、
〈
同
程
度
〉
に
、
行
な
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
『
省
察
・
第
二
』
の
副
題
に
あ
る
「
人
間
の
精
神
は
、
物
体
よ

り
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
の
帽
貰
巴
o
c
p
冨
ヨ
曾
…
…
1
（
1
）
『
省
察
・
第
一
』
『
第
二
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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問
題
・
第
五
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
物
体
」
の
〈
実
在
の
払
拭
〉
を
含
む
「
想
定
」
と
、
そ
の
実
在
払
拭
を
〈
自
ら
知
っ
て
い
る
〉
と

す
る
〈
前
提
〉
と
は
、
い
ま
だ
、
解
除
さ
れ
て
い
な
い
。
解
除
の
く
根
拠
V
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
想
定
」
と
く
前
提
V
と
が
生

き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
物
体
」
の
認
識
を
つ
う
じ
て
、
「
私
」
が
自
己
認
識
を
深
め
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
生
じ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
問
題
・
第
六
。
同
じ
よ
う
に
し
て
、
外
部
感
覚
内
容
は
、
〈
夢
V
で
あ
る
、
と
い
う
「
疑
い
」
、
「
意
見
」
も
、
そ
れ
が
放
棄
さ
れ
る
〈
根

拠
〉
は
、
な
に
一
つ
、
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
外
部
感
覚
内
容
に
基
づ
い
て
、
「
物
体
」
が
、
実
在
す
る
、
と
推
理
す
る
こ
と

は
、
生
じ
え
な
い
は
ず
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
推
理
す
る
「
私
」
が
、
実
在
す
る
、
と
い
う
認
識
も
、
生
じ
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
上
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
パ
ラ
ロ
ジ
ス
ム
に
照
ら
せ
ば
、
デ
カ
ル
ト
が
、
あ
の
「
想
定
」
と
〈
前
提
〉
と
、
そ
し
て
、
外
部
感
覚
内

容
を
夢
と
す
る
「
意
見
」
「
疑
い
」
と
を
、
廃
棄
し
た
く
根
拠
V
を
示
さ
ぬ
限
り
、
「
物
体
」
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
成
立
し
え
な
い
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
物
体
」
の
認
識
に
即
す
る
・
「
私
」
の
自
己
認
識
の
深
化
も
、
結
果
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
か
り
に
、
右
の
く
根
拠
V
が
示
さ
れ
え
て
、
「
私
」
の
自
己
認
識
が
深
ま
っ
た
と
し
て
も
、
し
か
し
、
「
私
」
の
自
己
認
識
の

深
化
は
、
「
物
体
」
の
認
識
に
〈
依
存
〉
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
と
〈
同
程
度
〉
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
『
省
察
・
第
二
』
の
結
論
を
、
「
私
が
明
ら
か
に
認
識
す
る
の
は
、
私
の
精
神
よ
り
も
さ
ら
に
容
易
に
、
あ
る
い
は
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ら
に
自
明
に
、
私
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
な
に
一
つ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
第
十
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
上
に
見
た
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
結
論
は
、
帰
結
し
え
な
か
っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
『
省

察
・
第
二
』
の
表
題
の
副
題
は
、
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
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